


第
だい

４次
じ

会津若松市
あいづわかまつ し

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

３期障
きしょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

 

目
もく

   次
じ

 

第
だい

１章
しょう

 総
そう

 論
ろん

                                                           

第
だい

1節
せつ

 計画
けいかく

の基本的
きほんてき

事項
じ こ う

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

   第
だい

1 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
し ゅ し

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

   第
だい

2 計画
けいかく

の性格
せいかく

と位置
い ち

づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  

   第
だい

3 計画
けいかく

の期間
き か ん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２  

   第
だい

4 基本
き ほ ん

理念
り ね ん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３  

   第
だい

5 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

   第
だい

6 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

   第
だい

7 市民
し み ん

協働
きょうどう

での仕組
し く

みづくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５  

   第
だい

8 計画
けいかく

の推進
すいしん

体制
たいせい

及
およ

び評価
ひょうか

・見直
み な お

し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

   第
だい

9 施策
し さ く

体系
たいけい

と仕組
し く

みづくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

第
だい

2節
せつ

 障
しょう

がいのある人
ひと

を取
と

り巻
ま

く現状
げんじょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

   第
だい

1 障
しょう

がいのある人
ひと

の状 況
じょうきょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

   第
だい

2 国
くに

の障
しょう

がい者
しゃ

政策
せいさく

の動向
どうこう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

 

第
だい

２章
しょう

 障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

                                                    

第
だい

1節
せつ

 前障
ぜんしょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

の総括
そうかつ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８  

   第
だい

1 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

及
およ

び分野
ぶ ん や

の総括
そうかつ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

   第
だい

２ 6つの仕組
し く

みづくりの総括
そうかつ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

第
だい

2節
せつ

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６  

第
だい

1 啓発
けいはつ

・権利
け ん り

擁護
よ う ご ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６  

   第
だい

2 生活
せいかつ

環境
かんきょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

 第
だい

3節
せつ

 地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

える関係
かんけい

づくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２  

   第
だい

1 地域
ち い き

との関
かか

わり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２  

   第
だい

2 災害
さいがい

対策
たいさく ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４ 

第
だい

4節
せつ

 自己
じ こ

実現
じつげん

を可能
か の う

とする活動
かつどう

の推進
すいしん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７  

   第
だい

1 スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・余暇
よ か

活動
かつどう

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７ 

第
だい

5節
せつ

 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０  

   第
だい

1 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ 

 



第
だい

6節
せつ

 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３  

   第
だい

1 育成
いくせい

環境
かんきょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３  

第
だい

7節
せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６  

   第
だい

1 地域
ち い き

生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

づくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６ 

第
だい

３章
しょう

 第
だい

７期障
きしょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

３期障
きしょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

                              

 第
だい

1節
せつ

  基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９  

第
だい

2節
せつ

 前計画
ぜんけいかく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ 

   第
だい

1 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ 

   第
だい

2 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２  

第
だい

3 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せ い び

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５ 

   第
だい

4  福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７ 

   第
だい

5  障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１ 

第
だい

６  相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４ 

第
だい

７  障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

を向上
こうじょう

させるための取組
とりくみ

に係
かか

る体
たい

制
せい

の構築
こうちく

 ・・・・・・・・・・６９ 

第
だい

８  訪問
ほうもん

系
けい

サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７１  

          （居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、重度障
じゅうどしょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

） 

   第
だい

９  日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７２ 

       （就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた

・B型
がた

、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

、 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

[機能
き の う

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

]、生活
せいかつ

介護
か い ご

） 

第
だい

10 居住
きょじゅう

系
けい

サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７４ 

    （短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、療養
りょうよう

介護
か い ご

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

） 

第
だい

11 相談
そうだん

支援
し え ん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７５  

    （計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

、地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

、地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

） 

   第
だい

12 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７６ 

       （児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、保育所
ほい く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

、 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

） 

第
だい

13 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７９ 

第
だい

3節
せつ

基本的
きほんてき

な障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

のための目標
もくひょう

（成果
せ い か

目標
もくひょう

）について・８３ 

   第
だい

1 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８３ 

   第
だい

2 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８６ 

第
だい

3 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９ 

   第
だい

4  福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３ 

   第
だい

5  障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
とう

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９６ 

第
だい

６  相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００ 



第
だい

７  障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

を向上
こうじょう

させるための取組
とりくみ

に係
かか

る体
たい

制
せい

の構築
こうちく

 ・・・・・・・・・・・１０３ 

第
だい

4節
せつ

 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障
しょう

がい児通所
じ つ う し ょ

支援
し え ん

等
とう

の見込量
み こ り ょ う

及び
お よ  

確保
か く ほ

策
さく

・・・・・・・・・・・・・・・１０５ 

第
だい

1 見込量
みこみりょう

設定
せってい

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０５ 

第
だい

2 訪問
ほうもん

系
けい

サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０６ 

   （居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、重度障
じゅうどしょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

） 

   第
だい

3 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０９ 

      （就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた

・B型
がた

、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
し え ん

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

[機能
き の う

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

]、生活
せいかつ

介護
か い ご

） 

第
だい

4 居住
きょじゅう

系
けい

サービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１３ 

   （短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、療養
りょうよう

介護
か い ご

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

） 

   第
だい

5 相談
そうだん

支援
し え ん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１６ 

（計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

、地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

、地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

） 

   第
だい

6 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１９ 

（児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、保育所
ほい く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

、 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

） 

 第
だい

5節
せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

に関
かん

する事項
じ こ う

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４  

   第
だい

1 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４ 

第
だい

2 地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12６  

第
だい

3 理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２８  

第
だい

4 自発的
じはつてき

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２８ 

第
だい

5 相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２９  

第
だい

6 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３2 

第
だい

7 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３3 

第
だい

8 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３5 

   第
だい

9 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３6 

   第
だい

10地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３7 

   第
だい

11その他
た

の事業
じぎょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１39 

 第
だい

6節
せつ

 関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

との連携
れんけい

に関
かん

する事項
じ こ う

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４4 

  

  



 

第
だ い

１章
し ょ う

 
 

 

 

       

 

 
第
だ い

1節
せ つ

 計画
け い か く

の基本的
き ほ ん て き

事項
じ こ う

 

第
だ い

2節
せ つ

 障
しょう

がい者
し ゃ

を取
と

り巻
ま

く現
げ ん

状
じょう

 

 

    

 

総
そ う

 論
ろ ん

 



第
だい

１節
せつ

 計画
けいかく

の基本的
きほんてき

事項
じ こ う

                           

第
だい

１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
し ゅ し

                                         

本市
ほ ん し

では、「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

もお互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、人
ひと

としての

尊厳
そんげん

が守
まも

られ、共
とも

に生
い

きることのできる地域
ち い き

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」を基本
き ほ ん

理念
り ね ん

として「会津
あ い づ

若
わか

松
まつ

市
し

障
しょう

が

い者
しゃ

計画
けいかく

・第
だい

６期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

２期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

の

総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

に取
と

り組
く

んできました。 

計
けい

画期
か く き

間中
かんちゅう

、国
くに

においては、「障害者
しょうがいしゃ

による情報
じょうほう

の取得
しゅとく

及
およ

び利用
り よ う

並
なら

びに意思
い し

疎通
そ つ う

に係
かかわ

る

施策
し さ く

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ・コミュニケーション施策
し さ く

推進法
すいしんほう

」という。）（令和
れ い わ

４年
ねん

５月
がつ

施行
し こ う

）により、日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び災害
さいがい

時
じ

の情報
じょうほう

格差
か く さ

の解消
かいしょう

が進
すす

め

られています。また、「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

するための法律
ほうりつ

」

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」という。）の一部
い ち ぶ

改正
かいせい

（令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

施行
し こ う

予定
よ て い

）により、障
しょう

がい者
しゃ

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

の強化
きょうか

が示
しめ

され、「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」という。）の改正
かいせい

（令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

施行
し こ う

予定
よ て い

）により、合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

について事
じ

業者
ぎょうしゃ

への義務化
ぎ む か

が明記
め い き

されました。また、障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

（平成
へいせい

２６年
ねん

２月
がつ

）

の締結
ていけつ

に基
もと

づく、国連
こくれん

の障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

委員会
いいんかい

による国
くに

への審査
し ん さ

と勧告
かんこく

（令和
れ い わ

４年
ねん

９月
がつ

）が行
おこな

わ

れ、障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

の一層
いっそう

の取組
とりくみ

が期待
き た い

されています。 

こうした障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

の動向
どうこう

と、前計画
ぜんけいかく

の取組
とりくみ

の成果
せ い か

を踏
ふ

まえながら、令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

以降
い こ う

の

本市
ほ ん し

の障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

を総合的
そうごうてき

に推進
すいしん

していくための指針
し し ん

となる新
あら

たな「第
だい

4次
じ

会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

計
けい

画
かく

」及
およ

び「第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

」「第
だい

３期障
きしょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を策定
さくてい

します。 

 

第
だい

２ 計画
けいかく

の性格
せいかく

と位置
い ち

づけ                                      

「第
だい

４次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

」は、本市
ほ ん し

のまちづくりの目標
もくひょう

を示
しめ

す最上
さいじょう

位
い

計画
けいかく

である「会津若松
あいづわかまつ

市
し

第
だい

７次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

」のもと「地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」「高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」などとの関連
かんれん

計画
けいかく

との整合
せいごう

を図
はか

りながら、障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、お互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

い、

人
ひと

として尊厳
そんげん

が守
まも

られ、共
とも

に生
い

きることができるまちを築
きず

くための基本的
き ほ ん て き

な指針
し し ん

を定
さだ

めます。 

「第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

」は、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で暮
く

らしていくうえで基礎
き そ

となる福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の各種
かくしゅ

事業
じぎょう

について目標値
もくひょうち

などを定
さだ

め、その着実
ちゃくじつ

な実施
じ っ し

を図
はか

ります。 

「第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」は、障
しょう

がい児
じ

の健
すこ

やかな育成
いくせい

のための各種
かくしゅ

事業
じぎょう

について

目標値
もくひょうち

などを定
さだ

め、支援
し え ん

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な整備
せ い び

を図
はか

ります。 

なお、これらの計画
けいかく

は、SDGｓの 17の目標
もくひょう

のうち、次
つぎ

の目標
もくひょう

達成
たっせい

に寄与
き よ

するものです。 
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第
だい

３ 計画
けいかく

の期間
き か ん

                                              

「障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

」は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

に基
もと

づき障
しょう

がいのある人
ひと

が暮
く

らしやすくなるための

施策
し さ く

に関
かん

する基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

を定
さだ

める中長期
ちゅうちょうき

の計画
けいかく

であり、令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

に終了
しゅうりょう

することから、

本計画
ほんけいかく

は令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

までの６年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
き か ん

とします。また、「障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

」及
およ

び「障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」は、「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

及
およ

び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

等
とう

の円滑
えんかつ

な

実施
じ っ し

を確保
か く ほ

するための基本的
き ほ ん て き

な指針
し し ん

」（以下
い か

「国
くに

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

」という）で各自治体
か く じ ち た い

の状況
じょうきょう

に応
おう

じ柔軟
じゅうなん

な設定
せってい

が可能
か の う

であるとされたことを踏
ふ

まえ、障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

との整合性
せいごうせい

のもと一体的
いったいてき

な

取組
とりくみ

を進
すす

めるために６年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
き か ん

とします。 

 なお、いずれの計画
けいかく

も国
くに

の施策
し さ く

動向
どうこう

に的確
てきかく

に対応
たいおう

するため、必要
ひつよう

に応
おう

じて見直
み な お

しを行
おこな

いま

す。  

 

令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

9年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１０年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

      

     

 

 

     

 

 

 

 

 

第
だい

4次
じ

 会津若松市
あいづわか まつ し

障
しょう

がい者
しゃ

計
けい

画
かく

 

第
だい

 ７ 期
き

 障
しょう

 が い 福
ふく

 祉
し

 計
けい

 画
かく

 

市
し

第
だい

７次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

 地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・ 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て 

支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

健康
けんこう

わかまつ21計画
けいかく

   

ユニバーサルデザイン

推進
すいしん

プラン 

地域
ち い き

防災
ぼうさい

計画
けいかく

 など 

連
携

れ
ん
け
い 

第
だい

４次
じ

会津若松市
あいづわか まつ し

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

 

（根拠
こんきょ

法令
ほうれい

：障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

） 

第
だい

 3 期
き

 障
しょう

 が い 児
じ

 福
ふく

 祉
し

 計
けい

 画
かく

 

第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

(根拠
こんきょ

法令
ほうれい

：児童
じ ど う

福祉法
ふ く しほ う

） 

第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

(根拠
こんきょ

法令
ほうれい

：障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほう

） 
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第
だい

４ 基本
き ほ ん

理念
り ね ん

                                              

  

 

 

 

障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、すべての人
ひと

が社会
しゃかい

の一員
いちいん

であることを認
みと

め合
あ

い、支
ささ

え合
あ

える

社会
しゃかい

である「共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

にうたわれている普遍的
ふへんて き

な理念
り ね ん

であり、市
し

第
だい

７次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

でも本市
ほ ん し

が目指
め ざ

す姿
すがた

として掲
かか

げています。  

第
だい

４次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

においては、市
し

第
だい

７次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

のもと、前計画
ぜんけいかく

の理念
り ね ん

を継承
けいしょう

し「共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」を基本
き ほ ん

理念
り ね ん

とします。 

 

第
だい

５ 基本
き ほ ん

目標
もくひょう

                                            

 

 

  

  

   

 

 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

である「共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」を達成
たっせい

するために、４つの基本
き ほ ん

目標
もくひょう

を定
さだ

めます。 

特
と く

に合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

は、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

により令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

から事
じ

業者
ぎょうしゃ

に

も義務化
ぎ む か

され、障
しょう

がいのある人
ひと

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

のさまざまな場面
ば め ん

において対応
たいおう

が

求
もと

められます。 

本市
ほ ん し

では、令和
れ い わ

５年
ねん

３月
がつ

に「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

及
およ

びコミュニケーション手段
しゅだん

に関
かん

する

条例
じょうれい

」を制定
せいてい

しました。条例
じょうれい

では、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケーション手段
しゅだん

への理解
り か い

や

環境
かんきょう

づくりを進
すす

めることで、誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らすことができる共生
きょうせい

社会
しゃかい

をめざしています。 

合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

とライフステージに応
おう

じた支援
し え ん

のもと、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたコミュニケ

ーションと地域
ち い き

の理解
り か い

により、障
しょう

がいのある人
ひと

一人
ひ と り

ひとりが自
みずか

らの生
い

き方
かた

を自
みずか

ら選択
せんたく

し、

地域
ち い き

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、自分
じ ぶ ん

らしく、安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができる会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

を目指
め ざ

します。 

  

 

 

 

「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、お互
たが

いに人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

い、 

人
ひと

としての尊厳
そんげん

が守
まも

られ、共
とも

に生
い

きることのできる地域
ち い き

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」 

地域
ち い き

全体
ぜんたい

で合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

むまち 

ライフステージに応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が受
う

けられるまち 

自
みずか

らの生
い

き方
かた

を主体的
しゅたいてき

に選択
せんたく

し、自己
じ こ

実現
じつげん

ができるまち  

誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らすことができるまち 
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第
だい

６ 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

                                               

  第
だい

４次
じ

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

では、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の達成
たっせい

のため、次
つぎ

の６つの基本
き ほ ん

方針
ほうしん

を定
さだ

めます。 

 

１ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

 

障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

では、障
しょう

がいのある人
ひと

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

の制限
せいげん

・制約
せいやく

は、障
しょう

がいのある人
ひと

個人
こ じ ん

によるものではなく、社会
しゃかい

の側
がわ

の環境
かんきょう

に問題
もんだい

があるという考
かんが

え方
かた

が示
しめ

されています。

共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

していくためには、社会
しゃかい

に存在
そんざい

する障壁
しょうへき

（バリア）を解消
かいしょう

していくことが

必要
ひつよう

です。 

   改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

では、事
じ

業者
ぎょうしゃ

による障
しょう

がいのある人
ひと

への合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

が義務化
ぎ む か

されます。障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

のため、障
しょう

がい理解
り か い

の啓発
けいはつ

により虐待
ぎゃくたい

や差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に取
と

り組
く

むとともに、ソフト・ハード両面
りょうめん

でのユニバーサルデザインの推進
すいしん

を通
とお

して、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で障
しょう

がいに応
おう

じた合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

が実践
じっせん

されるよう、市民
し み ん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

と

協働
きょうどう

で取
と

り組
く

んでいきます。 

 

２ 地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

える関係
かんけい

づくり 

東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

以降
い こ う

も、令和
れ い わ

元年
がんねん

東日本
ひがしにほん

台風
たいふう

による被害
ひ が い

など様々
さまざま

な自然
し ぜ ん

災害
さいがい

が発生
はっせい

して

おり、自然
し ぜ ん

災害
さいがい

に備
そな

えて地域
ち い き

による支
ささ

え合
あ

いやつながりの重要性
じゅうようせい

が増
ま

しています。日頃
ひ ご ろ

か

ら、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において人
ひと

と人
ひと

とのつながりや絆
きずな

を築
きず

いていくことが必要
ひつよう

です。気軽
き が る

に声
こえ

を掛
か

け合
あ

える地域
ち い き

づくり、支
ささ

え合
あ

える関係
かんけい

づくりに取
と

り組
く

んでいきます。 

 

３ 自己
じ こ

実現
じつげん

を可能
か の う

とする活動
かつどう

の推進
すいしん

 

    地域
ち い き

で生
い

き生
い

きと心
こころ

豊
ゆた

かに暮
く

らしていくためには、スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

など余暇
よ か

時間
じ か ん

の充実
じゅうじつ

が大切
たいせつ

です。障
しょう

がいのある人
ひと

がそれらの活動
かつどう

に主体的
しゅたいてき

に参加
さ ん か

し他
た

者
しゃ

との

交流
こうりゅう

を楽
たの

しみ、生活
せいかつ

の質
しつ

を高
たか

めていくことで、自分
じ ぶ ん

らしく生活
せいかつ

することのできる支援
し え ん

体制
たいせい

づくりに取
と

り組
く

んでいきます。 

 

４ 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

 

人々
ひとびと

の多
おお

くが働
はたら

くことで、生活
せいかつ

の糧
かて

を得
え

るだけでなく、生
い

きがいを感
かん

じ、社会
しゃかい

に貢献
こうけん

し

ています。しかし、働
はたら

く意欲
い よ く

、能力
のうりょく

などがあっても、機会
き か い

が得
え

られずに、働
はたら

くことができな

い障
しょう

がいのある人
ひと

がいます。企業
きぎょう

などに対
たい

して障
しょう

がい者理解
り か い

を促進
そくしん

することで、障
しょう

がい

があっても、働
はたら

く意欲
い よ く

、個性
こ せ い

及
およ

び能力
のうりょく

を活
い

かし、安心
あんしん

して働
はたら

き続
つづ

けることができる環境
かんきょう

づくりに取
と

り組
く

んでいきます。 
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  ５ 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある子
こ

どもの健
すこ

やかな成長
せいちょう

のためには、障
しょう

がいの状況
じょうきょう

や年齢
ねんれい

などに対応
たいおう

し

たきめ細
こま

かな療育
りょういく

や教育
きょういく

が受
う

けられることが必要
ひつよう

であり、家族
か ぞ く

への支援
し え ん

も併
あわ

せて行
おこな

うこ

とが重要
じゅうよう

です。 

障
しょう

がいのある子
こ

どもが同年代
どうねんだい

の障
しょう

がいのない子
こ

どもと等
ひと

しく地域
ち い き

の中
なか

で学
まな

び、遊
あそ

びや

余暇
よ か

を楽
たの

しみながら成長
せいちょう

する権利
け ん り

を保障
ほしょう

するため、障
しょう

がいのある子
こ

どもたち一人
ひ と り

ひとり

に寄
よ

り添
そ

ったきめ細
こま

かな支援
し え ん

や育成
いくせい

環境
かんきょう

の整備
せ い び

など、子育
こ そ だ

て支援
し え ん

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

んで

いきます。 

 

  ６ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

    障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

での生活
せいかつ

を選択
せんたく

して、安心
あんしん

して暮
く

らし続
つづ

けるためには、地域
ち い き

社会
しゃかい

における支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

していくことが重要
じゅうよう

です。 

特
と く

に、障
しょう

がいのある人
ひと

が自
みずか

らの意思
い し

で自己
じ こ

決定
けってい

し、生
い

き方
かた

を選択
せんたく

していくためには、

地域
ち い き

において早期
そ う き

の課題
か だ い

把握
は あ く

と、個々
こ こ

に応
おう

じた相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

また、障
しょう

がいの重度化
じ ゅ う ど か

や親
おや

亡
な

き後
あと

の支援
し え ん

など多様化
た よ う か

する課題
か だ い

に対応
たいおう

するため、支援
し え ん

す

る側
がわ

が横断的
おうだんてき

な連携
れんけい

を図
はか

りながら、地域
ち い き

生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

となる保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

んでいきます。 

 

第
だい

７ 市民
し み ん

協働
きょうどう

での仕組
し く

みづくり                                 

計画
けいかく

の基本
き ほ ん

理念
り ね ん

である「共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

」には、市民
し み ん

協働
きょうどう

の取組
とりくみ

が必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

です。 

そのため、保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、雇用
こ よ う

、労働
ろうどう

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

、団体
だんたい

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

などで

構成
こうせい

する「地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

」の場
ば

で意見
い け ん

交換
こうかん

を行
おこな

いながら、障
しょう

がいのある人
ひと

が住
す

みよ

いまちづくりを目指
め ざ

して、次
つぎ

の 6つの仕組
し く

みづくりに取
と

り組
く

んでいきます。 

 

１ 障
しょう

がい理解
り か い

の仕組
し く

みづくり 

   障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくためには、地域
ち い き

の様々
さまざま

な場面
ば め ん

において

合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

が推進
すいしん

されていくことが必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

です。すべての市民
し み ん

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

に障
しょう

がい

や障
しょう

がいのある人
ひと

への正
ただ

しい理解
り か い

が広
ひろ

がるための仕組
し く

みをつくっていきます。 

 

２ 地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

う仕組
し く

みづくり 

 地域
ち い き

で暮
く

らす障
しょう

がいのある人
ひと

の多
おお

くが、災害
さいがい

への備
そな

えなどに様々
さまざま

な不安
ふ あ ん

を抱
かか

えていま

す。障
しょう

がいのある人
ひと

と地域
ち い き

住民
じゅうみん

の顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

づくりや、日頃
ひ ご ろ

からの見守
み ま も

りや支
ささ

え合
あ

いが行
おこな

われるための仕組
し く

みをつくっていきます。 
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３ 活動
かつどう

支援
し え ん

の仕組
し く

みづくり 

障
しょう

がいのある人
ひと

が気軽
き が る

にまちに出
で

かけ、スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

、余暇
よ か

活動
かつどう

などに参加
さ ん か

し、

自分
じ ぶ ん

らしく生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

な支援
し え ん

体制
たいせい

の仕組
し く

みをつくっていきます。 

 

４ 就労
しゅうろう

に向
む

けた仕組
し く

みづくり 

 就労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する障
しょう

がいのある人
ひと

が、その能力
のうりょく

に応
おう

じて働
はたら

く場
ば

や機会
き か い

を得
え

られ、安心
あんしん

し

て働
はたら

き続
つづ

けることができるための支援
し え ん

の仕組
し く

みをつくっていきます。 

 

５ 成長
せいちょう

過程
か て い

に応
おう

じた一貫
いっかん

した支援
し え ん

の仕組
し く

みづくり 

    障
しょう

がいのある子
こ

どもが、健
すこ

やかに成長
せいちょう

していくことができるよう、乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

から就学
しゅうがく

、

卒業後
そつぎょうご

まで、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

の仕組
し く

みをつくっていきます。 

 

 ６ 横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

の仕組
し く

みづくり 

    障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

のなかで暮
く

らし続
つづ

けることができるよう、福祉
ふ く し

、保健
ほ け ん

、医療
いりょう

等
とう

の

関係
かんけい

機関
き か ん

が課題
か だ い

を共有
きょうゆう

しながら連携
れんけい

し、地域
ち い き

での相談
そうだん

体制
たいせい

など障
しょう

がいのある人
ひと

を支援
し え ん

していくための仕組
し く

みをつくっていきます。 

 

 

 

 

     

 

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

 

横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

の

仕
し

組
く

みづくり 

就労
しゅうろう

に 向
む

け た

仕組
し く

みづくり 

成長
せいちょう

過程
か て い

に 応
おう

じ

た一貫
いっかん

した支援
し え ん

の

仕組
し く

みづくり 

活動
かつどう

支援
し え ん

の 

仕組
し く

みづくり 

地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

う

仕組
し く

みづくり 

障
しょう

がい理解
り か い

の

仕組
し く

みづくり 
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 第
だい

８ 計画
けいかく

の推進
すいしん

体制
たいせい

及
およ

び評価
ひょうか

・見直
み な お

し                             

１ 庁内
ちょうない

の推進
すいしん

体制
たいせい

 

○本
ほん

計画
けいかく

は、障
しょう

がいのある人
ひと

のライフステージ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かか

わる幅広
はばひろ

い分野
ぶ ん や

に及
およ

んでいます。庁内
ちょうない

部署
ぶ し ょ

において連携
れんけい

を図
はか

りながら、計画
けいかく

に基
もと

づく施策
し さ く

の総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

に取
と

り組
く

んでいきます。 

○特
と く

に、災害
さいがい

対策
たいさく

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

など関係
かんけい

課
か

との連携
れんけい

した対
たい

応
おう

や包括的
ほうかつてき

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

体制
たいせい

の

構築
こうちく

等
とう

について、緊密
きんみつ

な連携
れんけい

のもと進
すす

めていきます。 

○庁内
ちょうない

における計画
けいかく

の推進
すいしん

については、関係
かんけい

課長
かちょう

により構成
こうせい

する「障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・障
しょう

が

い福祉
ふ く し

計画
けいかく

・障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

庁内
ちょうない

連絡
れんらく

調整
ちょうせい

会議
か い ぎ

」において進行
しんこう

管理
か ん り

を行
おこな

います。 

 

２ 庁外
ちょうがい

との協働
きょうどう

、連携
れんけい

体制
たいせい

 

○保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、雇用
こ よ う

、労働
ろうどう

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

、団体
だんたい

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

などで構成
こうせい

する

「地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

」による進行
しんこう

管理
か ん り

と、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

で構成
こうせい

する

「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サ－ビス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

」では、その活動
かつどう

などを通
とお

して連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

り、計画
けいかく

に基
もと

づく施策
し さ く

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

みます。 

○計画
けいかく

推進
すいしん

の柱
はしら

となる６つの仕組
し く

みづくりについては、市民
し み ん

参加
さ ん か

・協働
きょうどう

のもとで地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の専門
せんもん

部会
ぶ か い

が中心
ちゅうしん

となって検討
けんとう

し、その実現
じつげん

に向
む

けて取
と

り組
く

みます。 

  

  ３ 計画
けいかく

の評価
ひょうか

・見直
み な お

し  

   ○計画
けいかく

の推進
すいしん

にあたっては、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

において点検
てんけん

、評価
ひょうか

といった進行
しんこう

管理
か ん り

を行
おこな

います。進捗
しんちょく

状況
じょうきょう

の確認
かくにん

及
およ

び障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

や関連
かんれん

施策
し さ く

の動
どう

向
こう

も踏
ふ

まえながら

分析
ぶんせき

及
およ

び評価
ひょうか

を行
おこな

い、必要
ひつよう

に応
おう

じて計画
けいかく

の見直
み な お

しを行
おこな

います。 

     ○また、PDCA サイクルを用
もち

いて、「計画
けいかく

（Plan）」・「実行
じっこう

（Do）」・「評価
ひょうか

（Check）」・

「改善
かいぜん

（Act）」のプロセスを実施
じ っ し

します。 

 

 

 

 

 

計画
けいかく

（Ｐｌａｎ） 目標
もくひょう

を設定
せってい

し、目標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む

けた活動
かつどう

を立案
りつあん

する 

実行
じっこう

（Ｄｏ） 計画
けいかく

に基
もと

づき活動
かつどう

を実行
じっこう

する 

評価
ひょうか

（Ｃｈｅｃｋ） 活動
かつどう

を実施
じ っ し

した結果
け っ か

を把握
は あ く

・分析
ぶんせき

し、考察
こうさつ

する（学
まな

ぶ） 

改善
かいぜん

（Ａｃｔ） 考察
こうさつ

に基
もと

づき、計画
けいかく

の目標
もくひょう

、活動
かつどう

などを見直
み な お

しする 

Ｄｏ 

Ｐｌａｎ 

Ｃｈｅｃｋ 

Ａｃｔ 
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第だ
い

９
　
【
施
策

し
さ
く

体
系

た
い
け
い

と
仕し

組く

み
づ
く
り
】

  
障し
ょ
う が
い
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
等と
う

の
種
類

し
ゅ
る
い

ご
と
の
内
容

な
い
よ
う

や
見
込

み
こ

み
量
等

り
ょ
う
と
う

は
、

  
障し
ょ
う が
い
福
祉
計
画

ふ
く
し
け
い
か
く

及お
よ

び
障し
ょ
う が
い
児じ

福
祉
計
画

ふ
く
し
け
い
か
く

で
設
定

せ
っ
て
い

障し
ょ
う が
い
児じ

福
祉

ふ
く
し

計
画

け
い
か
く

障し
ょ
う が
い
児じ

通
所

つ
う
し
ょ

支
援

し
え
ん

等と
う

・相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

精
神

せ
い
し
ん

保
健

ほ
け
ん

福
祉

ふ
く
し

に
関か
ん

す
る
支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

障し
ょ
う が
い
福
祉

ふ
く
し

計
画

け
い
か
く

障し
ょ
う が
い
福
祉

ふ
く
し

サ
ー
ビ
ス
・相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し
え
ん

地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
第だ
い

5
節せ
つ

）

　
障し
ょ
う が
い
の
あ
る
子こ

ど
も

　
へ
の
支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

育
成

い
く
せ
い

環
境

か
ん
き
ょ
う

障し
ょ
う が
い
の
あ
る
子こ

ど
も
の
成
長

せ
い
ち
ょ
う に
応お
う

じ
た

支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

成
長
過
程

せ
い
ち
ょ
う
か
て
い

に
応お
う

じ
た

一
貫

い
っ
か
ん

し
た
支
援

し
え
ん

の

仕
組

し
く

み
づ
く
り

子
育

こ
そ
だ

て
支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

（
第だ
い

6
節せ
つ

）

　
地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

の

基
盤

き
ば
ん

づ
く
り

横
断

お
う
だ
ん

的て
き

な
支
援

し
え
ん

の

仕
組

し
く

み
づ
く
り

地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

を
支さ
さ

え
る
支
援

し
え
ん

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

（
第だ
い

3
節せ
つ

）

　
自
己

じ
こ

実
現

じ
つ
げ
ん

を
可
能

か
の
う

と

　
す
る
活
動

か
つ
ど
う

の
推
進

す
い
し
ん

ス
ポ
ー
ツ
・文
化

ぶ
ん
か

芸
術

げ
い
じ
ゅ
つ ・

余
暇

よ
か

活
動

か
つ
ど
う

等と
う

ス
ポ
ー
ツ
・文
化

ぶ
ん
か

芸
術

げ
い
じ
ゅ
つ ・余
暇

よ
か

活
動

か
つ
ど
う

の
推
進

す
い
し
ん

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

の

仕
組

し
く

み
づ
く
り

参
加

さ
ん
か

支
援

し
え
ん

体
制

た
い
せ
い

の
整
備

せ
い
び

（
第だ
い

4
節せ
つ

）

　
雇
用

こ
よ
う

・就
業

し
ゅ
う
ぎ
ょ
う の
促
進

そ
く
し
ん

雇
用

こ
よ
う

・就
業

し
ゅ
う
ぎ
ょ
う

働は
た
ら く
・働は

た
ら き
た
い
障し
ょ
う が
い
者し
ゃ

の
支
援

し
え
ん

就
労

し
ゅ
う
ろ
う に
向む

け
た

仕
組

し
く

み
づ
く
り

障し
ょ
う が
い
者し
ゃ

を
支さ
さ

え
る
企
業

き
ぎ
ょ
う

等と
う

の
支
援

し
え
ん

地
域

ち
い
き

で
支さ
さ

え
合あ

う

仕
組

し
く

み
づ
く
り

地
域

ち
い
き

に
お
け
る
支さ
さ

え
合あ

い
の
構
築

こ
う
ち
く

災
害

さ
い
が
い

対
策

た
い
さ
く

避
難

ひ
な
ん

支
援

し
え
ん

体
制

た
い
せ
い

の
構
築

こ
う
ち
く

雪
害

せ
つ
が
い

対
策

た
い
さ
く

の
充
実

じ
ゅ
う
じ
つ

人
権

じ
ん
け
ん

擁
護

よ
う
ご

の
推
進

す
い
し
ん

生
活

せ
い
か
つ

環
境

か
ん
き
ょ
う

誰だ
れ

も
が
使つ
か

い
や
す
い
生
活

せ
い
か
つ

環
境

か
ん
き
ょ
う の
整
備

せ
い
び

情
報

じ
ょ
う
ほ
う ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

こ
う
じ
ょ
う

基
本

き
ほ
ん

理
念

り
ね
ん

　
障し
ょ
う が
い
の
あ
る
人ひ
と

も
な
い
人ひ
と

も
、
お
互た
が

い
に
人
格

じ
ん
か
く

と
個
性

こ
せ
い

を
尊
重

そ
ん
ち
ょ
う

し
合あ

い
、
人ひ
と

と
し
て
の
尊
厳

そ
ん
げ
ん

が
守ま
も

ら
れ
、
共と
も

に
生い

き
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

ち
い
き
し
ゃ
か
い

の
実
現

じ
つ
げ
ん

◆ 地 域
ち い き

自 立
じ り つ

支 援
し え ん

協 議 会

き ょ う ぎ か い

を 中 心

ち ゅ う し ん

と し た 市 民
し み ん

協 働

き ょ う ど う

の 取
と り

組
ぐ み

基
本
目
標

き
ほ
ん
も
く
ひ
ょ
う

基
本

き
ほ
ん

方
針

ほ
う
し
ん

分
野

ぶ
ん
や

基
本

き
ほ
ん

施
策

し
さ
く

市
民

し
み
ん

協
働

き
ょ
う
ど
う で
の

仕
組

し
く

み
づ
く
り

　
地
域

ち
い
き

全
体

ぜ
ん
た
い

で
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
推
進

す
い
し
ん

に
取と

り
組く

む
ま
ち

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応お
う

じ
た

適
切

て
き
せ
つ

な
支
援

し
え
ん

が
受う

け
ら
れ
る

ま
ち

　
自み
ず
か ら
の
生い

き
方か
た

を
主
体
的

し
ゅ
た
い
て
き

に

選
択

せ
ん
た
く

し
、
自
己

じ
こ

実
現

じ
つ
げ
ん

が
で
き
る

ま
ち

　
誰だ
れ

も
が
安
心

あ
ん
し
ん

し
て
暮く

ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち

（
第だ
い

1
節せ
つ

）

　
合
理
的

ご
う
り
て
き

配
慮

は
い
り
ょ

の
推
進

す
い
し
ん

啓
発

け
い
は
つ

・権
利

け
ん
り

擁
護

よ
う
ご

障し
ょ
う が
い
・障し

ょ
う が
い
者し
ゃ

理
解

り
か
い

の
推
進

す
い
し
ん

障し
ょ
う が
い
理
解

り
か
い

の

仕
組

し
く

み
づ
く
り

（
第だ
い

2
節せ
つ

）

　
地
域

ち
い
き

で
支さ
さ

え
合あ

え
る

　
関
係

か
ん
け
い

づ
く
り

地
域

ち
い
き

と
の
関か
か

わ
り

地
域

ち
い
き

交
流

こ
う
り
ゅ
う の
推
進

す
い
し
ん

連
携

れ
ん
け
い

-8-



 

 

第 2節
だ い   せ つ

 障
しょう

がいのある人
ひと

を取り巻く
と  ま  

現状
げんじょう

              

第
だい

１ 障
しょう

がいのある 人
ひと

の 状 況
じょうきょう

                                     

本市
ほ ん し

の障
しょう

がい者
しゃ

手帳
てちょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

は、令和
れ い わ

５年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

で身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

が 5,683

人
にん

、療育
りょういく

手帳
てちょう

1,084人
にん

、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

1,217人
にん

、合計
ごうけい

7,984 人
にん

と 、平成
へいせい

30 年と

比較
ひ か く

し 1,518人
にん

（ △ 16.0 ％ ）減少
げんしょう

しています。本市
ほ ん し

の人口
じんこう

減少
げんしょう

に伴
ともな

い、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の減少
げんしょう

していることが主
おも

な要因
よういん

ですが、一方
いっぽう

で、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

は、年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しています。

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年
増減率％
Ｒ5/Ｈ30

身体障害者手帳 7,590 7,583 6,827 5,999 5,829 5,683 △ 25.1

療育手帳 992 1,018 1,036 1,063 1,092 1,084 9.3

精神保健福祉手帳 920 995 1,015 1,043 1,134 1,217 32.3

合計 9,502 9,596 8,878 8,105 8,055 7,984 △ 16.0

本市人口 121,068 119,876 118,643 116,450 114,980 113,007 △ 6.7

人口に占める割合 7.8% 8.0% 7.5% 7.0% 7.0% 7.1%

※異なる種別の複数の手帳を所持している人については、重複しています。

各種障がい者手帳の所持者の状況　　　　　　　　　（単位：人、各年4月1日現在)

7,590

7,583

6,827

5,999

5,829

5,683

992

1,018

1,036

1,063

1,092

1,084

920

995

1,015

1,043

1,134

1,217

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

各種障がい者手帳の所持者の状況

身体障害者手帳 療育手帳 精神保健福祉手帳
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年代
ねんだい

別
べつ

の６年間
ねんかん

の身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

の状況
じょうきょう

は、全て
すべ   

の各年代
かくねんだい

において 、毎年
まいとし

 

減少
げんしょう

しています。令和
れ い わ

５年
ねん

４月
がつ

１ 日
にち

現在
げんざい

65 歳
さい

以上
いじょう

の手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

が全体
ぜんたい

の 79.0 ％と

高齢化
こ う れ い か

の傾向
け い こ う

が継続
け い ぞ く

しています。障
しょう

がいの等
と う

級別
きゅうべつ

では、各等級
かくとうきゅう

全
すべ

てにおいて 、毎年
ま い と し

減少
げんしょう

しています。 また 、 １級
きゅう

及
お よ

び２級
きゅう

の重
じゅう

度
ど

身
し ん

体
た い

障
しょう

がい者
し ゃ

の占
し

める割合
わ り あ い

は、 42 ％～ 45 ％

で推移
す い い

しています。  

67

62

65

60

60

57

1289

1,247

1,208

1,143

1,174

1,139

6,234

6,274

5,554

4,796

4,595

4,487

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

身体障害者手帳の所持者の状況

１８歳未満 １８歳以上

６５歳未満

６５歳以上

 

 

１  身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の推移
す い い
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平成
へいせい

30年
ねん

令和
れいわ

元年
がんねん

令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年
ねん

令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん

率
りつ

％

Ｒ５/Ｈ30

１級
きゅう

2,295 2,283 2,094 1,875 1,824 1,801 △ 21.5

２級
きゅう

926 930 856 769 736 730 △ 21.2

３級
きゅう

1,453 1,475 1,319 1,170 1,130 1,080 △ 25.7

４級
きゅう

1,926 1,904 1,703 1,455 1,429 1,392 △ 27.7

５級
きゅう

476 469 396 345 332 312 △ 34.5

６級
きゅう

514 522 459 385 378 368 △ 28.4

合計
ごうけい

7,590 7,583 6,827 5,999 5,829 5,683 △ 25.1

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の状況
じょうきょう

（等級
とうきゅう

別
べつ

） （単位
たんい

:人
にん

　各年度
かくねんど

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

）

2,295

2,283

2,094

1,875

1,824

1,801

926

930

856

769

736

730

1,453

1,475

1,319

1,170

1,130

1,080

1,926

1,904

1,703

1,455

1,429

1,392

476

469

396

345

332

312

514

522

459

385

378

368

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

身体障害者手帳所持者の状況（等級別）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
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  療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

は、 ６年間
ねんかん

で 92 人
にん

（ 9.3％ ）増加
ぞ う か

しています。療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

の

全て
すべ   

の各年代
かくねんだい

において増加
ぞ う か

しています。主
おも

な特徴
とくちょう

として 、年代
ねんだい

別
べつ

では、 18 歳
さい

未満
み ま ん

の

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

が、 30 人
にん

（ 14.6 ％ ）増加
ぞ う か

しており 、 障
しょう 

がいの程度
て い ど

別
べつ

では、 障
しょう

がい

程度
て い ど

Ａ （重度
じゅうど

） 51 人
にん

（ 15.8 ％ ） の増加
ぞ う か

が挙
あ

げられます。  

平成
へいせい

30年
ねん

令和
れいわ

元
がん

年 令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年 令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん
率
りつ

％

Ｒ５/Ｈ30

１８歳
さい

未満
みまん

205 201 206 212 219 235 14.6

１８歳
さい

以上
いじょう

６５歳
さい

未満
みまん

681 708 716 729 748 731 7.3

６５歳
さい

以上
いじょう

106 109 114 122 125 118 11.3

合計
ごうけい

992 1,018 1,036 1,063 1,092 1,084 9.3

療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の状況
じょうきょう

（年代
ねんだい

別
べつ

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位
たんい

：人
にん

、各
かく

年
とし

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

)

205

201

206

212

219

235

681

708

716

729

748

731

106

109

114

122

125

118

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

療育手帳の所持者の状況

１８歳未満 １８歳以上６５歳未満 ６５歳以上

 

 

 

 

 

２  知的
ち て き

障
しょう

がい者
しゃ

の推移
す い い
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平成
へいせい

30年
ねん

令和
れいわ

元
がんねん

年 令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ　ねん

３年 令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん
率
りつ

％

Ｒ５/Ｈ30

A(重度
じゅうど

） 323 331 336 343 346 374 15.8

Ｂ（中
ちゅう

、軽度
けいど

） 669 687 700 720 746 710 6.1

合計
ごうけい

992 1,018 1,036 1,063 1,092 1,084 9.3

療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の状況
じょうきょう

（程度
ていど

別
べつ

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位
たんい

：人
にん

、各
かく

年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

)

323

331

336

343

346

374

669

687

700

720

746

710

1平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

療育手帳の所持者の状況

A(重度） Ｂ（中、軽度）
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精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

は、 ６年間
ねんかん

で 297 人
にん

（ 32.3 ％ ）、 自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（ 精神
せいしん

通院
つういん

） 受給者数
じゅきゅうしゃすう

は、 232 人
にん

（ 12.3 ％ ）増加
ぞ う か

しています。主
おも

な特徴
とくちょう

として 、

年代
ねんだい

別
べつ

では、 １ ８歳
さい

未満
み ま ん

の手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

が８人
にん

（ ７ 2.7％ ）増加
ぞ う か

しており 、等
とう

級別
きゅうべつ

で

は、 ３ 級
きゅう

の手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

１ ８ ２人
にん

（ 48.1
１

％ ） の増加
ぞ う か

が挙
あ

げられます。  

 

平成
へいせい

３０年
ねん

令和
れいわ

元年
がんねん

令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年
ねん

令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん

率
りつ

％

Ｒ５/Ｈ30

18歳
さい

未満
みまん

11 8 16 18 18 19 72.7

１８～６４歳
さい

728 793 805 840 912 963 32.3

６５歳
さい

以上
いじょう

181 194 194 185 204 235 29.8

合計 920 995 1015 1043 1134 1217 32.3

（単位
たんい

:人
にん

　各
かく

年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

）精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

交付
こうふ

状況
じょうきょう

（年代
ねんだい

別
べつ

）

11

8

16

18

18

19

728

793

805

840

912

963

181

194

194

185

204

235

平成３０年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

精神保健福祉手帳交付者数の推移

18歳未満 １８～６４歳 ６５歳以上

 

 

 

 

 

 

 

３ 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の推移
す い い
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平成
へいせい

３０年
ねん

令和
れいわ

元年
がんねん

令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年
ねん

令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん

率
りつ

％

H30/Ｒ５

1級
きゅう

80 80 66 69 71 76 △ 5.0

2級
きゅう

462 508 522 528 559 581 25.8

3級
きゅう

378 407 427 446 504 560 48.1

合計
ごうけい

920 995 1015 1043 1134 1217 32.3

（単位
たんい

:人
にん

　各
かく

年
ねん

4月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

）精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

交付
こうふ

状況
じょうきょう

80

80

66

69

71

76

462

508

522

528

559

581

378

407

427

446

504

560

平成３０年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

精神保健福祉手帳交付者数の推移

1級 2級 3級

 

 

 

 

 

 

 

平成
へいせい

３０年
ねん

令和
れいわ

元年
がんねん

令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年
ねん

令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減

ぞうげん

率
りつ

％

Ｒ5/H30

受給者
じゅきゅうしゃ

数
すう

1,890 2,019 2,041 1,942 1,980 2,122 12.3

自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通
つう

院
いん

）　受給
じゅきゅう

状況
じょうきょう

（単位
たんい

:人
にん

　各
かく

年
ねん

４月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

）
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平成
へいせい

25 年
ねん

から施行
し こ う

された障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

により 、障
しょう

がい者
し ゃ

の定義
て い ぎ

が見直
み な お

され、

国
くに

が指定
し て い

する難病
なんびょう

患者
か ん じ ゃ

も新
あら

たに障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの対象
たいしょう

となりました 。   

指定
し て い

難病
なんびょう

に関
かん

しては 、毎年
まいとし

指定
し て い

範囲
は ん い

が拡大
かくだい

しており 、令和
れ い わ

５年
ねん

の特定
とくてい

医療費
い り ょ う ひ

（ 指定
し て い

難病
なんびょう

） 医療
いりょう

受給者数
じゅきゅうしゃすう

は、 824 人
にん

でした 。  

平成
へいせい

30年
ねん

令和
れいわ

元年
がんねん

令和
れいわ

２年
ねん

令和
れいわ

３年
ねん

令和
れいわ

４年
ねん

令和
れいわ

５年
ねん 増減率

ぞうげんりつ

％

Ｒ５/H30

受給者
じゅきゅうしゃ

数
すう

762 751 789 876 790 824 8.1

特定
とくてい

医療
いりょう

費
ひ

（指定
してい

難病
なんびょう

）医療
いりょう

受給
じゅきゅう

者
しゃ

数
すう

の状況
じょうきょう

会津
あいづ

保健
ほけん

福祉
ふくし

事務
じ　む

所
しょ

調
しら

べ

（単位
たんい

:人
にん

　各年
かくとし

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

）

 

 

 

   会津若松
あいづわかまつ

管内
かんない

における障
しょう

がい者
し ゃ

雇用者数
こ よ う し ゃ す う

は、平成
へいせい

30 年
ねん

から令和
れ い わ

４年
ねん

までの５年間
ねんかん

で4.5人
にん

減少
げんしょう

しました 。一方
いっぽう

、令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

の実
じつ

雇用率
こ よ う り つ

は、 2.2％と 0.18 ポイント増
ぞう

加
か

し 、労働者数
ろうどうしゃすう

に占
し

める障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の割合
わりあい

は、着実
ちゃくじつ

に増加
ぞ う か

しております。 また 、

全国
ぜんこく

との比較
ひ か く

で 0.05 ポイント低
ひく

いものの、県
けん

との比較
ひ か く

で 0.01 ポイント上回
うわまわ

ってい

ます。  

 

 

平成30年 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
増減率％
Ｒ４/H30

企業数(件） 204 202 198 207 202 △ 1.0
障がい者雇用数（人） 620.5 621 596.5 628.0 616.0 △ 0.7
実雇用率（％） 2.02 2.16 2.08 2.19 2.20 8.9

企業数(件） 1,425 1,464 1,456 1,512 1,520 6.7
障がい者雇用数（人） 4949.5 5126 5170.5 5195.0 5264.5 6.4
実雇用率（％） 2.04 2.11 2.16 2.15 2.19 7.4

企業数(件） 204 202 198 207 202 △ 1.0
障がい者雇用数（人） 100586 101889 102698 106924.0 107691.0 7.1
実雇用率（％） 2.05 2.11 2.15 2.2 2.25 9.8

法定雇用率（％） 2.20 2.20 2.20 2.30 2.30 4.5

全国の状況

　

　

　

障がい者雇用の状況 （各年６月1日現在）

会津若松管内

福島県の状況

４  難病
なんびょう

患者
か ん じ ゃ

の推移
す い い

 

５  障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

の推移
す い い
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第
だい

２  国
く に

の 障
しょう

がい 者
し ゃ

政策
せ い さ く

の 動向
ど う こ う

                                   

 ≪障害者
し ょ う が い し ゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

の見直
み な お

し≫ 

平成
へいせい

25 年
ねん

４月
がつ

に施行
し こ う

された障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

は、地域
ち い き

社会
しゃかい

における共生
きょうせい

の実現
じつげん

に向
む

けて 、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の充実等
じゅうじつとう

障
しょう

がいのある人
ひと

の日常
に ち じ ょ う

生活
せ い か つ

及
お よ

び社会
し ゃ か い

生活
せ い か つ

を

総合的
そうごうてき

に支援
し え ん

することを目的
もくてき

に 、障
しょう

がいのある人
ひと

の範囲
は ん い

の見直
み な お

しや障害
し ょ うがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の 

創設
そ う せ つ

、障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
たい

する支援
し え ん

、サービス基盤
き ば ん

の計画的
けいかくてき

整備
せ い び

など障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

を講
こう

じています。 また 、障
しょう

がい者
し ゃ

等
と う

の地域
ち い き

生活
せいかつ

や就労
し ゅ う ろ う

の支援
し え ん

の強化
きょうか

等
とう

により 、

希望
き ぼ う

する生活
せいかつ

を実現
じつげん

するため、令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

からは改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

が施行
し こ う

予定
よ て い

となっています。  

【 改正
かいせい

の概要
がいよう

】  

 ・ 障
しょう

がい者
し ゃ

等
と う

の地域
ち い き

生活
せ い か つ

の支援
し え ん

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

 ・ 障
しょう

がい者
し ゃ

の多様
た よ う

な就労
しゅうろう

ニーズに対
たい

する支援
し え ん

及び
お よ び

障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

の質
しつ

の向上
こ う じ ょ う

の推進
す い し ん

 

 ・ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

についてのデータベースに関
かん

する規定
き て い

の整備
せ い び

 

≪障
しょう

がい者
し ゃ

制度
せ い ど

改革
か い か く

≫   

国
くに

では、平成
へいせい

26 年
ねん

に障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

の締結
ていけつ

をしました 。  

この条約
じ ょ う や く

は、締約
ていやく

国
こ く

に対
たい

し障
しょう

がいのある人
ひと

に健
けん

常者
じょうしゃ

と同等
どうとう

の権利
け ん り

を保障
ほしょう

し 、社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん

に必要
ひつよう

な措置
そ ち

を取
と

ることを求
もと

めており 、日本
に ほ ん

においては、国
こ く

内法
ないほう

が未整備
み せ い び

であったため、以下
い か

のとおり関係法
かんけいほう

の整備
せ い び

を進
すす

めてきた経過
け い か

にあります。  

さらに 、令和
れ い わ

４年
ねん

10 月
がつ

に障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

に関
かん

する委員会
いいんかい

の総括
そうかつ

所見
しょけん

の勧告
かんこく

を踏
ふ

まえ

た施策
し さ く

展開
てんかい

が求
もと

められています。  

【 主
おも

な法律
ほうりつ

の施行
し こ う

や改正
かいせい

】  

・ 平成
へいせい

23 年
ねん

７月
がつ

   障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

の改正
かいせい

 

・ 平成
へいせい

24 年
ねん

10 月
がつ

  障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防
ぼ う

止
し

法
ほ う

の施行
し こ う

 

・ 平成
へいせい

25 年
ねん

４月
がつ

   障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

の施行
し こ う

（ 翌年
よくねん

４月
がつ

に全施行
ぜ ん し こ う

）  

・ 平成
へいせい

28 年
ねん

４月
がつ

   障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の施行
し こ う

 

・ 平成
へいせい

28 年
ねん

５月
がつ

   成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

施行
し こ う

 

・ 平成
へいせい

30 年
ねん

4月
がつ

   改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

の施行
し こ う

 

・ 令和
れ い わ

４年
ねん

５月
がつ

    障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

アクセシビリティ ・ コミュニケーション 

施策
し さ く

推進法
すいしんほう

の施行
し こ う

 

・ 令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

    改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の施行
し こ う

 

（ 予定
よ て い

）       改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

の施行
し こ う

        

このような国
くに

の動向
どうこう

を踏
ふ

まえると 、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

する権利
け ん り

を保障
ほしょう

す

る更
さら

なる取
と

り組
く

みが市町村
しちょうそん

に求
もと

められています。障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で主体的
しゅたいてき

に

生活
せいかつ

できる地域
ち い き

社会
しゃかい

を構築
こうちく

するためには、行政
ぎょ うせい

だけではなく 、市民
し み ん

・ 事
じ

業者
ぎ ょ う し ゃ

の理解
り か い

と

協力
きょうりょく

による基盤
き ば ん

づく りが必要
ひ つ よ う

不可欠
ふ か け つ

です。  
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第
だ い

2章
し ょ う

 
 

 

第
だい

１節
せつ

 前障
ぜんしょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

の総括
そうかつ

 

第
だい

2節
せつ

 合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の推
すい

進
しん

 

第
だい

3節
せつ

 地
ち

域
いき

で支
ささ

え合
あ

える関
かん

係
けい

づくり 

第
だい

4節
せつ

 自己
じ こ

実現
じつげん

を可能
か の う

とする活動
かつどう

の推進
すいしん

 

第
だい

5節
せつ

 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

 

第
だい

6節
せつ

 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

 

第７節
だい  せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

 

    

障
し ょ う

がい者
し ゃ

計画
け い か く

 



 

 

第
だい

１節
せつ

 前障
ぜんしょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

の総括
そうかつ

                       

 

前障
ぜんしょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

では、基本
き ほ ん

理念
り ね ん

である共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けて、「地域
ち い き

全体
ぜんたい

で合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

むまち ライフステージに応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

が受
う

けられるまち 自
みずか

らの生
い

き方
かた

を主体的
しゅたいてき

に選択
せんたく

し、自己
じ こ

実現
じつげん

ができるまち」を基本
き ほ ん

目標
もくひょう

に、６つの基本
き ほ ん

方針
ほうしん

に沿
そ

った９つ

の分野
ぶ ん や

と６つの仕組
し く

みづくりに取
と

り組
く

みました。 

本節
ほんせつ

では、基本
き ほ ん

方針
ほうしん

及
およ

び分野
ぶ ん や

の総括
そうかつ

及
およ

び仕組
し く

みづくりごとに総括
そうかつ

します。 

 

第
だい

１ 基本
き ほ ん

方針
ほうしん

及
およ

び分野
ぶ ん や

の総括
そうかつ

                                  

１ 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

 

（１） 啓発
けいはつ

・権利
け ん り

擁護
よ う ご

  

障
しょう

がい理解
り か い

に関
かん

する啓発
けいはつ

については、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

だよりの発行
はっこう

や講演会
こうえんかい

及
およ

び

出前
で ま え

講座
こ う ざ

の開催
かいさい

、ヘルプマークの配布
は い ふ

及
およ

び広報
こうほう

などにより、障
しょう

がい理解
り か い

を深
ふか

める取組
とりくみ

を行
おこな

ってきました。 

また、虐待
ぎゃくたい

や差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

のため、高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

ネットワーク会議
か い ぎ

や障
しょう

がい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

において事例
じ れ い

の共有
きょうゆう

・検討
けんとう

を行
おこな

うとともに、地域
ち い き

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

・

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

ワークショップの開催
かいさい

などに取
と

り組
く

んできました。 

さらに、権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

のため、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

が必要
ひつよう

でも申
もう

し立
た

てる親族
しんぞく

がいな

い場合
ば あ い

の市長
しちょう

申
もう

し立
た

ての実施
じ っ し

や、成年
せいねん

後見人
こうけんじん

等
とう

に対
たい

する報酬
ほうしゅう

を支払
し は ら

うことが困難
こんなん

な方
かた

へ

の助成
じょせい

などの取組
とりくみ

を継続
けいぞく

しています。   

これらの取組
とりくみ

により、アンケート結果
け っ か

では差別
さ べ つ

を感
かん

じていると答
こた

えた人
ひと

の割合
わりあい

は平成
へいせい

29

年度
ね ん ど

の 30.8％から、令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

では 17.8％となり、13.0 ポイント改善
かいぜん

されましたが、依然
い ぜ ん

として高
たか

い割合
わりあい

となっています。また、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

についても、その内容
ないよう

を知
し

ってい

ると答
こた

えた人
ひと

の割合
わりあい

が 9.9％と非常
ひじょう

に低
ひく

い状況
じょうきょう

にあります。 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

については、制度
せ い ど

が複雑
ふくざつ

であることや成
な

り手
て

不足
ふ そ く

などの問題
もんだい

がありますが、

令和
れ い わ

４年
ねん

７月
がつ

に運用
うんよう

を開始
か い し

した「会津
あ い づ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

・成年
せいねん

後見
こうけん

センター」等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しな

がら、課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた取組
とりくみ

を実施
じ っ し

していきます。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

差別
さ べ つ

、偏見
へんけん

を感
かん

じている障
しょう

がいのある人
ひと

 
30.8％ 9.0％ 17.8％ 

   ※障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケートより 
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（２） 生活
せいかつ

環境
かんきょう

  

障
しょう

がいのある人
ひと

も気軽
き が る

に出
で

かけることができ、生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

をつくっていく

ために、会津若松市
あいづわかまつし

福祉
ふ く し

まっぷの活用
かつよう

について検討
けんとう

するとともに、市内
し な い

30か所
しょ

の公共
こうきょう

トイレのバリアフリー調査
ちょうさ

を行
おこな

い、改善
かいぜん

についての提言
ていげん

を行
おこな

いました。 

学校
がっこう

等
とう

の公共
こうきょう

施設
し せ つ

については、近年
きんねん

、バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮
はいりょ

した整備
せ い び

、改修
かいしゅう

により、障
しょう

がいのある人
ひと

にも活動
かつどう

しやすい環境
かんきょう

の整備
せ い び

が進
すす

んでいま

す。一方
い っ ぽ う

で、バリアフリーに未対応
み た い お う

の公共
こうきょう

施設
し せ つ

や民間
み ん か ん

施設
し せ つ

もあることから、障
しょう

がい

のある人
ひ と

も利用
り よ う

しやすい施設
し せ つ

となるよう、さらなる整備
せ い び

を進
すす

めていく必要
ひ つ よ う

がありま

す。 

情報
じょうほう

アクセシビリティについては、令和
れ い わ

５年
ねん

３月
がつ

に「会津若松市
あいづわかまつし

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

及
およ

びコ

ミュニケーション手段
しゅだん

に関
かん

する条例
じょうれい

」を制定
せいてい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

で

意思
い し

疎通
そ つ う

を円滑
えんかつ

にできるようＩＣＴ技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

発信
はっしん

、点字
て ん じ

や音声
おんせい

、手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

による情報
じょうほう

発信
はっしん

に取
と

り組
く

んできました。 

各施設
かくしせつ

や交通
こうつう

環境
かんきょう

等
とう

、まち全体
ぜんたい

の整備
せ い び

が進
すす

むことや必要
ひつよう

な情報
じょうほう

にアクセスし利用
り よ う

できることが「暮
く

らしやすいまち」に繋
つな

がるものと考えています。 

今後
こ ん ご

は、公共
こうきょう

施設
し せ つ

や公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

などのさらなるバリアフリー化
か

を推進
すいしん

するととも

に、ユニバーサルデザインの理念
り ね ん

の普及
ふきゅう

を図
はか

り、障
しょう

がいのある人
ひと

の現状
げんじょう

を踏
ふ

まえ、

気軽
き が る

に外出
がいしゅつ

するために必要
ひつよう

な支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させる取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

２９年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

 

歩道
ほ ど う

等
とう

のバリアフリー化
か

の

整備率
せいびりつ

（延長
えんちょう

ベース） 
59.5％ ６８.３％ 60.7％ 

※ひとにやさしい道
みち

づくり歩道
ほ ど う

整備
せ い び

事業
じぎょう

での歩道
ほ ど う

整備
せ い び

見込
み こ み

より 

 

２ 地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

える関係
かんけい

づくり 

（１） 地域
ち い き

との関
かか

わり  

障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

における見守
み ま も

りや行事
ぎょうじ

等
とう

に参加
さ ん か

しやすい環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

する

ため、出前
で ま え

講座
こ う ざ

や地域
ち い き

ケア会議
か い ぎ

等
とう

において、区長
くち ょう

等
とう

の地域
ち い き

住民
じゅうみん

に対
たい

する障
しょう

がい理解
り か い

の

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

みました。 

しかし、障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケートでは、むしろ近隣
きんりん

住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

がない障
しょう

がい

のある人
ひと

の割合
わりあい

が増
ふ

えており、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡
かく

大
だい

により、障
しょう

がいのある人
ひと

と

地域
ち い き

住民
じゅうみん

が交流
こうりゅう

する機会
き か い

がさらに減少
げんしょう

したことが要因
よういん

として考
かんが

えられます。 

今後
こ ん ご

は、障
しょう

がいのある人
ひと

と地域
ち い き

住民
じゅうみん

の交流
こうりゅう

を推進
すいしん

するために、地域
ち い き

住民
じゅうみん

の障
しょう

がい理解
り か い

の啓発
けいはつ

と双方
そうほう

の顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

づくりを行
おこな

う場
ば

を創出
そうしゅつ

する必要
ひつよう

があります。 
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項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

近隣
きんりん

住民
じゅうみん

と交流
こうりゅう

のない障
しょう

がいのある人
ひと

 
19.2％ 10.0％ 27.0％ 

※障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケートより 

 

（２） 災害
さいがい

対策
たいさく

  

災害
さいがい

時
じ

に支援
し え ん

が必要
ひつよう

とされる方のうち、個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

について同意
ど う い

を得
え

られた方
かた

の

名簿
め い ぼ

を作成
さくせい

し、区長
く ち ょ う

や民生
みんせい

委員
い い ん

等
と う

の地域
ち い き

の避難
ひ な ん

支援者
し え ん し ゃ

等
と う

に提
てい

供
きょう

することで、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で

の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

いました。 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

からは、個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

作成
さくせい

の同意
ど う い

を促
うなが

し、同意者
ど う い し ゃ

については、避難
ひ な ん

支援者
し え ん し ゃ

や

避難
ひ な ん

経路
け い ろ

の確認
かくにん

を行
おこな

い、避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に取
と

り組
く

みました。 

また、市
し

総合
そうごう

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

において、障
しょう

がいのある人
ひと

と支援者
し え ん し ゃ

が一緒
いっしょ

に避難
ひ な ん

するなどの福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

の開設
かいせつ

訓練
くんれん

を行
おこな

いました。その他
ほか

、サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

を活用
かつよう

し、

事業所
じぎょうしょ

ごとに作成
さくせい

する BCP（業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

）に関
かん

する研修会
けんしゅうかい

を開
かい

催
さい

しました。 

しかし、避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

支援
し え ん

プランの策定
さくてい

に着手
ちゃくしゅ

したのは６地区
ち く

であり、要因
よういん

としては

避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

制度
せ い ど

の周知
しゅうち

等
とう

が十分
じゅうぶん

でなかったことがあげられます。 

また、福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

については、設営
せつえい

・運営
うんえい

に関
かん

する協定
きょうてい

を複数
ふくすう

事業所
じぎょうしょ

と締結
ていけつ

し設置数
せ っ ち す う

が

増加
ぞ う か

しましたが、目標値
もくひょうち

の達成
たっせい

には至
いた

りませんでした。 

今後
こ ん ご

も、障
しょう

がいのある人
ひと

の個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

を通
とお

した避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

並
なら

びに

福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

の増設
ぞうせつ

に向
む

けた取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

雪害
せつがい

対策
たいさく

としては、冬期
と う き

バリアフリー対策
たいさく

に基
もと

づく歩道
ほ ど う

や融雪
ゆうせつ

施設
し せ つ

の整備
せ い び

を進
すす

めることに

より、安全
あんぜん

な歩行
ほ こ う

環境
かんきょう

の創出
そうしゅつ

に努
つと

めました。 

また、社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

と連携
れんけい

し、地域
ち い き

における除雪
じょせつ

支援
し え ん

体制
たいせい

を継続
けいぞく

し、除雪
じょせつ

ボランティア

による障
しょう

がい者
しゃ

世帯
せ た い

等
とう

の除雪
じょせつ

支援
し え ん

を行
おこな

いました。さらに、ＳＮＳ等
とう

を活用
かつよう

したボランティア

募集
ぼしゅう

を行
おこな

いました。 

今後
こ ん ご

も、地域
ち い き

住民
じゅうみん

の支
ささ

え合
あ

いによる雪害
せつがい

対策
たいさく

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

けた取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

支援
し え ん

プランの策定
さくてい

地区
ち く

の数
かず

 
1/16地区

ち く

 16/16地区
ち く

 ６/16地区
ち く

 

※地区数
ち く す う

は民生
みんせい

児童
じ ど う

委員協
いいんきょう

議会
ぎ か い

の地区数
ち く す う

 

 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

の設置数
せ っ ち す う

 17カ所
し ょ

 38カ所
し ょ

 32カ所
し ょ
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３ 自己
じ こ

実現
じつげん

を可能
か の う

とする活動
かつどう

の推進
すいしん

 

（１） スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・余暇
よ か

活動
かつどう

  

スポーツについては、東京
とうきょう

パラリンピックを契機
け い き

にボッチャ等
とう

のパラスポーツ（障
しょう

がい者
しゃ

ス

ポーツ）が広
ひろ

く知
し

られるようになり、障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ指導員
し ど う い ん

をはじめとした関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

に

よる障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ教室
きょうしつ

が広
ひろ

がりを見
み

せています。 

文化
ぶ ん か

・芸術面
げいじゅつめん

では、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

やまちなかの商店
しょうてん

等
とう

において、作品展
さくひんてん

を

開
かい

催
さい

していることや、あいづまちなかアートプロジェクトにおいて「障
しょう

がい者
しゃ

アート展
てん

」を開催
かいさい

するなど、障
しょう

がいのある人
ひと

が自
みずか

らの作品
さくひん

を発表
はっぴょう

する機会
き か い

が増
ふ

えています。 

また、障
しょう

がいのある人
ひと

がボランティア学園
がくえん

を受講
じゅこう

し、カムカムボランティアとして参加
さ ん か

する

など、活動
かつどう

の場
ば

が広
ひろ

がっています。 

さらに、障
しょう

がいのある人
ひと

がスポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

、余暇
よ か

活動
かつどう

に参加
さ ん か

する機会
き か い

を増
ふ

やす

ため、情報
じょうほう

提供
ていきょう

の手法
しゅほう

や広報
こうほう

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

みました。 

今後
こ ん ご

も、障
しょう

がいのある人
ひと

が興味
きょうみ

関心
かんしん

のある活動
かつどう

に自発的
じ はつ て き

に参加
さ ん か

し、余暇
よ か

活動
かつどう

をさらに

充実
じゅうじつ

させるための取組
とりくみ

を継続
けいぞく

していく必要
ひつよう

があります。併
あわ

せて、スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・ボラ

ンティア・地域
ち い き

活動
かつどう

など、様々
さまざま

な活動
かつどう

に参加
さ ん か

するための支援
し え ん

体制
たいせい

を整備
せ い び

する仕組
し く

みづくりも

必要
ひつよう

です。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

 

余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの利用
り よ う

人数
にんずう

（のべ利用者数
り よ う し ゃ す う

） 
3,506人

にん

 4,500人
にん

 1,907人
にん

 

   ※余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

成果
せ い か

指標
しひょう

より 

 

４ 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

 

（１） 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

  

公共
こうきょう

職業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

や障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

をはじめ、会津
あ い づ

商工
しょうこう

会議所
か い ぎ し ょ

や会津若松
あいづわかまつ

法人会
ほうじんかい

等
とう

の経済
けいざい

団体
だんたい

等
とう

と連携
れんけい

しながら、障
しょう

がいのある人
ひと

の職場
しょくば

体験
たいけん

や

企業
きぎょう

等
とう

への各種
かくしゅ

補助
ほ じ ょ

・支援
し え ん

制度
せ い ど

の周知
しゅうち

や障
しょう

がい者
しゃ

理解
り か い

促進
そくしん

に向
む

けた啓発
けいはつ

活動
かつどう

、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

優良
ゆうりょう

事業所
じぎょうしょ

顕彰
けんしょう

等
とう

の取組
とりくみ

を進
すす

めました。 

   また、就労
しゅうろう

系
けい

事業所
じぎょうしょ

の増加
ぞ う か

や、関係
かんけい

機関
き か ん

の緊密
きんみつ

な支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

等
とう

により、障
しょう

がいのあ

る人
ひと

や企業
きぎょう

等
とう

に対
たい

する支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

につながりました。 

市
し

としても、ワークシェアリング事業
じぎょう

や会津
あ い づ

人参
にんじん

栽培
さいばい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

、障
しょう

がい者
しゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

から

の物品
ぶっぴん

等
とう

の優
ゆう

先調達
せんちょうたつ

等
とう

により就労
しゅうろう

機会
き か い

等
とう

の創出
そうしゅつ

に努
つと

めるとともに、「障
しょう

がい者
しゃ

活躍
かつやく

推進
すいしん

計画
けいかく

」に基
もと

づき、障
しょう

がいのある人
ひと

の積極的
せっきょくてき

な採用
さいよう

や、就労
しゅうろう

支援員
し え ん いん

の配置
は い ち

による相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

などに取組
と り く

みました。 

こうした取組
とりくみ

により、障
しょう

がい者
しゃ

雇用率
こ よ う り つ

の向上
こうじょう

に一定
いってい

の成果
せ い か

があったものの、法定
ほうてい

雇用率
こ よ う り つ

の達成
たっせい

には至
いた

りませんでした。 
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 また、障
しょう

がいのある人
ひと

が自立
じ り つ

し、安心
あんしん

して働
はたら

くことができる環境
かんきょう

づくりに向
む

けて、一人
ひ と り

ひ

とりの特性
とくせい

や希望
き ぼ う

等
とう

に応
おう

じて様々
さまざま

な仕事
し ご と

を選択
せんたく

できることが大切
たいせつ

です。職場
しょくば

においては、

障
しょう

がいに関
かか

わらず昇任
しょうにん

できる制度
せ い ど

、体調
たいちょう

等
とう

に応
おう

じた柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

形態
けいたい

、相談
そうだん

体制
たいせい

の整備
せ い び

が

課題
か だ い

であることから、引
ひ

き続
つづ

き、関係
かんけい

機関
き か ん

や企業
きぎょう

等
とう

と連携
れんけい

して取組
と り く

むことが必要
ひつよう

です。  

項
こう

 目
もく

   平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

障
しょう

がい者
しゃ

雇用率
こ よ う り つ

 

（民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

） 
1.86％ 2.3％ 2.2％ 

   ※会津若松
あいづわかまつ

公共
こうきょう

職業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

公表
こうひょう

の会津
あ い づ

地区
ち く

雇用率
こ よ う り つ

推移
す い い

より 

 

５ 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

（１） 育成
いくせい

環境
かんきょう

  

障
しょう

がいのある児童
じ ど う

の育成
いくせい

環境
かんきょう

を整
ととの

え、障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

療育
りょういく

を一層
いっそう

推進
すいしん

するた

め、乳幼児健康診査
にゅうようじけんこうしんさ

や５歳児
さ い じ

発達
はったつ

相談
そうだん

事業
じぎょう

を実施
じ っ し

するとともに、教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

に対
たい

して

障
しょう

がいのある子
こ

どもの受
う

け入
い

れへの補助
ほ じ ょ

を実施
じ っ し

してきました。さらに、障
しょう

がいのある子
こ

ども

の保護者
ほ ご し ゃ

が安心
あんしん

して子
こ

どもを預
あず

けることができるよう、日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

やこども

クラブにおける支援員
し え ん いん

の増員
ぞういん

や研修
けんしゅう

を行
おこな

うことなどにより、障
しょう

がいのある子
こ

どもの成長
せいちょう

段階
だんかい

に応
おう

じた安心
あんしん

できる居場所
い ば し ょ

の確保
か く ほ

に努
つと

めてきました。 

また、特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の設置
せ っ ち

や特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援員
し え ん いん

の配置
は い ち

、教育支援委員会
きょういくしえんいいんかい

による児童
じ ど う

生徒
せ い と

の就学先
しゅうがくさき

に関
かん

する専門的
せんもんてき

な観点
かんてん

からの助言
じょげん

や、障
しょう

がい児通所
じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

による療育
りょういく

の提供
ていきょう

の場
ば

の増加
ぞ う か

など、障
しょう

がいのある子
こ

どもが地域
ち い き

で学
まな

ぶことのできる環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めてきました。 

しかし、障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

や短期
た ん き

入所
にゅうしょ

をはじめとする社会
しゃかい

資源
し げ ん

はいまだ不足
ふ そ く

しており、

地域
ち い き

のニーズを十分
じゅうぶん

に満
み

たす状況
じょうきょう

にはありません。また、障
しょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

療育
りょういく

の

推進
すいしん

と同時
ど う じ

に、障
しょう

がいのある子
こ

どもの保護者
ほ ご し ゃ

の不安
ふ あ ん

に対
たい

する相談
そうだん

支援
し え ん

や必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

、

レスパイトの提供
ていきょう

や就労
しゅうろう

継続
けいぞく

のための支援
し え ん

など、家族
か ぞ く

支援
し え ん

のさらなる充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援員
し え ん いん

 

配置校
は い ち こ う

の割合
わりあい

 
67％ ８7％ 93％ 
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６ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

（１） 地域
ち い き

生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

づくり  

障
しょう

がいのある人
ひと

が安心
あんしん

して地域
ち い き

で生活
せいかつ

ができるように、引
ひ

き続
つづ

き相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りました。地域障
ちいきしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

は２か所
し ょ

増
ふ

え４か所
し ょ

に、特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

は、２か

所
し ょ

増
ふ

え１５事業所
じぎょうしょ

となりました。基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

を持
も

つ障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

において

は、適切
てきせつ

なサービス提供
ていきょう

のために、特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

に対
たい

する研修
けんしゅう

の開催
かいさい

や助言
じょげん

指導
し ど う

を行
おこな

い相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

向上
こうじょう

に取
と

り組
く

みました。 

また、親元
おやもと

からの自立
じ り つ

や親
おや

亡
な

き後
あと

を見据
み す

えた支援
し え ん

のため、介護者
か い ご し ゃ

の急病
きゅうびょう

などによる

緊急
きんきゅう

時
じ

の預
あず

かりや地域
ち い き

移行
い こ う

に向
む

けた体験
たいけん

事業
じぎょう

を行
おこな

うなど、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せ い び

を

促進
そくしん

しました。 

しかし、強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいの人
ひと

や医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の高
たか

い人
ひと

など、既存
き そ ん

のサービス体系
たいけい

や相談
そうだん

体制
たいせい

では支援
し え ん

が困難
こんなん

な人
ひと

も増
ふ

えており、重層的
じゅうそうてき

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

が求
もと

められています。 

今後
こ ん ご

も、支援
し え ん

が困難
こんなん

な人
ひと

への対応
たいおう

のため障
しょう

がい福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

だけでなく、様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
き か ん

と

の連携
れんけい

を図
はか

り、支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することが必要
ひつよう

です。また、引
ひ

き続
つづ

き、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

のさら

なる充実
じゅうじつ

及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

項
こう

 目
もく

 平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

に定
さだ

める地域
ち い き

移行
い こ う

目標値
もくひょうち

の達成率
たっせいりつ

 （実績値
じ っ せ き ち

/目標値
もくひょうち

） 

25.0％  

(5/20) 
100％ 

１３３．３％ 

(4/3)  

  

 

（２）医療
いりょう

・保健
ほ け ん

  

市
し

では、引
ひ

き続
つづ

き特定
とくてい

健
けん

診
しん

や家庭
か て い

訪問
ほうもん

による特定
とくてい

保健
ほ け ん

指導
し ど う

の実施
じ っ し

、市民
し み ん

健康
けんこう

教室
きょうしつ

等
とう

の開催
かいさい

により、こころと身体
か ら だ

の健康
けんこう

づくりを推進
すいしん

してきました。また、自殺
じ さ つ

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

の取組
とりくみ

として、ゲートキーパー研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

等
とう

を行
おこな

いました。 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

しては、県
けん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

と連携
れんけい

し、障
しょう

がい福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、

支援
し え ん

会議
か い ぎ

等
とう

への参加
さ ん か

など、必要
ひつよう

な支援
し え ん

体制
たいせい

を継続
けいぞく

しています。 

引
ひ

き続
つづ

き、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

が安心
あんしん

して地域
ち い き

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう県
けん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

など関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

した取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

になります。 

項
こう

 目
もく

  平成
へいせい

2９年度
ね ん ど

 前計画
ぜんけいかく

の目標値
もくひょうち

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

特定健康診査
と くていけんこうしんさ

の実施率
じ っ し り つ

 45.8％ 60.0％ 70.7％ 

※市特定健康診査
し と く て い け ん こ う し ん さ

等
とう

実施
じ っ し

計画
けいかく

より  
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第
だい

２ ６つの仕組
し く

みづくりの総括
そうかつ

                                   

  前障
ぜんしょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

では、関係
かんけい

機関
き か ん

や団体
だんたい

等
とう

で構成
こうせい

される「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

」

において、６つの仕組
し く

みづくりに取
と

り組
く

みました。 

その成果
せ い か

として、 

・自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

だよりの発行
はっこう

と全戸
ぜ ん こ

配布
は い ふ

による、障
しょう

がい理解
り か い

の促進
そくしん

 

・ワークショップの開催
かいさい

による障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

や差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の取組
とりくみ

の周知
しゅうち

と 

地域
ち い き

住民
じゅうみん

との顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

の構築
こうちく

 

・障
しょう

がいのある方
かた

の文化
ぶ ん か

活動
かつどう

の参加
さ ん か

促進
そくしん

 

・障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

における機会
き か い

の創出
そうしゅつ

と意識
い し き

の啓発
けいはつ

 

・子
こ

どもの障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

に関
かん

する相談
そうだん

機関
き か ん

一覧
いちらん

の作成
さくせい

・改訂
かいてい

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

向上
こうじょう

や相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

強化
きょうか

の取組
とりくみ

  などがあげられます。 

一方
いっぽう

で、課題
か だ い

の整理
せ い り

が不十分
ふじゅうぶん

な分野
ぶ ん や

も見
み

られましたが、新
あら

たな仕組
し く

みの構築
こうちく

に向
む

けた取組
とりくみ

が随所
ずいしょ

に見
み

られています。   

今後
こ ん ご

も、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

を中心
ちゅうしん

に、分野
ぶ ん や

ごとの課題
か だ い

抽出
ちゅうしゅつ

や解決
かいけつ

に向
む

けた協議
きょうぎ

を進
すす

め、

様々
さまざま

な課題
か だ い

に対
たい

して地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支
ささ

え合
あ

い、対応
たいおう

できるような仕組
し く

みづくりを構築
こうちく

していくこと

が求
もと

められています。 

≪仕組
し く

みづくりの取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

≫     

仕
し

組
く

み名
めい

 仕組
し く

みづくりの具体的
ぐ た い て き

な取組
とりくみ

 仕組
し く

みづくりの主
おも

な成果
せ い か

 

障
しょう

が い 理解
り か い

の

仕組
し く

みづくり 

・地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

だよりや福祉
ふ く し

 

のまちづくり講演会
こうえんかい

等
とう

による啓発
けいはつ

 

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センターの 

設置
せ っ ち

、障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

 

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

、高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

ネットワーク会議
か い ぎ

、虐待
ぎゃくたい

 

防止
ぼ う し

・差別
さ べ つ

解消
かいしょう

ワークショップの 

開催
かいさい

 

・市民
し み ん

の障
しょう

がい理解
り か い

と合理的
ご う り て き

 

配慮
はいりょ

推進
すいしん

に向
む

けた周知
しゅうち

啓発
けいはつ

 

の継続的
けいぞくてき

な実施
じ っ し

 

・関係
かんけい

機関
き か ん

や地域
ち い き

と連携
れんけい

した 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

や差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の仕
し

組
く

 

みの構築
こうちく

 

地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

う

仕組
し く

みづくり 

・地域
ち い き

住民
じゅうみん

と障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス 

事業所
じぎょうしょ

等
とう

とのワークショップの 

開催
かいさい

 

・市
し

総合
そうごう

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

における要
よう

配
はい

慮
り ょ

 

者
しゃ

避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

及
およ

び福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

開
かい

設
せつ

 

訓
くん

練
れん

への参加
さ ん か

 

 

・ 福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

のあり方
かた

に関
かん

する

提言書
ていげんしょ

の作成
さくせい

 

・障
しょう

がいのある人
ひと

と地域
ち い き

住民
じゅうみん

 

の顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

づくり 

・避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

対
たい

策
さ く

の 

充実
じゅうじつ

 

・福祉
ふ く し

避難所数
ひ なんじ ょ す う

の増加
ぞ う か

 

-24-



 

 

仕
し

組
く

み名
めい

 仕組
し く

みづくりの具体的
ぐ た い て き

な取組
とりくみ

 仕組
し く

みづくりの主
おも

な成果
せ い か

 

活動
かつどう

支援
し え ん

の 

仕組
し く

みづくり 

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そくしん

（作品
さくひん

展示
て ん じ

 

の機会
き か い

創出
そうしゅつ

） 

・各種
かくしゅ

活動
かつどう

についての情報
じょうほう

の周知
しゅうち

 

方法
ほうほう

の検討
けんとう

 

・障
しょう

がいのある人
ひと

の活動
かつどう

参加
さ ん か

 

機会
き か い

の創出
そうしゅつ

 

 

就労
しゅうろう

に向
む

けた 

仕組
し く

みづくり 

・ワークシェアリング事業
じぎょう

の実施
じ っ し

 

・障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

優良
ゆうりょう

事業所
じぎょうしょ

の顕彰
けんしょう

 

・企業
きぎょう

に向
む

けたチラシ等
とう

による障
しょう

が 

い者
しゃ

雇用
こ よ う

の啓発
けいはつ

 

・農
のう

福
ふく

連携
れんけい

の推進
すいしん

 

・障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

における機会
き か い

 

の創出
そうしゅつ

と意識
い し き

の啓発
けいはつ

 

・積極的
せっきょくてき

な広報
こうほう

を通
とお

した経済
けいざい

 

団体
だんたい

や企業
きぎょう

との連携
れんけい

 

・多様
た よ う

な就労
しゅうろう

の場
ば

の開拓
かいたく

 

成長
せいちょう

過程
か て い

に 応
おう

じ

た一貫
いっかん

した支
し

援
えん

の仕組
し く

みづくり 

・地域
ち い き

課題
か だ い

の整理
せ い り

・検討
けんとう

 

・重度
じゅうど

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア 

児
じ

の支援
し え ん

についての課題
か だ い

整理
せ い り

 

・会津版
あいづばん

サポートブックの配布
は い ふ

 

・教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

等
など

を対象
たいしょう

とし 

た障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

に関
かん

す 

る相談
そうだん

機関
き か ん

一覧
いちらん

の作成
さくせい

・ 

改訂
かいてい

 

横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

の 

仕組
し く

みづくり 

・相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

向上
こうじょう

の検討
けんとう

（利用者
り よ う し ゃ

 

アンケートの実施
じ っ し

、分析
ぶんせき

） 

・介護
か い ご

移行
い こ う

マニュアル作成
さくせい

運用後
う ん よ う ご

の 

検証
けんしょう

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

強化
きょうか

の検討
けんとう

 

（ワーキングチームの設置
せ っ ち

） 

・精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

 

ケアシステム構築
こうちく

の検討
けんとう

（ワーキン 

グチームの設置
せ っ ち

） 

 

・基幹
き か ん

相談
そうだん

による研修会
けんしゅうかい

開催
かいさい

 

等
とう

による質
しつ

向上
こうじょう

の取組
とりくみ

 

・高齢
こうれい

分野
ぶ ん や

との連携
れんけい

による 

事例
じ れ い

検討会
けんとうかい

の開催
かいさい

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

強化
きょうか

 

提言書
ていげんしょ

の作成
さくせい

 

・精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した 

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム構築
こうちく

 

にかかる提言書
ていげんしょ

作成
さくせい

 

 

 

-25-



 

 

 

第
だい

２節
せつ

 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

                             

第
だい

１ 啓発
けいはつ

・権利
け ん り

擁護
よ う ご

                                           

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

 

○障
しょう

がい理解
り か い

促進
そくしん

の面
めん

について、障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート（以下
い か

「障
しょう

がい者
しゃ

アンケ

ート」という）及
およ

び支援
し え ん

の必要
ひつよう

なお子
こ

さんの福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート（以下
い か

「子
こ

どもアンケート」

という）では、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしたと答
こた

えた人
ひと

の割合
わりあい

は、６年前
ねんまえ

30.8％から 17.8％へ減少
げんしょう

しましたが、このうち子
こ

どもアンケートでは、64.1％の児童
じ ど う

保護者
ほ ご し ゃ

が差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしたと回答
かいとう

しており、未
いま

だ学校
がっこう

や外出先
がいしゅつさき

で差別
さ べ つ

を感
かん

じているの

が現状
げんじょう

です。 

○障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する市民
し み ん

アンケート（以下
い か

「市民
し み ん

アンケート」という）では、身近
み ぢ か

に障
しょう

がい

のある人
ひと

がいない場合
ば あ い

、接
せっ

し方
かた

がわからなかったり、コミュニケーションなどに戸惑
と ま ど

いを感
かん

じ

たりするという声
こえ

が寄
よ

せられており、障
しょう

がいのある人
ひと

との交流
こうりゅう

などによる障
しょう

がい理解
り か い

の

促進
そくしん

に努
つと

める必要
ひつよう

があります。 

○障
しょう

がいのある人
ひと

への差別
さ べ つ

は、障
しょう

がい特性
とくせい

の理解
り か い

不足
ぶ そ く

や偏見
へんけん

などから生
しょう

じることが多
おお

く、そ

の払拭
ふっしょく

のための正
ただ

しい知識
ち し き

の周知
しゅうち

や啓発
けいはつ

が課題
か だ い

となっています。 

 

 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○充実
じゅうじつ

した障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

体制
たいせい

が整
ととの

えられている時代
じ だ い

になって、障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する理解
り か い

があ

る世
よ

の中
なか

になりつつあると思
おも

っています。まだ多少
たしょう

なりとも差別
さ べ つ

がありますが、これから

人権
じんけん

問題
もんだい

になるような問題
もんだい

が減
へ

っていくことを切
せつ

に願
ねが

っています。 

○外部障
がいぶしょう

がいへの理解
り か い

はある程度
て い ど

進
すす

んでいるが、内部障
ないぶしょう

がいへの理解
り か い

が全
まった

く進
すす

んでいない。

特
と く

に職場
しょくば

、上司
じょうし

、人事
じ ん じ

部門
ぶ も ん

の理解
り か い

が全
まった

くない。 

○障
しょう

がいの有
あ

り無
な

しを気
き

にせず、個性
こ せ い

としてとらえてもらい、どこに行
い

くのも何
なに

をするのも

自由
じ ゆ う

に気
き

にせず、出来
で き

たらいいなと思
おも

います。 

○私
わたし

の近所
きんじょ

にも施設
し せ つ

があります。たまに近
ちか

くのコンビニで車
くるま

イスの方
かた

が買
か

い物
もの

をされている

のを見
み

かけます。店員
てんいん

さんも当
あ

たり前
まえ

のように接客
せっきゃく

されていますし、他
ほか

のお客
きゃく

さんもドアを

開
あ

けてあげるなど、その方
かた

が心地良
こ こ ち よ

く買
か

い物
もの

ができるような空間
くうかん

が出来
で き

ていて素晴
す ば

らしい

なと思
おも

いました。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

障
しょう

がいの有無
う む

に関
かか

わらず、全
すべ

ての人
ひと

が社会
しゃかい

の一員
いちいん

であることを認
みと

め合
あ

い、支
ささ

え合
あ

える

「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

には、幼少期
ようしょうき

からの交流
こうりゅう

による障
しょう

がい理解
り か い

や、障
しょう

がいを多様性
た よ う せ い

として

理解
り か い

し思
おも

いやる気持
き も

ちを育
はぐく

むことが重要
じゅうよう

と考
かんが

えています。 

障
しょう

がいのある人
ひと

の人権
じんけん

が守
まも

られ、差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

を受
う

けることなく、合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

のもと、地域
ち い き

で

自分
じ ぶ ん

らしく暮
く

らすことができるよう、様々
さまざま

な世代
せ だ い

の市民
し み ん

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、障
しょう

がいに関
かん

する正
ただ

し

い知識
ち し き

について啓発
けいはつ

します。また、差別
さ べ つ

や虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

について啓発
けいはつ

を行
おこな

い、人権
じんけん

擁護
よ う ご

意識
い し き

の

高揚
こうよう

や心
こころ

のバリアフリーの推進
すいしん

に取
と

り組
く

んでいきます。 

 

＜主
おも

な指標
しひょう

＞ 

項
こう

 目
もく

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いを感
かん

じて

いる障
しょう

がいのある人
ひと

 
17.8％ 9.0％ 

  ※障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケートの合計
ごうけい

 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

1 障
しょう

がい・障
しょう

がい者
しゃ

理解
り か い

の推進
すいしん

  

① 市民
し み ん

等
とう

への啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

      市民
し み ん

や事
じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しながら、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた対応
たいおう

方法
ほうほう

や、

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の理念
り ね ん

や合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の必要
ひつよう

性
せい

などについて情報
じょうほう

発信
はっしん

をするとともに、障
しょう

がい

に対
たい

する正
ただ

しい理解
り か い

が深
ふか

まるような学習
がくしゅう

機会
き か い

の提供
ていきょう

を進
すす

め、啓発
けいはつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に努
つと

めま

す。 

 

② 福祉
ふ く し

教育
きょういく

の推進
すいしん

 

      学校
がっこう

教育
きょういく

において児童
じ ど う

・生徒
せ い と

が障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

への理解
り か い

と思
おも

いやりを深
ふか

め、 

他者
た し ゃ

への配慮
はいりょ

ができる人間
にんげん

として成長
せいちょう

していけるよう福祉
ふ く し

体験
たいけん

活動
かつどう

や道徳
どうとく

教育
きょういく

、インク

ルーシブ教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

等
とう

に努
つと

めます。 

また、教育
きょういく

機関
き か ん

等
とう

と保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、学校
がっこう

における特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の推進
すいしん

に努
つと

めます。 

 

③ 市
し

における合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

の推進
すいしん

 

市
し

職員
しょくいん

は、市
し

が施策
し さ く

や事務
じ む

事業
じぎょう

を進
すす

める中
なか

で、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な対応
たいおう

や 

合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

を率
そっ

先
せん

して行
おこな

うよう努
つと

めます。 
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２ 人権
じんけん

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

  

① 虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

 

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センターと関係
かんけい

団体
だんたい

との連携
れんけい

強化
きょうか

や相談
そうだん

受付
うけつけ

体制
たいせい

の周
しゅう

知
ち

により、 

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

に努
つと

めます。また、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の早期
そ う き

発見
はっけん

、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障
しょう

がいのある

人
ひと

の迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

な保護
ほ ご

、養護者
よ う ご し ゃ

の支援
し え ん

に努
つと

めます。 

 

② 差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

 

様々
さまざま

な機会
き か い

を通
つう

じて差別
さ べ つ

解消
かいしょう

のための周知
しゅうち

啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

を開
かい

催
さい

し、関係
かんけい

団体
だんたい

と差別
さ べ つ

事例
じ れ い

の把握
は あ く

や差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の取
と

組
く

について情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

うことで、地域
ち い き

全体
ぜんたい

の意識
い し き

を向
こう

上
じょう

させ、差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

に努
つと

めます。 

 

③ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

の充実
じゅうじつ

  

判断
はんだん

能力
のうりょく

や意思
い し

表示
ひょうじ

が不十分
ふじゅうぶん

な障
しょう

がいのある人
ひと

が、生活
せいかつ

の様々
さまざま

な場面
ば め ん

で権利
け ん り

侵害
しんがい

 

や不利益
ふ り え き

を受
う

けないようにするため、関係
かんけい

機関
き か ん

とともに成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

を進
すす

め

ます。また、必要
ひつよう

な人
ひと

が適切
てきせつ

に成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

を利用
り よ う

できるよう、相談
そうだん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させると

ともに、今後
こ ん ご

は市民
し み ん

後見
こうけん

人
にん

の育成
いくせい

や法人
ほうじん

後見
こうけん

を行
おこな

う団体
だんたい

の支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

い、成年
せいねん

後見人
こうけんにん

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 
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 第
だい

２ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

                                             

≪現状
げんじょう

及
およ

び課題
か だ い

≫ 

 

〇公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

については、近年
きんねん

、バリアフリーやユニバーサルデザインに配慮
はいりょ

した整備
せ い び

・改修
かいしゅう

により、障
しょう

がいのある方
かた

も利用
り よ う

しやすい環境
かんきょう

整備
せ い び

が進
すす

んでいます。 

〇情報
じょうほう

アクセシビリティについては、市
し

のホームページや市政
し せ い

だよりにおいて、音声
おんせい

や点字
て ん じ

、

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

による情報
じょうほう

発信
はっしん

を進
すす

めるなど、ＩCＴ技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

発信
はっしん

の取組
とりくみ

を進
すす

めていま

す。 

〇公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

では、ユニバーサルデザインへの対応
たいおう

が充分
じゅうぶん

ではない施設
し せ つ

もあることから、

今後
こ ん ご

さらなる整備
せ い び

を進
すす

める必要
ひつよう

があります。 

〇災害
さいがい

時
じ

における情報
じょうほう

発信
はっしん

や福祉
ふ く し

サービスに関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

など、情報
じょうほう

アクセシビリ

ティのさらなる向上
こうじょう

が課題
か だ い

です。 

〇障
しょう

がい者
しゃ

アンケートでは、外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごとについて「公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

が少
すく

ない」との回答
かいとう

が

最
もっと

も多
おお

く、公共
こうきょう

交通網
こうつうもう

の充実
じゅうじつ

や外出
がいしゅつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

が求
もと

められています。 

 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○歩
ほ

道
どう

の点字
て ん じ

ブロックを増
ふ

やしてほしい。道路
ど う ろ

の白線
はくせん

が消
き

えている所
ところ

があるので引
ひ

いてほし

い。段差
だ ん さ

を無
な

くし、バリアフリーにしてほしい。建物
たてもの

の入
い

り口
ぐち

にスロープを付
つ

けてほしい。 

○バスや電車
でんしゃ

などの公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

を充実
じゅうじつ

させていただきたいです。（バスや電車
でんしゃ

の本数
ほんすう

を増
ふ

やすなど。） 

○市
し

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

について、あまり詳
くわ

しい情報
じょうほう

や知識
ち し き

がない。パソコンやネット環境
かんきょう

がな

いので、書面
しょめん

で教
おし

えてほしい。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

「障
しょう

がいのある人
ひと

が安心
あんしん

して快適
かいてき

に生活
せいかつ

できるまち」は、「誰
だれ

にとっても安心
あんしん

して暮
く

らせるま

ち」であることから、障
しょう

がいのある人
ひと

が安心
あんしん

して暮
く

らせるための生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や情報
じょうほう

アク

セシビリティの向上
こうじょう

は必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

であると考
かんが

えています。 

障
しょう

がいがあっても地域
ち い き

の一員
いちいん

として、その人
ひと

らしく安心
あんしん

して生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、ユニバーサ

ルデザインの理念
り ね ん

にもとづいたまちづくりや、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

にアクセスできる環
かん

境
きょう

の整備
せ い び

に取
と

り

組
く

んでいきます。 

 

＜主
おも

な指標
しひょう

＞ 

項
こう

 目
もく

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

（出前
で ま え

講座
こ う ざ

等
とう

）の

実施
じ っ し

回数
かいすう

（累計
るいけい

）  
4件
けん

          ７９件
けん

    

   
 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ だれもが使
つか

いやすい生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せ い び

  

① ユニバーサルデザインの推進
すいしん

 

年齢
ねんれい

や性別
せいべつ

、障
しょう

がいの有無
う む

に関
かか

わらず、全
すべ

ての人
ひと

が生活
せいかつ

・活動
かつどう

しやすいユニバーサル

デザインの考
かんが

え方
かた

の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

に努
つと

めます。また、ユニバーサルデザインの理念
り ね ん

を公共
こうきょう

施設
し せ つ

や道路
ど う ろ

の整備
せ い び

等
とう

のまちづくりに活
い

かし、誰
だれ

もが生活
せいかつ

しやすい環境
かんきょう

づくりに努
つと

めます。 

 

② 交通
こうつう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

障
しょう

がいのある人
ひと

が気軽
き が る

に移動
い ど う

や外出
がいしゅつ

ができるよう、地域性
ちいき せい

を踏
ふ

まえた交通
こうつう

システムの

検討
けんとう

を進
すす

めます。また、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の利用
り よ う

環境
かんきょう

や路線
ろ せ ん

等
とう

についても、利便性
りべんせい

が高
たか

まる

よう改善
かいぜん

に努
つと

めます。 

 

 ２ 情報
じょうほう

アクセシビリティの向上
こうじょう

  

① 手話
し ゅ わ

が言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

 

「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

及
およ

びコミュニケーション手段
しゅだん

に関
かん

する条例
じょうれい

」に基
もと

づき、手話
し ゅ わ

が 

言語
げ ん ご

であることの普及
ふきゅう

及
およ

び多様
た よ う

なコミュニケーション手段
しゅだん

の円滑
えんかつ

な利用
り よ う

の促進
そくしん

について、

市民
し み ん

の理解
り か い

を広
ひろ

めるための施策
し さ く

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

します。 
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② 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた情報
じょうほう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

     障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じ、多様
た よ う

なコミュニケーション手段
しゅだん

があることについて、市民
し み ん

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

し理解
り か い

を促
うなが

し普及
ふきゅう

するとともに、一人
ひ と り

ひとりに合
あ

ったコミュニケーション手段
しゅだん

を選択
せんたく

して利用
り よ う

できるよう環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めます。 

  また、災害
さいがい

等
とう

緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

や避
ひ

難所
なんじょ

での支援
し え ん

について、多様
た よ う

なコミュニケーショ

ン手段
しゅだん

を活用
かつよう

し、適切
てきせつ

な情報
じょうほう

発信
はっしん

に努
つと

めます。 
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第
だい

３節
せつ

  地域
ち い き

で支
ささ

え合
あ

える関係
かんけい

づくり                    

第
だい

１ 地域
ち い き

との関
かか

わり                                        

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

 

○市民
し み ん

アンケートでは、「障
しょう

がいのある人
ひ と

への支援
し え ん

経験
けいけん

」のある人
ひ と

の割合
わりあい

は、６年前
ねんまえ

の

46.1%から 48.7%に増加
ぞ う か

しており、支援
し え ん

への関心
かんしん

が徐々
じ ょ じ ょ

に高
たか

まりつつあります。こ

れは、近年
きんねん

多発
た は つ

する自然
し ぜ ん

災害
さいがい

等
と う

に対
たい

して、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

での助
たす

け合
あ

い、支
さ さ

え合
あ

いが

重要
じゅうよう

であるとする互助
ご じ ょ

の考
かんが

え方
かた

が認識
にんしき

されてきていることが要因
よういん

の一
ひ と

つになってい

ます。 

○障
しょう

がい者
し ゃ

アンケートでは、「近所
きん じ ょ

とのつきあいがどれくらいあるか」との問
と

いに対
たい

し、

「あいさつ程度
て い ど

」と回答
かいとう

した障
しょう

がいのある人
ひ と

は４９％であるものの、「ほとんどない」と

した障
しょう

がいのある人
ひ と

は６年前
ねんまえ

の 19.2％から 27.0％へ増加
ぞ う か

しています。また、

「日常的
にちじょうてき

にある」と回答
かいとう

した人
ひ と

は 22.6%から 13.8%へ減少
げんしょう

しており、新型
しんがた

コロナウ

イルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で、障
しょう

がいのある人
ひ と

と地域
ち い き

とのつながりの希薄化
き は く か

が進
すす

んでいる

ことも考
かんが

えられます。 

○今後
こ ん ご

は、障
しょう

がいのある人
ひ と

と地域
ち い き

住民
じゅうみん

との顔
かお

の見
み

える関
かん

係
けい

づくりをどのように進
すす

め、

地域
ち い き

での交流
こうりゅう

をどのように促進
そ く しん

し、地域
ち い き

で連携
れんけい

して支
さ さ

え合
あ

う仕組
し く

みをどのように

構築
こ う ち く

していくかが課題
か だ い

となっています。 

  

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○周
まわ

りで見
み

たことがないから「珍
めずら

しい」「どう接
せっ

したら良
よ

いか分
わ

からない」「自分
じ ぶ ん

とは違
ちが

う」といったバリアが生
う

まれる。日常的
にちじょうてき

に障
しょう

がいのある人
ひ と

と接点
せってん

がある地域
ち い き

であっ

てほしいと思
おも

う。 

○特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこ う

と地域
ち い き

の学校
がっこ う

との交流
こうりゅう

が増
ふ

え、みんな助
たす

け合
あ

って生
い

きていくのが当
あ

たり前
まえ

と思
おも

えるような教育
きょういく

や環境
かんきょう

整備
せ い び

が進
すす

んでほしい。 

○私
わたし

たち障
しょう

がい者
し ゃ

は「守
まも

られる」だけの存在
そんざい

ではありません！  
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

 

 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、地域
ち い き

や社会
しゃかい

で安心して暮
く

らしていくためには、

地
ち

域
いき

住民
じゅうみん

とのコミュニケーション、交流
こうりゅう

が必要
ひつよう

だと 考
かんが

えています。 

近隣
きんりん

住民
じゅうみん

との付
つ

き合
あ

いや、町内会
ちょうないかい

、地域
ち い き

活動
かつどう

、ボランティア活動
かつどう

、余暇
よ か

活動
かつどう

などに参加
さ ん か

することで、交流
こうりゅう

が生
う

まれます。 

障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、地域
ち い き

において人
ひと

と人
ひと

とのつながりを深
ふか

め、相互
そ う ご

の信頼
しんらい

関係
かんけい

を築
きず

くことができるよう、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における顔
かお

の見
み

える関係性
かんけいせい

づ

くりや交流
こうりゅう

を推進
すいしん

することが重要
じゅうよう

です。 

 

＜主
おも

な指標
し ひ ょ う

＞ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

近隣
きんりん

住民
じゅうみん

と交流
こうりゅう

のない

障
しょう

がいのある人
ひ と

 
27.0％ 10.0％ 

    

 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ 地域
ち い き

交流
こうりゅう

の推進
すいしん

  

① 地域
ち い き

における交流
こうりゅう

機会
き か い

の拡充
かくじゅう

 

障
しょう

がいのある人
ひ と

も、希望
き ぼ う

に応
お う

じて町内会
ちょうないかい

などの自治
じ ち

組織
そ し き

につながり、地域
ち い き

での

行事
ぎ ょ う じ

や活動
かつどう

等
と う

に気軽
き が る

に参加
さ ん か

できるような環境
かんきょう

づくりに努
つと

めます。これにより、地域
ち い き

の自治
じ ち

活動
かつどう

への参加
さ ん か

を推進
すいしん

し、障
しょう

がいのある人
ひ と

と地域
ち い き

双方
そうほう

のニーズに合
あ

った

交流
こうりゅう

機会
き か い

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 

また、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、障
しょう

がいのある人
ひ と

もない人
ひ と

も、子
こ

どもから高
こ う

齢者
れいしゃ

ま

で、気軽
き が る

に集
つど

えるようなサロン活動
かつどう

への支援
し え ん

など、引
ひ

き続
つづ

き交流
こうりゅう

の場
ば

の創出
そうしゅつ

に努
つと

めます。 

   

 ２ 地域
ち い き

における支
ささ

え合
あ

いの構築
こうちく

  

① 地域
ち い き

で支
さ さ

え合
あ

う仕組
し く

みの構築
こ う ち く

 

地域
ち い き

で日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
お く

る障
しょう

がいのある人
ひ と

に対
たい

して、地域
ち い き

住民
じゅうみん

やボランティア、

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

等
と う

の身近
み ぢ か

な地域
ち い き

のネットワークによる見守
み ま も

りを行
おこな

うとともに、障
しょう

がい

のある人
ひ と

が地域
ち い き

の担
にな

い手
て

の一人
ひ と り

にもなるような支
さ さ

え合
あ

いの仕組
し く

みの構築
こ う ち く

に努
つと

め

ます。 
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第
だい

２ 災害
さいがい

対策
たいさく

                                           

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

 

○東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

以降
い こ う

も、令和
れ い わ

元年
がんねん

東日本
ひがしにほん

台風
たいふう

による被害
ひ が い

など、様々
さまざま

な自然
し ぜ ん

災害
さいがい

が

発生
はっせい

しており、障
しょう

がい者
し ゃ

アンケートでは、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に「一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できず、避難
ひ な ん

を

助
たす

けてくれる人
ひ と

がいない」と回答
かいとう

した障
しょう

がいのある人
ひ と

が 17.5％となっており、災害
さいがい

時
じ

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

や支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

が必要
ひつよう

な状況
じょうきょう

です。 

○災害
さいがい

の発生
はっせい

に備
そな

え、まずは地域
ち い き

の避
ひ

難所
なんじ ょ

の場所
ば し ょ

や避難
ひ な ん

ルートを知
し

ることが重要
じゅうよう

で

す。また、町内会
ちょうないかい

や民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

等
と う

を中心
ちゅうしん

とした地域
ち い き

住民
じゅうみん

が、要支援者
よ う し え ん し ゃ

の

情報
じょうほう

を把握
は あ く

し、安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

や支援
し え ん

の体制
たいせい

について共有
きょうゆう

する必要
ひつよう

があります。 

○市
し

民
みん

アンケートでは、福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

について４３.７％の人
ひ と

が「知
し

らない」と回答
かいとう

しており、

また、障
しょう

がい者
し ゃ

アンケートの自由
じ ゆ う

記載
き さ い

には「災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

が不安
ふ あ ん

である」との声
こ え

もあ

ることから、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

や避難
ひ な ん

ルートの確認
かくにん

など平常
へいじょう

時
じ

からの災
さい

害
がい

対策
たいさ く

について、

啓発
けいはつ

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

が課題
か だ い

となっています。 

 

 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○台風
たいふう

や地震
じ し ん

などの際
さい

、近隣
きんりん

の避
ひ

難所
なんじ ょ

が開設
かいせつ

・機能
き の う

しているか分
わ

からず、結局
けっきょく

その場
ば

にいるしかない。 

○災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

として、どこに行
い

けばいいのか、何
なに

を持
も

って行
い

けばいいのか分
わ

からず

不安
ふ あ ん

だ。 

○特
と く

に歩道
ほ ど う

の除雪
じ ょせつ

がなされておらず、他
ほか

の障
しょう

がいのある方
かた

はどうしているのだろうと

思
おも

うことがある。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

○地震
じ し ん

や風
ふう

水
すい

雪害
せつがい

など、いつ発生
はっせい

するかわからない災害
さいがい

には、地域
ち い き

の避難所
ひ な ん じ ょ

や避難
ひ な ん

ルートの確認
かくにん

など、平常
へいじょう

時
じ

からの備
そな

えが必要
ひつよう

です。また、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に備
そな

えて、

地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
お う

じ、同
おな

じ地域
ち い き

に暮
く

らす障
しょう

がいのある人
ひ と

や高齢者
こ うれいしゃ

などの支援
し え ん

体制
たいせい

を

作
つ く

り上
あ

げていくことが重要
じゅうよう

です。 

○そのため、避難
ひ な ん

行動
こ う ど う

要支援者
よ う し え ん し ゃ

名簿
め い ぼ

により、要支援者
よ う し え ん し ゃ

の情報
じょうほう

を関係
かんけい

機関
き か ん

や支援者
し え ん し ゃ

に

共有
きょうゆう

するとともに、個々
こ こ

人
じん

に合
あ

わせた具体的
ぐ た い て き

な計画
けいかく

である個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の策定
さ く てい

に

取
と

り組
く

み、支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

を進
すす

めていきます。 

○また、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

や避難所
ひ な ん じ ょ

の確保
か く ほ

・周知
し ゅ う ち

に努
つと

め、障
しょう

がいのある人
ひ と

が地域
ち い き

において安全
あんぜん

かつ安心
あんしん

して生活
せいかつ

を営
いとな

むことができるよう、取
と

り組
く

んでいきます。 

＜主
おも

な指標
し ひ ょ う

＞ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の策定
さ く てい

率
りつ

（障がい者） 
５．１％ １００％ 

 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

の設置数
せ っ ち す う

 ３２カ所
か し ょ

 ５０カ所
か し ょ

 

  

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ 避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

  

① 避難
ひ な ん

行動
こ う ど う

要支援者
よ う し え ん し ゃ

への支援
し え ん

 

「避難
ひ な ん

行動
こ う ど う

要支援者
よ う し え ん し ゃ

名簿
め い ぼ

」により、平時
へ い じ

から地域
ち い き

全体
ぜんたい

で避難
ひ な ん

行動
こ う ど う

要支援者
よ う し え ん し ゃ

の

把握
は あ く

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

に努
つと

めます。 

更
さ ら

に、避難
ひ な ん

行動
こ う ど う

要支援者
よ う し え ん し ゃ

のうち、居住地
き ょ じ ゅ う ち

の災害
さいがい

リスクや重度
じ ゅ う ど

の障
しょう

がいがある

などの福祉的
ふ く し て き

要因
よういん

等
と う

の判断
はんだん

基準
きじゅん

に基
も と

づき、優先度
ゆ う せ ん ど

が高
たか

いと判断
はんだん

された方
かた

から

個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の作成
さ くせい

を進
すす

め、具体的
ぐ た い て き

な避難
ひ な ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

に努
つと

めます。 

    

② 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

・避難所
ひ な ん じ ょ

の確保
か く ほ

 

      災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

において、障
しょう

がいのある人
ひ と

が速
すみ

やかに避難
ひ な ん

できるよう、一時
い ち じ

避難所
ひ な ん じ ょ

や避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

に努
つと

めます。 

また、一時
い ち じ

避難所
ひ な ん じ ょ

での避難
ひ な ん

生活
せいかつ

を送
お く

ることが難
むずか

しい障
しょう

がいのある人
ひ と

が安心
あんしん

し

て避難
ひ な ん

生活
せいかつ

を送
お く

ることができるよう福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 
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２ 雪害
せつがい

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

  

① 除雪
じ ょせつ

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

  

除排
じ ょはい

雪
せつ

の支援
し え ん

を必要
ひつよう

としている障
しょう

がいのある人
ひ と

の把握
は あ く

を進
すす

め、社会
しゃかい

福祉協
ふ く し き ょ う

議会
ぎ か い

と連携
れんけい

し、障
しょう

がい者
し ゃ

等
と う

の要支援者
よ う し え ん し ゃ

世帯
せ た い

に対
たい

する除雪
じ ょせつ

ボランティア及
およ

び、地域
ち い き

住民
じゅうみん

による間口
ま ぐ ち

除雪
じ ょせつ

の協力
きょうりょく

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 

また、障
しょう

がいのある人
ひ と

が除雪
じ ょせつ

の担
にな

い手
て

の一人
ひ と り

にもなるような仕組
し く

みづくりに努
つと

め、障
しょう

がいのある人
ひ と

と地域
ち い き

とが支
さ さ

え合
あ

う体制
たいせい

の構築
こ う ち く

に努
つと

めます。 
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第
だい

４節
せつ

 自己
じ こ

実現
じつげん

を可能
か の う

とする活動
かつどう

の推進
すいしん

                   

第
だい

１ スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・余暇
よ か

活動
かつどう

など                               

≪現状
げんじょう

及
およ

び課題
か だ い

≫ 

 

〇障
しょう

がいのある人
ひ と

が文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

やスポーツ活動
かつどう

等
と う

に参加
さ ん か

する機会
き か い

を増
ふ

やすため、

活動
かつどう

についての情報
じょうほう

の周知
し ゅ う ち

に取
と

り組
く

んでいます。 

〇スポーツ活動
かつどう

については、東京
とうきょう

パラリンピックを契機
け い き

にパラスポーツ（障
しょう

がい者
し ゃ

スポ

ーツ）教室
きょうしつ

の開催
かいさい

が広
ひろ

がりを見
み

せています。 

〇文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

については、作品展
さ くひんてん

の開催
かいさい

等
と う

により、障
しょう

がいのある人
ひ と

が自
みずか

らの作品
さ く ひん

を発表
はっぴょう

する機会
き か い

が増
ふ

えています。 

〇障
しょう

がいのある人
ひ と

がカムカムボランティアに登録
と う ろ く

するなど、ボランティア活動
かつどう

に参加
さ ん か

す

る機会
き か い

が増
ふ

えています。 

〇インターネットによる情報
じょうほう

の周知
し ゅ う ち

が増
ふ

えていますが、パソコンやスマートフォンを持
も

た

ない人
ひ と

にも活動
かつどう

参加
さ ん か

の情報
じょうほう

を届
と ど

ける周知
し ゅ う ち

方法
ほうほう

について、検討
けんとう

する必要
ひつよう

があります。 

 

 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○情報
じょうほう

発信
はっしん

の向上
こうじょう

と方法
ほうほう

の検討
けんとう

（ＩＴを利用
り よ う

することで若
わか

い世代
せ だ い

などに幅広
はばひろ

く発信
はっしん

す

る。）をお願
ねが

いしたい。 

〇余暇
よ か

活動
かつどう

を支援
し え ん

する施設
し せ つ

や活動
かつどう

をふやしてほしいです。 

〇自分
じ ぶ ん

の障
しょう

がいに合
あ

う運動
う ん ど う

をしたい。 

○障
しょう

がいのある方
かた

でも気軽
き が る

に参加
さ ん か

できる様
よ う

なイベントを開催
かいさい

してほしいです。 

〇イベント等
など

での交流
こうりゅう

をきっかけに、共生
きょうせい

社会
しゃかい

になっていくと良
い

いと思
おも

います。 

〇外国
がいこ く

のように、一歩
い っ ぽ

家
いえ

を出
で

れば、店
みせ

にも、レストランにも、どこにでも障
しょう

がい者
し ゃ

がいる

ことが自然
し ぜ ん

であること、そんな日本
に ほ ん

、そんな会津
あ い づ

であってほしい。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

 

障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、スポーツや文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

、余暇
よ か

活動
かつどう

や様々
さまざま

な学
まな

びの

場
ば

への参加
さ ん か

は、楽
たの

しみや生
い

きがい、自信
じ し ん

を持
も

つことにつながるものです。 

様々
さまざま

な活動
かつどう

に参加
さ ん か

する機会
き か い

を増
ふ

やすため、情報
じょうほう

提供
ていきょう

のあり方
かた

やボランティアの受
う

け

入
い

れ体制
たいせい

の整備
せ い び

に向
む

け、関
かん

係
けい

機関
き か ん

との協議
き ょ う ぎ

を進
すす

めます。 

また、障
しょう

がいのある人
ひ と

へ支援
し え ん

を行
おこな

う団体
だんたい

や障
しょう

がい当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

の活動
かつどう

の支援
し え ん

に努
つと

め

ます。 

 

＜主
おも

な指標
し ひ ょ う

＞ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

団体
だんたい

等
と う

補助
ほ じ ょ

金
きん

活用
かつよう

団体数
だんたいすう

（累計
るいけい

） 
  16件

けん

   46件
けん

 

    

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ スポーツ・文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・余暇
よ か

活動
かつどう

などの推進
すいしん

  

① スポーツ活動
かつどう

の推進
すいしん

  

障
しょう

がいのある人
ひ と

が、スポーツを楽
たの

しむことができるよう、情報
じょうほう

発信
はっしん

に継続
けいぞく

して

取
と

り組
く

みます。また、障
しょう

がい者
し ゃ

スポーツ指導員
し ど う い ん

をはじめ関係
かんけい

団体
だんたい

等
と う

との連携
れんけい

によ

り、パラスポーツ（障
しょう

がい者
し ゃ

スポーツ）の振興
しん こ う

を図
はか

り、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、

スポーツ活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そ く しん

に努
つと

めます。 

 

② 文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

障
しょう

がいのある人
ひ と

が、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

や創作
そ う さ く

活動
かつどう

を楽
たの

しむことができるよう、情報
じょうほう

発信
はっしん

に継続
けいぞく

して取
と

り組
く

みます。また、地域
ち い き

の文化
ぶ ん か

団体
だんたい

やサービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

との

連携
れんけい

を図
はか

りながら、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

への参加
さ ん か

促進
そ く しん

に努
つと

めます。 

 

③ 余暇
よ か

活動
かつどう

などの推進
すいしん

 

      障
しょう

がいのある人
ひ と

が、自
みずか

らの意思
い し

で活動
かつどう

し、様々
さまざま

な経験
けいけん

を積
つ

むことにより、生
い

き

生
い

きと自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

を営
いとな

めるよう、イベントや地域
ち い き

との交流
こうりゅう

、学
まな

びの場
ば

等
と う

の

情報
じょうほう

発信
はっしん

に努
つと

めます。 
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２ 参加
さ ん か

支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

  

① ボランティアによる活動
かつどう

支援
し え ん

 

社会
しゃかい

福祉協
ふ く し き ょ う

議会
ぎ か い

やボランティア団体
だんたい

等
と う

と連携
れんけい

し、ボランティアに興味
き ょ う み

のある

市民
し み ん

への情報
じょうほう

発信
はっしん

や参加
さ ん か

機会
き か い

を提供
ていきょう

し、ボランティア体制
たいせい

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。ま

た、障
しょう

がいのある人
ひ と

もボランティアに参加
さ ん か

できる機会
き か い

の創出
そうしゅつ

に努
つと

めます。 

 

② 障
しょう

がいのある人
ひ と

を支
さ さ

える団体
だんたい

等
と う

の支援
し え ん

 

      障
しょう

がいのある人
ひ と

の自主的
じ し ゅ て き

な活動
かつどう

を担
にな

っている障
しょう

がい者
し ゃ

団体
だんたい

や家族
か ぞ く

団体
だんたい

等
と う

の

活動
かつどう

が広
ひろ

がるよう、団体
だんたい

活動
かつどう

補助
ほ じ ょ

金
きん

制度
せ い ど

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

や、団体間
だんたいかん

の連携
れんけい

構築
こ う ち く

など

の支援
し え ん

に努
つと

めます。 
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第
だい

５節
せつ

 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

の促進
そくしん

                          

第
だい

１ 雇用
こ よ う

・就 業
しゅうぎょう

                                         

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

 

○障
しょう

がい者
し ゃ

アンケートでは、障
しょう

がいのある人
ひ と

の約
や く

53％が「仕事
し ご と

をしたい」と回答
かいとう

してい

ますが、そのうち半数
はんすう

程度
て い ど

が「仕事
し ご と

はしたいがどうしてよいかわからない」と回答
かいとう

して

おり、就労
しゅうろう

に向
む

けて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

や支援
し え ん

が十分
じゅうぶん

に行
い

き届
と ど

いていない状況
じょうきょう

がうかがえま

す。 

○障
しょう

がい者
し ゃ

アンケートでは、企業
き ぎ ょ う

等
と う

で働
はたら

く障
しょう

がいのある方
かた

は、正社員
せいしゃいん

としてだけでなく、

非常勤
ひじ ょ う き ん

や派遣
は け ん

職員
しょくいん

、自営業
じ えいぎ ょ う

など様々
さまざま

な形態
けいたい

で就労
しゅうろう

しています。 

○必要
ひつよう

な就労
しゅうろう

支援
し え ん

として、職場
し ょ く ば

の上司
じ ょ う し

や同僚
どうりょう

などへの障
しょう

がい理解
り か い

や合理的
ご う り て き

配慮
はいり ょ

の

促進
そ く しん

を求
も と

める声
こ え

が最
もっと

も多
おお

く、次
つ

いで、短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

など柔軟
じゅうなん

な働
はたら

き方
かた

の導入
どうにゅう

が求
も と

め

られています。 

○法定
ほうてい

雇用率
こ よ う り つ

の引
ひ

き上
あ

げに伴
ともな

い、企業
き ぎ ょ う

における障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

が進
すす

んでいますが、 

目標
もくひょう

である 2.3％には達
たっ

していない状況
じょうきょう

です。 

   また、福祉
ふ く し

就労
しゅうろう

についても事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

の拡
か く

大
だい

等
と う

により利用者
り よ う し ゃ

が増
ふ

えていますが、引
ひ

き続
つづ

き、量
りょう

・質
しつ

ともに充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○障
しょう

がいのある方
かた

がやりたいと考
かんが

える仕事
し ご と

として、清掃
せいそう

や軽作業
けいさぎ ょ う

等
と う

を希望
き ぼ う

する声
こ え

が

多
おお

い一方
いっぽう

、接客
せっきゃく

や事務
じ む

、IT産業
さんぎょう

などを希望
き ぼ う

する方
かた

もおり、多様
た よ う

な働
はたら

く場
ば

の創出
そうしゅつ

が

求
も と

められています。また、短期間
た ん き か ん

で離職
り し ょ く

してしまう方
かた

も多
おお

いことから、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

に向
む

けた取組
と り く み

の一層
いっそう

の充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

○障
しょう

がい者枠
し ゃ わ く

での雇用
こ よ う

において、給料
きゅうりょう

が最低
さいてい

賃金
ちんぎん

のことが多
おお

い。また、非正規
ひ せ い き

の仕事
し ご と

も多
おお

く、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

につなげるのが難
むずか

しい。 

○障
しょう

がい者
し ゃ

になると就職
しゅうしょく

がかなり 難
むずか

しいので、就職
しゅうしょく

が決
き

まるまでの 間
あいだ

の経済的
けいざいてき

な

支援
し え ん

を手厚
て あ つ

くしてほしい。 

○就
つ

ける職種
しょくしゅ

が飲食業
いんしょくぎょう

や製造業
せいぞうぎょう

ばかりに感
かん

じる。IT などの業種
ぎょうしゅ

で雇用
こ よ う

を生
う

み出
だ

すこと

はできないか。 

○短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

など働
はたら

き方
かた

の選択肢
せ ん た く し

が広
ひろ

がれば障
しょう

がい者
し ゃ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

の機会
き か い

も増
ふ

えるの

ではないか。 

○軽度
け い ど

の障
しょう

がいの場合
ば あ い

、自分
じ ぶ ん

だけ「つらい」と言
い

いにくく、ハードな仕事
し ご と

をしてしまい

症状
しょうじょう

が悪化
あ っ か

してしまう場合
ば あ い

がある。相談
そうだん

しやすい職場
かんきょう

づくりが必要
ひつよう

。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

働
はたら

くことは、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

となるだけでなく、自己
じ こ

実現
じつげん

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

につながる

重要
じゅうよう

な取組
と り くみ

であり、権利
け ん り

です。 

障
しょう

がいのある人
ひと

が、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を利用
り よ う

しながら、自分
じ ぶ ん

の能力
のうりょく

を発揮
は っ き

し、生
い

き生
い

きと働
はたら

き続
つづ

けることができる社会
しゃかい

を目指
め ざ

して、関係
かんけい

機関
き か ん

や企業
き ぎ ょ う

等
と う

と連携
れんけい

しながら様々
さまざま

な取組
と り くみ

を

進
すす

めていきます。 

 

≪主
おも

な指標
し ひ ょ う

≫ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者数
い こ う し ゃ す う

 
  11 人    16 人  

 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ 働
はたら

く・働
はたら

きたい障
しょう

がい者
しゃ

の支援
し え ん

 

① 就労
しゅうろう

に関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

ハローワークや障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターといった関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

しな

がら、就労
しゅうろう

に関
かん

する悩
なや

みを抱
かか

える障
しょう

がいのある方
かた

が適切
てきせつ

な相談
そうだん

機関
き か ん

やサービス

等
と う

の利用
り よ う

につながり、希望
き ぼ う

する仕事
し ご と

や働
はたら

き方
かた

が実現
じつげん

できるよう努
つと

めます。 

② 誰
だれ

もが希望
き ぼ う

する働
はたら

き方
かた

の実現
じつげん

 

就労
しゅうろう

系
けい

サービスを適切
てきせつ

に提
てい

供
きょう

するとともに、関係
かんけい

機関
き か ん

や企業
き ぎ ょ う

等
と う

と連携
れんけい

しながら、

多様
た よ う

な仕事
し ご と

づくりや職場
し ょ く ば

体験
たいけん

等
と う

の取組
と り く み

を進
すす

め、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を目指す
め ざ す

方
かた

もそうでな

い方
かた

も、誰
だれ

もが希望
き ぼ う

する仕事
し ご と

や働
はたら

き方
かた

が選
えら

べる環境
かんきょう

づくりに努
つと

めます。 

 

２ 障
しょう

がい者
しゃ

を支
ささ

える企業
きぎょう

等
とう

の支援
し え ん

  

① 障
しょう

がい者
し ゃ

が働
はたら

きやすい職場
し ょ く ば

づくりの支援
し え ん

 

        障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

に積極的
せっきょくてき

な企業
き ぎ ょ う

等
と う

の取組
と り く み

や職場
し ょ く ば

における合理的
ご う り て き

配慮
はいり ょ

の事例
じ れ い

、

就労
しゅうろう

の定着
ていちゃく

に向
む

けた取組
と り く み

等
と う

の表彰
ひょうしょう

や周知
し ゅ う ち

啓発
けいはつ

等
と う

を通
つう

じ、企業
き ぎ ょ う

等
と う

における障
しょう

がい

理解
り か い

や合理的
ご う り て き

配慮
はいり ょ

の促進
そ く しん

、就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

の向上
こうじょう

に努
つと

めます。 

② 障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

の推進
すいしん

 

「障
しょう

がい者
し ゃ

活躍
かつやく

推進
すいしん

計画
けいかく

」に基
も と

づき、市
し

として障
しょう

がいのある方
かた

の雇用
こ よ う

や働
はたら

きや

すい職場
し ょ く ば

環境
かんきょう

づくりに努
つと

めます。また、ハローワークや障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

セン

ターといった関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

し、企業
き ぎ ょ う

等
と う

に対
たい

し相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
き ょ う か

を進
すす

め、

法定
ほうてい

雇用率
こ よ う り つ

や障
しょう

がい者
し ゃ

雇用数
こ よ う す う

の向上
こうじょう

、障
しょう

がい者
し ゃ

の労働
ろ う ど う

環境
かんきょう

の改善
かいぜん

等
と う

につなが

るよう努
つと

めます。 
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③ 福祉
ふ く し

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

と企業
き ぎ ょ う

、農家
の う か

等
と う

との連携
れんけい

の推進
すいしん

 

福祉
ふ く し

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

と企業
き ぎ ょ う

、農家
の う か

等
と う

とのつながりづくりを進
すす

め、企業
き ぎ ょ う

や農家
の う か

等
と う

からの

福祉
ふ く し

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

への業務
ぎ ょ うむ

や役務
え き む

、物品
ぶっぴん

等
と う

の発注
はっちゅう

・調達
ちょうたつ

等
と う

の推進
すいしん

に努
つと

めます。さらに、

連携
れんけい

した商品
しょうひん

等
と う

の開発
かいはつ

、販売
はんばい

といった取組
と り く み

の創出
そうしゅつ

につなげ、企業
き ぎ ょ う

や農家
の う か

等
と う

と

福祉
ふ く し

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

が支
さ さ

えあう地域
ち い き

づくりに努
つと

めます。 
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第
だい

６節
せつ

 障
しょう

がいのある子
こ

どもへの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

             

第
だい

１ 育成
いくせい

環境
かんきょう

                                           

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

 

○「支援
し え ん

の必要
ひつよう

なお子
こ

さんの福祉
ふ く し

に関
かん

するアンケート調査
ち ょ う さ

」では、子
こ

どもの発達
はったつ

課題
か だ い

や

障
しょう

がいに気
き

づいたきっかけとして、「市
し

で実施
じ っ し

する１歳
さい

６か月
げつ

健
けん

診
しん

、３歳
さい

６か月
げつ

健
けん

診
しん

」

との回答
かいとう

が 20.6％で最
もっと

も多
おお

く、乳幼児
にゅ う よ う じ

健
けん

診
しん

が発達
はったつ

課題
か だ い

の早期
そ う き

発見
はっけん

につながって

いると考
かんが

えられます。 

○子
こ

どもが発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいの診断
しんだん

を受
う

けたときの家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

として、手帳
て ち ょ う

制度
せ い ど

や各種
か く し ゅ

手当
て あ て

、利用
り よ う

できるサービスなどの福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の説明
せつめい

を求
も と

める声
こ え

が最
もっと

も多
おお

く、福祉
ふ く し

制度
せ い ど

のさらなる周知
し ゅ う ち

を図
はか

っていく必要
ひつよう

があります。 

○児
じ

童
ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービス、保育所
ほ い く し ょ

等
と う

訪問
ほうもん

支援
し え ん

などの障
しょう

がい児
じ

通所
つ う し ょ

支援
し え ん

の事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

は増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にありますが、利用者数
り よ う し ゃ す う

も大
おお

きく増加
ぞ う か

しており、依然
い ぜ ん

と

してニーズの充足
じゅうそく

には至
いた

っていません。障
しょう

がい児
じ

通所
つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

のさらなる充実
じゅうじつ

が

望
のぞ

まれています。 

○障
しょう

がい児
じ

通所
つ う し ょ

給付
きゅうふ

のほか、日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

（タイムケア）の実施
じ っ し

によって、

保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

を行
おこな

っていますが、アンケートの結果
け っ か

では保護者
ほ ご し ゃ

が就
しゅう

労
ろ う

しやすく

するための制度
せ い ど

の整備
せ い び

を求
も と

める声
こ え

が最
もっと

も多
おお

く、発達
はったつ

課題
か だ い

や障
しょう

がいのある子
こ

どもの

保護者
ほ ご し ゃ

は働
はたら

きにくさを感
かん

じていることがうかがえます。 

○これまで、教育
きょういく

における障
しょう

がい児
じ

等
と う

の受
う

け入
い

れ推進
すいしん

のための補助
ほ じ ょ

や市立
し り つ

学校
がっこ う

にお

ける特別
と くべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

支援員
し え ん い ん

の配置
は い ち

を行
おこな

ってきました。しかしながら、保護者
ほ ご し ゃ

が保育
ほ い く

・

教育
きょういく

施設
し せ つ

に対
たい

して望
のぞ

むこととして、未就学児
み し ゅ う が く じ

では加配
か は い

保育士
ほ い く し

等
と う

の配置
は い ち

・増員
ぞういん

、

就学児
し ゅ う が く じ

であれば障
しょう

がいや発達
はったつ

課題
か だ い

などに合
あ

わせた指導
し ど う

が最
もっと

も多
おお

くなっており、さら

なる充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 

○令和
れ い わ

３年
ねん

９月
がつ

に医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

支援法
し え ん ほ う

が施行
せ こ う

されるなど、医療的
い り ょ う て き

ケアの必要
ひつよう

な子
こ

ども

や重症
じゅうしょう

心
しん

身
しん

障
しょう

がい児
じ

など、より多
おお

くの支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもが必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

け

ながら地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくことのできる環境
かんきょう

の整備
せ い び

が求
も と

められています。 

 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫ 

 

 ○障
しょう

がいのある子
こ

どもがいる家庭
か て い

が孤立
こ り つ

しないような支援
し え ん

環境
かんきょう

が整備
せ い び

されることを望
のぞ

みます。なお、障
しょう

がいのある子
こ

どもの保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

は非常
ひ じ ょ う

に意義
い ぎ

があると考
かんが

え

ていますが、障
しょう

がいの程度
て い ど

が異
こ と

なると、逆
ぎゃく

に話
はなし

をしにくい側面
そくめん

もあり難
むずか

しさを感
かん

じ
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ます。 

 ○放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスの事業所
じ ぎ ょ う し ょ

がまだまだ不足
ふ そ く

しているように感
かん

じます。高校
こ う こ う

卒業後
そつぎ ょ うご

の進路
し ん ろ

の選択肢
せ ん た く し

が少
す く

なすぎます。 

○療育
りょういく

施設
し せ つ

を週
しゅう

に２回
かい

９時
じ

～13時
じ

で利用
り よ う

しています。保育所
ほ い く し ょ

も通
かよ

っていて８時
じ

～18

時
じ

まで利用
り よ う

しています。共
と も

働
ばたら

きなので、療育
りょういく

施設
し せ つ

の利用
り よ う

時間
じ か ん

も保育所
ほ い く し ょ

と同
おな

じだと 

とても助
たす

かります。 
 

 

≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

市
し

では、「みんなで育
はぐく

み、笑顔
え が お

が満
み

ちあふれた子
こ

どもが育
そだ

つまち」を子
こ

ども・子育
こ そ だ

て

分野
ぶ ん や

の目指
め ざ

す姿
すがた

として各種
かくしゅ

施策
し さ く

を進
すす

めてきました。 

障
しょう

がいのある子
こ

どもや支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりが、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けながら

適切
てきせつ

な教育
きょういく

を受
う

けることのできる学習
がくしゅう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や、早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の推進
すいしん

の

取組
と り くみ

に加
くわ

え、保護者
ほ ご し ゃ

の身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

介護
か い ご

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

など、家庭
か て い

全体
ぜんたい

への

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、育成
いくせい

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めていきます。 

 

＜主
おも

な指標
し ひ ょ う

＞ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

特別
と くべつ

支援員
し え ん い ん

配置校
は い ち こ う

の

割
わり

合
あい

 
93％ 100％ 

   ※会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

教育
きょういく

大綱
たいこう

・教育
きょういく

振興
しん こ う

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に定
さだ

める目標値
も く ひ ょ う ち

 

 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ 障
しょう

がいのある子
こ

どもの成長
せいちょう

に応
おう

じた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

① 療育
りょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

      乳幼児
にゅ う よ う じ

健
けん

診
しん

や発達
はったつ

相談
そうだん

などを通
つう

じて、保護者
ほ ご し ゃ

の気
き

づきを促
うなが

すことで、障
しょう

がい

や発達
はったつ

課題
か だ い

を早期
そ う き

発見
はっけん

できる体制
たいせい

を継続
けいぞく

するとともに、障
しょう

がい特性
と くせい

や医療的
い り ょ う て き

ケ

アの状況
じょうきょう

など、一人
ひ と り

ひとりのニーズに応
お う

じた専門的
せんもんてき

で適切
てきせつ

な療育
りょういく

が早期
そ う き

に受
う

けら

れるよう、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービスなどの療育
りょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

の充
じゅう

実
じつ

に

努
つと

めます。 

 

② 保育
ほ い く

・幼児
よ う じ

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

      障
しょう

がいのある子
こ

どもが身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で、同年代
どうねんだい

の子
こ

どもとともに過
す

ごすことがで

きる環境
かんきょう

を整
ととの

えるため、教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

等
と う

での受
う

け入
い

れ体制
たいせい

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めます。 
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③ 学校
がっこ う

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

      障
しょう

がいのある子
こ

ども一人
ひ と り

ひとりについて、適切
てきせつ

な就学
しゅうがく

の判断
はんだん

や教育
きょういく

に関
かん

する

相談
そうだん

を継続
けいぞく

するとともに、その子
こ

どもたちが適切
てきせつ

な支援
し え ん

のもと、教育
きょういく

を受
う

けられる

よう、合理的
ご う り て き

配慮
はいり ょ

の視点
し て ん

に基
も と

づいた教育
きょういく

環境
かんきょう

や学習
がくしゅう

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めます。 

 

２ 子育
こ そ だ

て支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

   

① 育成
いくせい

環境
かんきょう

の整備
せ い び

 

      障
しょう

がいのある子
こ

どもが、同年代
どうねんだい

の子
こ

どもとともに、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の中
なか

で暮
く

らし、学
まな

びや遊
あそ

びを通
つう

じて仲間
な か ま

をつくり、健
すこ

やかに成長
せいちょう

することができるよう、合理的
ご う り て き

配慮
はいり ょ

の視点
し て ん

に基
も と

づいた育成
いくせい

環境
かんきょう

の整
せい

備
び

に努
つと

めます。 

 

② 預
あず

かり機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある子
こ

どもを養育
よ うい く

している保護者
ほ ご し ゃ

の身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

や

安心
あんしん

して就労
しゅうろう

することができるよう、放課後
ほ う か ご

や長期
ち ょ う き

休業
きゅうぎょう

期間
き か ん

をはじめ、保護者
ほ ご し ゃ

の

急用
きゅうよう

時
じ

などに安心
あんしん

して子
こ

どもを預
あず

けることができる仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。  

  

③ 相談
そうだん

支援
し え ん

・情報
じょうほう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

障
しょう

がいのある子
こ

どもや障
しょう

がいの疑
うたが

いのある子
こ

どもの家族
か ぞ く

の不安
ふ あ ん

や悩
なや

みを受
う

け

止
と

め、必要
ひつよう

な支援
し え ん

につなぐことができるよう、子
こ

どもの発達
はったつ

・育児
い く じ

・教育
きょういく

や福祉
ふ く し

サ

ービスなどの様々
さまざま

な制度
せ い ど

について、気軽
き が る

に相談
そうだん

でき、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を手
て

に入
い

れるこ

とができる環境
かんきょう

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、教育
きょういく

・医療
い り ょ う

・福祉
ふ く し

など各分野
か く ぶ ん や

で連携
れんけい

を図
はか

りなが

ら、保護者
ほ ご し ゃ

を切
き

れ目
め

なく支援
し え ん

できる仕
し

組
く

みづくりに努
つと

めます。 
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第
だい

７節
せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

                          

第
だい

１ 地域
ち い き

生活
せいかつ

の基盤
き ば ん

づくり                                   

≪現状
げんじょう

と課題
か だ い

≫ 

○ヘルパーや通所
つ う し ょ

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

及
およ

び短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

の不足
ふ そ く

等
と う

により、本人
ほんにん

やその家族
か ぞ く

が希望
き ぼ う

する時間帯
じ か ん た い

や曜日
よ う び

にサービスが利用
り よ う

できないことがあるため、サービス提供
ていきょう

基盤
き ば ん

のさらなる充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 

○強度行動
き ょ う ど こ う ど う

障
しょう

がいや医療的
い り ょ う て き

ケアが必要
ひつよう

な人
ひ と

など、専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひ と

が

利用
り よ う

できるサービスが不足
ふ そ く

しているため、専門的
せんもんてき

なサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

が求
も と

められています。 

○障
しょう

がいのある人
ひ と

の高齢化
こ う れ い か

、障
しょう

がい程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

や親
おや

亡
な

き後
あと

に備
そな

えるとともに、

地域
ち い き

移行
い こ う

を推進
すいしん

するため、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

や地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょ てん

等
と う

の機能
き の う

のさらな

る充実
じゅうじつ

が求
も と

められています。 

○これまでの「子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て」、「介護
か い ご

」、「障
しょう

がい」、「生活
せいかつ

困窮
こんきゅう

」といった分野
ぶ ん や

別
べつ

の

支援
し え ん

体制
たいせい

では解決
かいけつ

に結
むす

びつかない複雑化
ふ く ざ つ か

・複合化
ふ く ご う か

した課題
か だ い

を抱
かか

えている人
ひ と

への

支援
し え ん

のあり方
かた

が、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で問題
もんだい

となっており、分野
ぶ ん や

を問
と

わない横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こ う ち く

することが求
も と

められています。 

○６年前
ねんまえ

と比較
ひ か く

し、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

は 32.３ポイント、自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
い り ょ う

（精神
せいしん

通院
つういん

）受給者数
じゅきゅうしゃすう

は 1２.３ポイント増加
ぞ う か

しています。精神
せいしん

疾患
しっかん

のある人
ひ と

の数
かず

は、

増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあり、その理解
り か い

や支援
し え ん

が求
も と

められています。 

○精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふ く し ほ う

改正
かいせい

（令和
れ い わ

４年
ねん

）によって、市町村
し ち ょ う そん

の精神
せいしん

保健
ほ け ん

に関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

の対象
たいしょう

に「精神
せいしん

保健
ほ け ん

に課題
か だ い

を抱
かか

える者
もの

」が新
あら

たに規定
き て い

されました。予防的
よ ぼ う て き

な観点
かんてん

か

ら、こころの不調
ふ ち ょ う

を感
かん

じている人
ひ と

への支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こ う ち く

することが求
も と

められています。 

 

≪障
しょう

がいのある人
ひと

とその家族
か ぞ く

等
とう

の声
こえ

≫  

○生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の定員
ていいん

がいっぱいで、なかなか利用
り よ う

できない。希望
き ぼ う

する事業所
じ ぎ ょ う し ょ

に

行
い

きたくても行
い

けず、空
あ

いているところを利用
り よ う

するしかない。 

○強度行動
き ょ う ど こ う ど う

障
しょう

がいの人
ひ と

や医療的
い り ょ う て き

ケアが必要
ひつよう

な人
ひ と

が、通所
つ う し ょ

や入所
にゅうしょ

できる事業所
じ ぎ ょ う し ょ

が少
す く

なく、足
た

りていません。 

○子
こ

どもを育
そだ

てる親
おや

として感
かん

じることは、将来
しょうらい

自分
じ ぶ ん

が高齢
こうれい

になった時
と き

や、いなくなった

時
と き

に、障
しょう

がいのある子
こ

どもが自立
じ り つ

して生活
せいかつ

できるのか、入所
にゅうしょ

できる施設
し せ つ

があるのか

心配
しんぱい

です。 

○困
こ ま

りごとがあったら、すぐに相談
そうだん

できるようにしてほしい。 
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≪施策
し さ く

の考
かんが

え方
かた

≫ 

  

誰
だれ

もが住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるようにするためには、地域
ち い き

生活
せいかつ

を送
お く

る

上
う え

で欠
か

かせないサービスの提供
ていきょう

基盤
き ば ん

を確保
か く ほ

し、生活
せいかつ

に関
かん

する様々
さまざま

な相談
そうだん

に対応
たいおう

する

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を整備
せ い び

することが重要
じゅうよう

と考
かんが

えています。 

今後
こ ん ご

も、サービス提供
ていきょう

基盤
き ば ん

や地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょ てん

等
と う

の機能
き の う

の充実
じゅうじつ

に加
く わ

え、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、複雑化
ふ く ざ つ か

・複合化
ふ く ご う か

した課題
か だ い

を抱
かか

えている人
ひ と

、精神
せいしん

疾患
しっかん

のある人
ひ と

やこころの不調
ふ ち ょ う

を感
かん

じている人
ひ と

に対
たい

する理解
り か い

の普及
ふきゅう

と地域
ち い き

全体
ぜんたい

で支援
し え ん

する体制
たいせい

の構築
こ う ち く

に努
つと

めます。 

 

＜主
おも

な指標
し ひ ょ う

＞ 

項
こ う

 目
も く

 現状
げんじょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

） 目標
もくひょう

（令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

） 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

に定
さだ

める

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

からの地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

目標値
も く ひ ょ う ち

の達成率
たっせいりつ

 

１３３％ １００％ 

 

 

≪基本
き ほ ん

施策
し さ く

≫ 

１ 地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

える支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

① サービス提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいにかかる各種
か く し ゅ

福祉
ふ く し

サービスについて、障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

に基
も と

づきサービス提供
ていきょう

基盤
き ば ん

のさらなる充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、強度行動
き ょ う ど こ う ど う

障
しょう

がいや医療的
い り ょ う て き

ケアが必要
ひつよう

な人
ひ と

など、専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする人
ひ と

が、地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう、専門的
せんもんてき

なサービス提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、障
しょう

がいのある人
ひ と

の高齢化
こ う れ い か

、障
しょう

がい程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

や親
おや

亡
な

き後
あと

に備
そな

え、地域
ち い き

移行
い こ う

を推進
すいしん

するため、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょ てん

等
と う

の機能
き の う

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

② 経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

への支援
し え ん

 

障
しょう

がいに応
お う

じた利用
り よ う

可能
か の う

な手当
て あ て

や助成
じ ょせい

制度
せ い ど

等
と う

による支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。また、

市政
し せ い

だよりやホームページへの掲載
けいさい

等
と う

、様々
さまざま

な手法
し ゅほ う

により制度
せ い ど

の周知
し ゅ う ち

及
およ

び利用
り よ う

促進
そ く しん

に努
つと

めます。  
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③ 横断的
おうだんてき

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある人
ひ と

や複雑化
ふ く ざ つ か

・複合化
ふ く ご う か

した課題
か だ い

を抱
かか

えている人
ひ と

の地域
ち い き

における様々
さまざま

な困
こ ま

りごとに対応
たいおう

できるよう、地域
ち い き

住民
じゅうみん

や様々
さまざま

な分野
ぶ ん や

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を推進
すいしん

し、分野
ぶ ん や

を問
と

わない横断的
おうだんてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

２ 相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

  

① 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がいのある人
ひ と

の生活
せいかつ

に関
かん

する様々
さまざま

な相談
そうだん

に対応
たいおう

するとともに、困
こ ま

りごとを抱
かか

え

ている人
ひ と

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

対応
たいおう

を行
おこな

うため、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

また、中核的
ちゅうかくてき

な相談
そうだん

機関
き か ん

である障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そ うごう

相談
そうだん

窓口
ま どぐ ち

において、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

の開催
かいさい

等
と う

を行
おこな

うことによって、相談
そうだん

機関
き か ん

のスキルアッ

プに努
つと

めます。 

 

３ 精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

に関
かん

する支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

  

① こころの健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

 

精神
せいしん

障
しょう

がいの有無
う む

や程度
て い ど

に関
かか

わらず、自分
じ ぶ ん

を大切
たいせつ

にしながらこころの健康
けんこう

づく

りができるよう、ストレスの対処
たいし ょ

や精神
せいしん

疾患
しっかん

に関
かん

する正
ただ

しい理解
り か い

の普及
ふきゅう

を目的
も くて き

とし

た周知
し ゅ う ち

啓発
けいはつ

に努
つと

めます。 

 

② 精神
せいしん

保健
ほ け ん

相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

ストレスや不安
ふ あ ん

の多
おお

い社会
しゃかい

の中
なか

で、ひとりで思
おも

い悩
なや

み、こころの問題
もんだい

が深刻化
し ん こ く か

し

ないよう、こころの不調
ふ ち ょ う

を感
かん

じている人
ひ と

の問題
もんだい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

対応
たいおう

につながる

相談
そうだん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 

 

③ 包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

精神
せいしん

疾患
しっかん

のある人
ひ と

やこころの不調
ふ ち ょ う

を感
かん

じている人
ひ と

が、地域
ち い き

の一員
いちいん

として安心
あんしん

し

て自分
じ ぶ ん

らしい暮
く

らしができるよう「保健
ほ け ん

・予防
よ ぼ う

」、「医療
い り ょ う

」、「障
しょう

がい福祉
ふ く し

・介護
か い ご

」、「住
す

まい」、「地域
ち い き

の支
さ さ

え合
あ

い」、「教育
きょういく

（障
しょう

がい理解
り か い

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

）」、「社会
しゃかい

参加
さ ん か

」等
と う

が

確保
か く ほ

された包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 
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第
だ い

３章
し ょ う

 
 

 

第
だい

１節
せつ

 基本的
き ほ ん て き

な考
かんが

え方
かた

 

第
だい

2節
せつ

 前計画
ぜんけいかく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

   

第
だい

3節
せつ

 基本的
きほんてき

な障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の 

確保
か く ほ

のための目標
もくひょう

（成果
せ い か

目標
もくひょう

）について 

第
だい

4節
せつ

 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスと障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援
し え ん

等
とう

の 

見込量
みこみりょう

及
およ

び確
かく

保
ほ

策
さく

について 

第
だい

５節
せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

に関
かん

する事
じ

項
こう

 

第
だい

６節
せつ

 関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

に関
かん

する事項
じ こ う

 

 

 

第
だ い

７期
き

障
し ょ う

がい福祉
ふ く し

計画
け い か く

 

第
だ い

３期
き

障
し ょ う

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

 



 

 

第
だい

１節
せつ

 基本的
き ほ ん て き

な考
かんが

え方
かた

                            

  「障
しょう

がい者
し ゃ

計画
けいかく

」の目標
もくひょう

を達成
たっせい

するためには、障
しょう

がいのある人
ひと

や障
しょう

がいのある子
こ

ど 

もが社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

むうえで必要
ひつよう

となる障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
と う

を安心
あんしん

して利用
り よ う

できる 

体制
たいせい

が重要
じゅうよう

です。 

   第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

においては、国
くに

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

に基
もと

づ  

いて次
つぎ

に掲
かか

げる「基本
き ほ ん

的
てき

な考
かんが

え方
かた

」を設定
せってい

します。 

【第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

の基本的
き ほ ん て き

な考
かんが

え方
かた

】 

１ 障
しょう

がいのある人
ひと

が、訪問
ほうもん

や通所
つ う し ょ

等
と う

いつでも希望
き ぼ う

するサービスを受
う

けることができ 

る体制
たいせい

づくりを推進
すいしん

します。 

２ 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

移行
い こ う

や地域
ち い き

定着
ていちゃく

をより一層
いっそう

推進
すいしん

するため、グループホーム 

や地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

の機能
き の う

充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

が安定
あんてい

した生活
せいかつ

を送
お く

れるよう、特
と く

に、強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいや高次
こ う じ

脳機
の う き

 

能
のう

障
しょう

がいの人
ひと

への支援
し え ん

体制
たいせい

づくりに向
む

け、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を推進
すいしん

します。 

４ 障
しょう

がいのある人
ひと

の就労
しゅうろう

が進
すす

むよう、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

のもと支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を 

図
はか

りながら、取
と

り組
く

みを推進
すいしん

します。 

５ 地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

における事例
じ れ い

検討
けんとう

などを通
つう

じ、地域
ち い き

課題
か だ い

の把握
は あ く

とその解決
かいけつ

 

に向
む

けた支援
し え ん

体制
たいせい

づくりを進
すす

めます。 

【第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の基本的
き ほ ん て き

な考
かんが

え方
かた

】 

１ 障
しょう

がいのある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

が、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で希望
き ぼ う

するサービスを受
う

けること 

ができる体制
たいせい

づくりを推進
すいしん

します。 

２ 保育
ほ い く

、保健
ほ け ん

医療
いりょう

、教育
きょういく

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

など、障
しょう

がいのある子
こ

どもを支援
し え ん

する関係
かんけい

機関
き か ん

 

と緊密
きんみつ

な連携
れんけい

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

３ 障
しょう

がいの有無
う む

に関
かか

わらず、様々
さまざま

な遊
あそ

びなどを通
つう

じて共
とも

に過
す

ごし、それぞれの子
こ

 

どもが互
たが

いに学
まな

び合
あ

うことができる地域
ち い き

づくりを推進
すいしん

します。 

４ 重
おも

い障
しょう

がいや強度行動
き ょ う ど こ う ど う

障
しょう

がいのある子
こ

ども、医療的
いり ょ うてき

なケアの必要
ひつよう

な子
こ

どもなど、 

特別
と くべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもの支援
し え ん

体制
たいせい

づくりを推進
すいしん

します。 

５ 障
しょう

がいのある子
こ

どもが安定
あんてい

した生活
せいかつ

が送
お く

れるよう、その家族
か ぞ く

を含
ふく

めた支援
し え ん

の中核
ちゅうかく

 

となる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

のさらなる充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 
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第
だい  

２節
せつ

 前計画
ぜんけいかく

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

                         

第
だい  

１ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

                       

  

ここでは、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（障
しょう

がい者
し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

）に入所
にゅうしょ

している人
ひと

が、希望
き ぼ う

する場所
ば し ょ

で生活
せいかつ

す

るための目標
もくひょう

と取組
と り く み

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

【地域
ち い き

生活
せいかつ

移行者数
い こ う し ゃ す う

並
なら

びに入所者
にゅうしょしゃ

削減数
さくげんすう

】 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備
び

 考
こう

  

基準日
き じ ゅ ん び

 

入所者数
にゅうしょしゃすう

① 
12１人

にん

 令和元
れ い わ が ん

年度末
ね ん ど ま つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

② 

（②/①） 

８人
にん

 

（6.0％） 

３人
にん

 

（2.4％） 

４人
にん

 

（3.3％） 

グループホーム２人
にん

 

自宅
じ た く

２人
にん

 

入所者
にゅうしょしゃ

 

削減数
さくげんすう

③ 

（③/①） 

11人
にん

 

（9.0％） 

２人
にん

 

（1.6％） 

△６人
にん

 

（△4.9％） 

地域
ち い き

生活
せいかつ

移行者
い こ う し ゃ

数
すう

４人
にん

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

以外
い が い

の退
たい

所者
しょしゃ

数
すう

11人
にん

 

新規
し ん き

入所者数
にゅうしょしゃすう

21人
にん

 

 

【参考
さんこう

：第
だい

１期
き

計画
けいかく

から第
だい

５期
き

計画
けいかく

までの実績
じっせき

】 

 第
だい

１期
き

計画
けいかく

 

H18～20 

第
だい

２期
き

計画
けいかく

 

H21～23 

第
だい

３期
き

計画
けいかく

 

H24～26 

第
だい

４期
き

計画
けいかく

 

H27～29 

第
だい

５期
き

計画
けいかく

 

H30～R2 

累計
るいけい

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

 
４人
にん

 ９人
にん

 ７人
にん

 ６人
にん

 ６人
にん

 32人
にん

 

入所者
にゅうしょしゃ

 

削減数
さくげんすう

 
４人
にん

 ６人
にん

 ３人
にん

 11人
にん

 △６人
にん

 18人
にん
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２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

 〇地域
ち い き

における支援
し え ん

体制
たいせい

の維持
い じ

 

居宅
き ょ た く

介護
か い ご

等
と う

の訪問
ほうもん

系
けい

サービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

、24時間
じ か ん

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

や緊
きん

急時
きゅ うじ

対応
たいおう

体制
たいせい

の維持
い じ

に努めました
つ と         

。 

しかし、依然
い ぜ ん

として訪問
ほうもん

系
けい

サービスの不足
ふ そ く

は課題
か だ い

となっており、提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が

必要
ひつよう

です。また、緊急
きんきゅう

時
じ

の受入
うけいれ

や地域
ち い き

生活
せいかつ

の体験
たいけん

等
と う

の機能
き の う

を持
も

つ地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

の活用
かつよう

も重要
じゅうよう

であることから、その機能
き の う

を拡充
かくじゅう

させていく必要
ひつよう

があります。 

 

○障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

 

障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

を提供
ていきょう

できる障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

や相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の確保
か く ほ

を推進
すいしん

するため、障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

するなど、

人材
じんざい

の育成
いくせい

に努
つと

めました。しかし、強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいのある人
ひと

や医療
い り ょ う

的
てき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

への支援
し え ん

体制
たいせい

は充足
じゅうそく

しておらず、さらなる支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

が必要
ひつよう

です。 

 

○グループホームの整備
せ い び

促進
そくしん

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

の受
う

け皿
ざら

として、グループホーム数
すう

のさらなる拡充
かくじゅう

に向
む

け、事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

に対
たい

      

し働
はたら

きかけを行
おこな

い、グループホーム数
すう

が増加
ぞ う か

しました。 

一方
いっぽう

で、未経験者
み け い け ん し ゃ

がグループホームの世話人
せ わ に ん

を担
にな

う場合
ば あ い

もあることから、指定権者
し て い け ん じ ゃ

 

である県
けん

と連携
れんけい

し、支援
し え ん

の質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

の利用
り よ う

推進
すいしん

 

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

及
およ

び精神科
せ い し ん か

病院
びょういん

入院者
にゅういんしゃ

に対し
たい   

地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

に向けた
む   

相談
そうだん

支援
し え ん

、グルー

プホームや日中
にっちゅう

系
けい

活動
かつどう

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の見学
けんがく

など、地域
ち い き

における生活
せいかつ

に移行
い こ う

するための支援
し え ん

を

行い
おこな  

ました。 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に加
くわ

え、その後
ご

の安定
あんてい

した生活
せいかつ

を支
さ さ

える地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

も必要
ひつよう

です。 

 

○市
し

民
みん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

だよりや福祉
ふ く し

のまちづくり講演会
こうえんかい

等
と う

を通
つう

じて、障
しょう

がいや障
しょう

がい 

のある人
ひと

への理解
り か い

が深
ふか

まるよう啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

いました。 

今後
こ ん ご

さらに理解
り か い

が深
ふか

まるよう、取
と り

組
くみ

を継続
けいぞく

する必要
ひつよう

があります。 
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第２
だい   

 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

   

 

ここでは、精神障
せいしんしょう

がい者
し ゃ

が地域
ち い き

の一員
いちいん

として、安心
あんしん

して自分
じ ぶ ん

らしい暮
く

らしができるよう、

「保健
ほ け ん

・予防
よ ぼ う

」「医療
い り ょ う

」「障
しょう

がい福祉
ふ く し

・介護
か い ご

」「住まい
す   

」「地域
ち い き

の助け
たす   

合い
あ  

・教育
きょういく

（障
しょう

がい理解
り か い

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

）」「社会
しゃかい

参加
さ ん か

（就労
しゅうろう

）」が包括的
ほうかつてき

に確保
か く ほ

された地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムを構築
こ う ち く

す

るための目標
もくひょう

と取組
と り く み

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

 

（１）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回数
かいすう

 

 市
し

目標値
もくひょうち

 
実績値
じ っ せ き ち

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

年間
ねんかん

開催
かいさい

回数
かいすう

 
年
ねん

２回
かい

 

精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケ

アシステム構築
こうちく

検討
けんとう

ワーキングチーム 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 相談
そうだん

部会
ぶ か い

 

５回
かい

 ４回
かい

 ※４回
かい

 

 ※地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

相談
そうだん

部会
ぶ か い

において精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムに

関
かん

する協議
き ょ う ぎ

を行
おこな

った回数
かいすう

 

 

（２）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

への関係者
かんけいしゃ

の参加者数
さ ん か し ゃ す う

  

関係
かんけい

分野
ぶ ん や

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

保健
ほ け ん

関係者
かんけいしゃ

 １人
にん

 ２人
にん

 
令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の間
あいだ

に開催
かいさい

した「精神
せいしん

障
しょう

がいにも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム

構築
こうちく

検討
けんとう

ワーキングチーム」及
およ

び

「地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 相談
そうだん

部会
ぶ か い

」への参加者
さ ん か し ゃ

の実人数
じつにんずう

 

医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

 ８人
にん

 ６人
にん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

関係者
かんけいしゃ

 17人
にん

 ２１人
にん

 

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

 ２人
にん

 ２人
にん

 

介護
か い ご

関係者
かんけいしゃ

 １人
にん

 ２人
にん

 

当事者
と う じ し ゃ

及
およ

び家族
か ぞ く

等
とう

 ２人
にん

 ０人
にん

 

 

（３）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

における目標
もくひょう

設定
せってい

及び
およ   

評価
ひょうか

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

 市
し

目標値
も く ひ ょ う ち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

実施
じ っ し

回数
かいすう

 ２回
かい

 ２回
かい

 目標
もくひょう

設定
せってい

及
およ

び評価
ひょうか

 各
かく

１回
かい
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（４）精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

の見込み
み こ  

数
すう

 

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 ４人
にん

 ０人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の間
あいだ

に

各
かく

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

した

精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

の実人数
じつにんずう

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 ２人
にん

 ０人
にん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 134人
にん

 １２２人
にん

 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 ５人
にん

 ０人
にん

 

 

 

２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

○保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

の相談
そうだん

部会
ぶ か い

に加
くわ

え、精神
せいしん

障
しょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア

システム構築
こ う ち く

検討
けんとう

ワーキングチームを新
あら

たに設置
せ っ ち

し、保健
ほ け ん

、医療
い り ょ う

及
およ

び福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

等
と う

を交
まじ

え、精神
せいしん

障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

な支援
し え ん

機能
き の う

等
と う

に

ついて協議
き ょ う ぎ

を行
おこな

いました。 

今後
こ ん ご

は、協議
き ょ う ぎ

結果
け っ か

を踏
ふ

まえ設置
せ っ ち

した、地域
ち い き

生活
せいかつ

に特
と く

に不安
ふ あ ん

を抱
かか

える障
しょう

がいのある

人
ひと

の支援
し え ん

方策
ほ う さ く

を協議
き ょ う ぎ

する「支援者
し え ん し ゃ

会議
か い ぎ

」を活用
かつよう

し、課題
か だ い

の解決
かいけつ

を図
はか

るとともに、その

個別
こ べ つ

課題
か だ い

の積
つ

み重
かさ

ねから分析
ぶんせき

し、見
み

えてくる地域
ち い き

課題
か だ い

の整理
せ い り

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があり

ます。 

 

○グループホームの整備
せ い び

促進
そくしん

 

  ※再
さい

掲
けい

（P５１参照） 

 

○地域
ち い き

生活
せいかつ

移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

としてアパート等
とう

を希望
き ぼ う

する人
ひと

への支援
し え ん

 

アパートや公営
こうえい

住宅
じゅうたく

等
と う

での一人
ひ と り

暮らし
ぐ   

を希望
き ぼ う

する人
ひと

を支援
し え ん

するため、居宅
き ょ た く

介護
か い ご

等
と う

の訪問
ほうもん

系
けい

サービスの拡充
かくじゅう

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじ ょ

の整備
せ い び

に向
む

け、事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

に対
たい

しニーズや

実態
じったい

を踏
ふ

まえた説明会
せつめいかい

の機会
き か い

を設
もう

けました。 

しかし、依然
い ぜ ん

として、訪問
ほうもん

系
けい

サービスはヘルパー不足
ぶ そ く

により希望
き ぼ う

する時間帯
じ か ん た い

に利用
り よ う

できない場合
ば あ い

があり、また、自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじ ょ

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の整
せい

備
び

には至
いた

らなかったため、引
ひ

き

続
つづ

き、事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

に対
たい

し、指定権者
し て い け ん じ ゃ

である県
けん

と連携
れんけい

し、整備
せ い び

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

 

-53-



 

 

 

○相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

と地域障
ちいき し ょ う

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せ っ ち

を継続
けいぞく

しつつ、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

と連携
れんけい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の生活
せいかつ

に関
かん

する様々
さまざま

な相談
そうだん

に対応
たいおう

してきました。 

地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

については、２ヶ所
し ょ

増設
ぞうせつ

し充実
じゅうじつ

を図
はか

ったところですが、

未設置
み せ っ ち

圏域
けんいき

への設置
せ っ ち

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

また、地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

を推進
すいしん

するため、地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

等
と う

を提供
ていきょう

する一般
いっぱん

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の拡充
かくじゅう

や、ピアサポーターによる当事者
と う じ し ゃ

に寄添
よ り そ

った相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○アウトリーチ支援
し え ん

の推進
すいしん

 

困
こ ま

りごとを抱
かか

えた障
しょう

がいのある人
ひと

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

対応
たいおう

を行
おこな

うため、障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

、地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

したアウトリーチ支援
し え ん

を継続
けいぞく

して実施
じ っ し

しました。 

引
ひ

き続
つづ

き、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

、地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター、医療
い り ょ う

機関
き か ん

及
およ

び精神科
せ い し ん か

訪問
ほうもん

看護
か ん ご

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

をはじめとした関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

したアウトリーチ支援
し え ん

を推進
すいしん

する必要
ひつよう

があります。 

 

○地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

の利用
り よ う

推進
すいしん

 

   ※再
さい

掲
けい

（P５１参照） 

 

○市
し

民
みん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

※再
さい

掲
けい

（P５１参照） 
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第
だい

３ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

が有
ゆう

する機能
き の う

の充実
じゅうじつ

                         

 

ここでは、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

の整備
せ い び

と機能
き の う

充実
じゅうじつ

を図
はか

るための目標
もくひょう

と取組
と り く み

内容
ないよう

を

設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

【地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

整備
せ い び

数
すう

及
およ

び拠点
きょてん

等
とう

の検証
けんしょう

】 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 

地域生活支援
ち い き せ い か つ し え ん

拠点
きょてん

等
とう

整備数
せ い び す う

 
１つ以上

いじょう

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

機能
き の う

等
とう

の

面的
めんてき

整備
せ い び

の

推進
すいしん

、機能
き の う

のさ

らなる充実
じゅうじつ

 

・届出制
とどけでせい

の導入
どうにゅう

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

 

・緊急
きんきゅう

時
じ

対応
たいおう

機能
き の う

の拡充
かくじゅう

 

・体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の検討
けんとう

 

・専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

・地域
ち い き

の体制
たいせい

づくりの継続
けいぞく

 

地域生活支援
ち い き せ い か つ し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の検証
けんしょう

 
年
ねん

１回
かい

以上
いじょう

 年
ねん

１回
かい

以上
いじょう

 

・ 地域
ち い き

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょうぎ

会
かい

に て

拠点
きょてん

状 況
じょうきょう

の報告
ほうこく

及
およ

び 

検証
けんしょう

を実施
じ っ し

 

 

２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

と検証
けんしょう

 

 

○相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

 

障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による 24

時間
じ か ん

対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を維持
い じ

しました。 

また、緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない人
ひと

を事前
じ ぜ ん

に把握
は あ く

し、緊急
きんきゅう

時
じ

の連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな

うコー

ディネート機能
き の う

について、障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

、地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

及
およ

び相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

に機能
き の う

を分散
ぶんさん

付加
ふ か

し、面的
めんてき

整備
せ い び

を推進
すいしん

しました。 

今後
こ ん ご

も、未設置
み せ っ ち

圏域
けんいき

への地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の増設
ぞうせつ

に取
と

り組
く

むとともに、コーデ

ィネート機能
き の う

の面的
めんてき

整備
せ い び

に向
む

け、さらに多
おお

くの相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

に働
はたら

きかけを行
おこな

う必要
ひつよう

があります。 
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○緊急
きんきゅう

対応
たいおう

機能
き の う

の拡充
かくじゅう

 

介護者
か い ご し ゃ

の急病
きゅうびょう

等
と う

で支援
し え ん

が受
う

けられない場合
ば あ い

に対応
たいおう

できるよう、継続
けいぞく

して緊急
きんきゅう

時
じ

入所
にゅうしょ

事業
じ ぎ ょ う

を実施
じ っ し

しました。また、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

へ地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

として緊急時
きんきゅうじ

受入
うけいれ

機能
き の う

の提供
ていきょう

について働
はたら

きかけを行
おこな

いました。引
ひ

き続
つづ

き、機能
き の う

拡充
かくじゅう

に向
む

け多
おお

くの

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の参加
さ ん か

が必要
ひつよう

です。 

 

○体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の検討
けんとう

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

体験
たいけん

の受
う

け皿
ざら

となるグループホーム数
すう

の増加
ぞ う か

及
およ

びグループホームの体験
たいけん

利用
り よ う

が増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあります。これにより地域
ち い き

生活
せいかつ

体験
たいけん

事業
じ ぎ ょ う

の利用
り よ う

減少
げんしょう

が続
つづ

いているこ

とから、今後
こ ん ご

、当該
とうがい

事業
じ ぎ ょ う

の再編
さいへん

等
と う

の検討
けんとう

が必要
ひつよう

です。 

 

○専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・養成
ようせい

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

が実施
じ っ し

する研修
けんしゅう

等
と う

を継続
けいぞく

して実施
じ っ し

し、精神
せいしん

障
しょう

がいや強
きょう

度
ど

行
こ う

動
ど う

障
しょう

がいのある人
ひと

に対応
たいおう

できる相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の育成
いくせい

・確保
か く ほ

に努
つと

めました。 

今後
こ ん ご

も継続
けいぞく

した取組
と り く み

が必要
ひつよう

です。 

 

○地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

地域
ち い き

における関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

を強化
き ょ うか

し、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

でき

る体制
たいせい

づくりを推進
すいしん

するため、サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

ごとに担
にな

える拠点
き ょてん

機能
き の う

について、市
し

への

届出制
とどけでせい

を導入
どうにゅう

し機能
き の う

拡充
かくじゅう

を図
はか

りました。 

引
ひ

き続
つづ

き、登録
と う ろ く

事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

の拡充
かくじゅう

を図
はか

るため、説明会
せつめいかい

の開催
かいさい

や周知
し ょ う ち

方法
ほうほう

の工夫
く ふ う

等
と う

が

必要
ひつよう

です。 

 

○地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の検証
けんしょう

等
とう

 

運用
うんよう

状況
じょうきょう

の検証
けんしょう

等
と う

を行
おこな

うため、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

において実績
じっせき

の報告
ほ う こ く

を毎年
まいとし

行
おこな

いました。 

今後
こ ん ご

も親
おや

亡
な

き後
あと

支援
し え ん

のニーズや地
ち

域
いき

移
い

行
こ う

者
し ゃ

の拡大
かくだい

が想定
そうてい

されることから、定
てい

期
き

的
てき

に

検証
けんしょう

し、地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

の機能
き の う

拡充
かくじゅう

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 
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第
だい

４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

                         

   

  ここでは、就労
しゅうろう

系
けい

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

において一定
いってい

期間
き か ん

の訓練
くんれん

を利用
り よ う

した後
のち

、一般
いっぱん

企業
き ぎ ょ う

へ就労
しゅうろう

する人数
に ん ず

の目標
もくひょう

と取組
と り く み

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

【福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

】 

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

基準
きじゅん

就労数
しゅうろうすう

 10人
にん

 10人
にん

 － 令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 

第
だい

６期
き

計画
けいかく

 

就労数
しゅうろうすう

 

13人
にん

 

(基準数
きじゅんすう

の

1.27倍
ばい

以上
いじょう

) 

13人
にん

 ３人 

令和２年度４人 

令和３年度８人 

令和４年度２人 

※基準
きじゅん

就労数
しゅうろうすう

とは平成
へいせい

28年度
ね ん ど

において生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

した人
ひと

の数
かず

 

 

（参考
さんこう

） 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の移行
い こ う

に向けた
む   

実績
じっせき

 

第１期
だい  き 

計画
けいかく

 

Ｈ18～20 

第２期
だい  き  

計画
けいかく

 

Ｈ21～23 

第３期
だい  き  

計画
けいかく

 

Ｈ24～26 

第 4 期
だ い  き

計画
けいかく

 

Ｈ27～29 

第 5 期
だ い  き

計画
けいかく

 

Ｈ30～Ｒ２ 

第
だい

６期
き

計画
けいかく

 

Ｒ３～５ 

７人
にん

 16人
にん

 19人
にん

 27人
にん

 22人
にん

 集 計 中
しゅうけいちゅう

 

 

【就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用者数
り よ う し ゃ す う

】 

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

基準
きじゅん

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

利用者数
り よ う し ゃ す う

 

23人
にん

 23人
にん

 － 令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

利用者数
り よ う し ゃ す う

 

34人
にん

 

(令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

末
まつ

利用者数
り よ う し ゃ す う

1.3倍
ばい

以上
いじょう

増
ぞう

) 

34人
にん

 26人
にん

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

24人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

28人
にん

 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

26人
にん
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【就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（A型
がた

）の利用者数
り よ う し ゃ す う

】 

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

基準
きじゅん

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（A型
がた

）利用者数
り よ う し ゃ す う

 
64人

にん

 64人
にん

 － 令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（A

型
がた

）利用者数
り よ う し ゃ す う

 

81人
にん

 

(令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

末
まつ

利用者数
り よ う し ゃ す う

1.26倍
ばい

以上
いじょう

増
ぞう

) 

76人
にん

 60人
にん

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

65人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

63人
にん

 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

57人
にん

 

 

 

【就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（B型
がた

）の利用者数
り よ う し ゃ す う

】 

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

基準
きじゅん

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（B型
がた

）利用者数
り よ う し ゃ す う

 
397人

にん

 397人
にん

 － 令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（B

型
がた

）利用者数
り よ う し ゃ す う

 

489人
にん

 

(令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

末
まつ

利用者数
り よ う し ゃ す う

1.23倍
ばい

以上
いじょう

増
ぞう

) 

494人
にん

 390人
にん

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

388人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

374人
にん

 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

383人
にん

 

 

 

 

【就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

による職場
しょくば

定着率
ていちゃくりつ

】
）

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の

利用率
り よ う り つ

 
７割
わり

以上
いじょう

 ７割
わり

以上
いじょう

 －割
わり

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

５割
わり

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

４割
わり

 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

－割
わり

 

就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

８割
わり

以上
いじょう

の事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 
７割
わり

以上
いじょう

 ７割
わり

以上
いじょう

 －割
わり

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

－割
わり

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

－割
わり

 

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

－割
わり
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２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

○就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

  相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

や就労
しゅうろう

系
けい

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

をはじめ、ハローワーク、障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

セ

ンター、特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

など関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

しながら、適切
てきせつ

な障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスや

相談
そうだん

・支援
し え ん

機関
き か ん

等
と う

の利用
り よ う

をすすめ、障
しょう

がいのある方
かた

の就労
しゅうろう

の機会
き か い

の創出
そうしゅつ

や生活
せいかつ

・社会
しゃかい

参加
さ ん か

の場
ば

づくりに取
と

り組
く

みました。 

   就労
しゅうろう

系
けい

サービスの利用
り よ う

にあたっては、引
ひ

き続
つづ

き関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と現状
げんじょう

や課題
か だ い

を共有
きょうゆう

しな

がら、利用
り よ う

ニーズに対
たい

して必要
ひつよう

な供給
きょうきゅう

につなげられるよう取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○就労
しゅうろう

支援
し え ん

ネットワークの強化
きょうか

・理解
り か い

促進
そくしん

 

   就労
しゅうろう

に向
む

けた課題
か だ い

や悩
なや

みを抱
かか

える方々
かたがた

を適切
てきせつ

な支援
し え ん

につなげられるよう、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

や障
しょう

がい者
し ゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

促進
そくしん

会議
か い ぎ

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

などを通
つう

じ、支援
し え ん

機関
き か ん

や企業
き ぎ ょ う

等
と う

と現状
げんじょう

や課題
か だ い

を共有
きょうゆう

しながら、連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
き ょ うか

や

研修
けんしゅう

を通
つう

じた人材
じんざい

育成
いくせい

等
と う

に取
と

り組
く

みました。 

引
ひ

き続
つづ

き、関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

の連携
れんけい

強化
き ょ うか

に努
つと

め、就労
しゅうろう

支援
し え ん

ネットワークの更
さら

なる充実
じゅうじつ

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

 

○多様
た よ う

な就労
しゅうろう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

 

  特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

や企業
き ぎ ょ う

等
と う

における職場
し ょ く ば

体験
たいけん

をはじめ、農業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

との連携
れんけい

強化
き ょ うか

など、

企業
き ぎ ょ う

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

を図
はか

りながら、多様
た よ う

な形態
けいたい

の就労
しゅうろう

の場
ば

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めました。 

   今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き、企業
き ぎ ょ う

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

とともに、誰
だれ

もが自分
じ ぶ ん

らしく活躍
かつやく

できる就労
しゅうろう

の場
ば

づくりに向
む

け、仕事
し ご と

の切
き

り出
だ

しや創出
そうしゅつ

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○企業
きぎょう

に対
たい

する障
しょう

がい理解
り か い

の促進
そくしん

及び相談
そうだん

支援
し え ん

窓口
まどぐち

の周知
しゅうち

 

  地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

や障
しょう

がい者
し ゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

促進
そくしん

会議
か い ぎ

等
と う

と連携
れんけい

しながら、障
しょう

がい理解
り か い

に向
む

けた啓発
けいはつ

や障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

に関
かん

する各種
か く し ゅ

優遇
ゆうぐう

制度
せ い ど

、相談
そうだん

窓口
まどぐち

などを企業
き ぎ ょ う

等
と う

へ周知
し ゅ う ち

しました。また、障
しょう

がいのある人
ひと

の職場
し ょ く ば

体験
たいけん

の成果
せ い か

の共有
きょうゆう

や受
う

け入
い

れ先
さき

の拡充
かくじゅう

、障
しょう

がい

者
し ゃ

雇用
こ よ う

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

む企業
き ぎ ょ う

の表彰
ひょうしょう

等
と う

を行
おこな

い、企業
き ぎ ょ う

の障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

の理解
り か い

促進
そくしん

に努
つと

めました。 

   引
ひ

き続
つづ

き、関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

しながら、障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

の推進
すいしん

や、企業
き ぎ ょ う

や農家
の う か

等
と う

と

福祉
ふ く し

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

との連携
れんけい

強化
き ょ うか

など、様々
さまざま

な取組
と り く み

を進
すす

め、障
しょう

がいの有無
う む

に関
かか

わらず誰
だれ

もが

自分
じ ぶ ん

の力
ちから

を発揮
は っ き

して、ともに支
さ さ

えあう地域
ち い き

づくりに取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 
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○職場
しょくば

定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

  一般
いっぱん

企業
き ぎ ょ う

で働
はたら

く障
しょう

がいのある方
かた

の職場
し ょ く ば

定着
ていちゃく

を進
すす

めるために、就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

やハロ

ーワーク、障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター等
と う

との連携
れんけい

を強化
き ょ うか

しながら、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

や

ジョブコーチなど、職場
し ょ く ば

定着
ていちゃく

に関
かん

するサポート制度
せ い ど

やサービスの利用
り よ う

を促進
そくしん

しました。 

引
ひ

き続
つづ

き、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しながら、企
き

業
ぎょう

等
と う

に対
たい

する支援
し え ん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

を図
はか

ると

ともに、障
しょう

がいのある方
かた

の職場
し ょ く ば

定着
ていちゃく

に向
む

け、きめ細
こ ま

かな支援
し え ん

を進
すす

めていく必要
ひつよう

がありま

す。 
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第
だい

５ 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
とう

                

 

 ここでは、障
しょう

がいのある子
こ

どもが身近
み じ か

な地域
ち い き

で支援
し え ん

を利用
り よ う

できる体制
たいせい

整備
せ い び

に関
かん

する

目標
もくひょう

と取組
とりくみ

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

２期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

 

（１）重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

すための児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

及
およ

び保育所
ほ い く じ ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

【児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ つ ち

箇所数
か し ょ す う

】 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 
市内
し な い

 

既設
き せ つ

箇所数
か し ょ す う

 
市
し

目標値
もくひょうち

 実績
じっせき

 

設置
せ っ ち

箇所数
か し ょ す う

 
１箇所

か し ょ

以上
いじょう

 １箇所
か し ょ

 ２箇所
か し ょ

 ２箇所
か し ょ

 

 

【保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

実施
じ っ し

事業所数
じぎょうしょすう

】
）

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 
市内
し な い

 

既設
き せ つ

箇所数
か し ょ す う

 
市
し

目標値
もくひょうち

 実績
じっせき

 

実施
じ っ し

事業所数
じぎょうしょすう

 
１箇所

か し ょ

以上
いじょう

 ４箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 

 

（２）主
おも

に重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサ

ービス事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

 

【重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を対象
たいしょう

とする児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

 

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

】 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 
市内
し な い

 

既設
き せ つ

箇所数
か し ょ す う

 
市
し

目標値
もくひょうち

 実績
じっせき

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 
１箇所

か し ょ

以上
いじょう

 ４箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 ４箇所
か し ょ

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デ

イサービス

事業所
じぎょうしょ

 

１箇所
か し ょ

以上
いじょう

 ４箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 ４箇所
か し ょ
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（３）医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

 

 

【医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

】 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績
じっせき

 

関係
かんけい

機関
き か ん

の

協議
きょうぎ

の場
ば

の

設置
せ っ ち

 

設置
せ っ ち

 設置
せ っ ち

 設置
せ っ ち

 

 

２ 第
だい

２期
き

計画
けいかく

での取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

○重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

すための児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

及
およ

び保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

における中核的
ちゅうかくてき

な療育
りょういく

施設
し せ つ

である児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターは、地域
ち い き

の障
しょう

がい児
じ

通所
つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

に対
たい

する助言
じょげん

等
と う

を通
とお

して地域
ち い き

全体
ぜんたい

の支援
し え ん

スキルを向上
こうじょう

させる役割
やくわり

が

期待
き た い

されることから、さらなる充実
じゅうじつ

に向けて障
しょう

がい児
じ

通所
つ う し ょ

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

に対して、地域
ち い き

のニー

ズの共有
きょうゆう

を図
はか

り、整備
せ い び

に取
と

り組
く

んできました。 

また、障
しょう

がいのある子
こ

どもが普段
ふ だ ん

活動
かつどう

する場所
ば し ょ

へ福祉
ふ く し

職員
しょくいん

が訪問
ほうもん

し、環境
かんきょう

調整
ちょうせい

や

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

う保育所
ほ い く し ょ

等
と う

訪問
ほうもん

支援
し え ん

は、障
しょう

がいのある子
こ

どもが必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けな

がら、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくために重要
じゅうよう

であるため、整備
せ い び

の促進
そくしん

に努
つと

めてきました。 

障
しょう

がいのある子
こ

どもが必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けながら身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で暮
く

らしていくことができ

るよう、引
ひ

き続
つづ

き重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

○主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及び
お よ び

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサ

ービス事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

重症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

がより身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けながら生活
せいかつ

することがで

きるよう、障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

や障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

と家族
か ぞ く

のニーズを共有
きょうゆう

し、周知
し ゅ う ち

を図
はか

ることで、重症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

を対象
たいしょう

とする障
しょう

がい児通所
じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の

整備
せ い び

促進
そくしん

に努
つと

めてきました。 

しかしながら、家族
か ぞ く

等
と う

のニーズを充足
じゅうそく

させるには至
いた

っていないことから、重症
じゅうしょう

心
しん

身障
しんしょう

がい児
じ

が利用
り よ う

できる事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の必要性
ひつようせい

について関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

と連携
れんけい

して周知
し ゅ う ち

を図
はか

り、整備
せ い び

に努
つと

めていく必要
ひつよう

があります。 
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○医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

の療育
りょういく

部会
ぶ か い

を医療的
いり ょ うてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
き ょ う ぎ

の

場
ば

として位置
い ち

づけ、医療的
いり ょ うてき

ケア児
じ

支援
し え ん

の課題
か だ い

の洗
あら

い出
だ

しや検討
けんとう

を行
おこな

ってきました。 

 医療的
いり ょ うてき

ケア児
じ

を対象
たいしょう

とした発達
はったつ

などに関する相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や、その保護者
ほ ご し ゃ

の

身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

を図
はか

るため、関係
かんけい

機関
き か ん

等
と う

が連携
れんけい

して支援
し え ん

を進
すす

めていく必要
ひつよう

が

あります。 
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第
だい

６節
せつ

 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

                               

 ここでは、障
しょう

がいのある人
ひと

が希望
き ぼ う

する福祉
ふ く し

サービス等
と う

をスムーズに利用
り よ う

できるよう、サ

ービス利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

と利用
り よ う

調整
ちょうせい

等
と う

を行
おこな

う相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るための目標
もくひょう

と

取組
と り く み

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 本市
ほ ん し

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の概要
がいよう

 

 本市
ほ ん し

では、平成
へいせい

12年
ねん

に「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」を設置
せ っ ち

し、障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

を実施
じ っ し

しております。平成
へいせい

25年
ねん

には、「基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

」の機能
き の う

を付加
ふ か

し、地域
ち い き

の

中核的
ちゅうかくてき

な相談
そうだん

機関
き か ん

として位置づけました
い ち      

。 

その後
ご

、市内
し な い

７つの日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

ごとに、より身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における相談
そうだん

窓口
まどぐち

として

「地域障
ちいき し ょ う

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」の設置
せ っ ち

を計画
けいかく

し、平成
へいせい

25年
ねん

から設置
せ っ ち

を開始
か い し

し、第
だい

６期
き

計画
けいかく

期間
き か ん

においては、２ヶ所
し ょ

増設
ぞうせつ

しました。 

また、平成
へいせい

24年度
ね ん ど

に創設
そうせつ

された「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

」が、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

への

導入
どうにゅう

が必須
ひ っ す

になったことを受
う

け、「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

」を提供
ていきょう

する「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

」の開設
かいせつ

も

進
すす

んでいます。 

本市
ほ ん し

では、以上
いじ ょ う

の「障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」 「地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」 「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

」による重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こ う ち く

しています。 

 

【障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せ っ ち

経過
け い か

】 

  

設置
せ っ ち

時期
じ き

 窓口
まどぐち

名称
めいしょう

 支援
し え ん

対象
たいしょう

小学校
しょうがっこう

区域
く い き

 

平成
へいせい

１２年
ねん

１０月
がつ

 障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 市内
し な い

全域
ぜんいき

 

平成
へいせい

２５年
ねん

１０月
がつ

 第
だい

２地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 謹教
きんきょう

小
しょう

・城西
じょうさい

小
しょう

・小金井
こ が ね い

小
しょう

 

平成
へいせい

２９年
ねん

１２月
がつ

 第
だい

５地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 一箕
い っ き

小
しょう

・松長
まつなが

小
しょう

・湊
みなと

小
しょう

 

令和
れ い わ

 ５年
ねん

 １月
がつ

 第
だい

３地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 門田
もんでん

小
しょう

・城南
じょうなん

小
しょう

・大戸
お お と

小
しょう

 

令和
れ い わ

 ５年
ねん

１０月
がつ

 北会津
き た あ い づ

地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 荒舘
あらたて

小
しょう

・川南
かわなみ

小
しょう
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【本市
ほ ん し

の日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

】※会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

８期
き

介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

抜粋
ばっすい

 

日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

とは、概
おおむ

ね 30分
ふん

以内
い な い

に駆
か

けつけられる区域
く い き

とされ、本市
ほ ん し

では地域
ち い き

コミュ

ニティの単位
た ん い

である小学校
しょうがっこう

複数
ふくすう

単位
た ん い

を基本
き ほ ん

として人口
じんこう

規模
き ぼ

等
と う

に配慮
はいりょ

して設定
せってい

しています。 

圏域名
けんいきめい

 小学校
しょうがっこう

区域
く い き

  圏域名
けんいきめい

 小学校
しょうがっこう

区域
く い き

 

若松
わかまつ

第
だい

１圏域
けんいき

 行仁
ぎょうにん

小
しょう

、鶴城
かくじょう

小
しょう

、東山
ひがしやま

小
しょう

  若松
わかまつ

第
だい

５圏域
けんいき

 一箕
い っ き

小
しょう

、松長
まつなが

小
しょう

、湊
みなと

小
しょう

 

若松
わかまつ

第
だい

２圏域
けんいき

 謹教
きんきょう

小
しょう

、城西
じょうさい

小
しょう

、小金井
こ が ね い

小
しょう

  北会津圏域
き た あいづけ んいき

 荒舘
あらだて

小
しょう

、川南
かわなみ

小
しょう

 

若松
わかまつ

第
だい

３圏域
けんいき

 城南
じょうなん

小
しょう

、門田
もんでん

小
しょう

、大戸
お お と

小
しょう

  河東圏域
かわひがしけんいき

 河東
かわひがし

学園
がくえん

 

若松
わかまつ

第
だい

４圏域
けんいき

 城北
じょうほく

小
しょう

、神指
こ うざ し

小
しょう

、日新
にっしん

小
しょう

、永和
え い わ

小
しょう

    

河東圏域
かわひがしけんいき

 

若松
わかまつ

第
だい

５圏域
けんいき

 

若松
わかまつ

第
だい

１圏域
けんいき

 

若松
わかまつ

第
だい

３圏域
けんいき

 

若松
わかまつ

第
だい

２圏域
けんいき

 

若松
わかまつ

第
だい

４圏域
けんいき

 
北会津圏域
きたあいづけんいき
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【本市
ほ ん し

の重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

（イメージ図
ず

）】 
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名称
めいしょう

 支援
し え ん

対象
たいしょう

 主
おも

な役割
やくわり

 事業所数
じぎょうしょすう

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
 じ  ぎょう しょ

 

・支援
し え ん

に関
かん

する専門的
せんもんてき

な助言
じょげん

、指導
し ど う

 

・研修
けんしゅう

開催
かいさい

などによる人材
じんざい

育成
いくせい

     

１ヶ所
し ょ

 

障
しょう

がい者
し ゃ

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サー

ビス未利用者
み り よ う し ゃ

 

・生活
せいかつ

に関
かん

する様々
さまざま

な相談
そうだん

対応
たいおう

 

・地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター等
と う

との連携
れんけい

によ

る対象者
たいしょうしゃ

の早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

対応
たいおう

 

・適切
てきせつ

な支援
し え ん

機関
き か ん

へのつなぎ      

５ヶ所
し ょ

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サー

ビス利用者
り よ う し ゃ

 

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

プラン作成
さくせい

 

・訪問
ほうもん

等
と う

によるモニタリング       

１５ヶ所
し ょ

 

 

２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

 

（１）総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

の実施
じ っ し

 

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 備考
び こ う

 

障
しょう

がいの種別
しゅべつ

や各種
かくしゅ

ニーズに対応
たいおう

できる

総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な

相談
そうだん

支援
し え ん

の実施
じ っ し

 

実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 
重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

にて対応
たいおう

 

 

（２）地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

 市
し

目標値
もくひょうち

 
実績値
じ っ せ き ち

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい

する訪問
ほうもん

等
とう

による

専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

件数
けんすう

 

30件
けん

 

（各年度
か く ね ん ど

の目標値
もくひょ うち

） 
26件

けん

 28件
けん

 30件
けん

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

の人材
じんざい

育成
いくせい

の支援
し え ん

件数
けんすう

 

12件
けん

 

（各年度
か く ね ん ど

の目標値
もくひょ うち

） 
21件

けん

 24件
けん

 24件
けん

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

機関
き か ん

との

連携
れんけい

強化
きょうか

の取組
とりくみ

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

８回
かい

 

（各年度
か く ね ん ど

の目標値
もくひょ うち

） 
9件
けん

 46件
けん

 40件
けん

 

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の

設置数
せ っ ち す う

 

増加
ぞ う か

 

（計画
けいかく

期間内
き か ん な い

の目標値
もくひょ うち

） 
3 ヶ所

しょ

 4 ヶ所
しょ

 5 ヶ所
しょ
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３ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

○重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

による相談
そうだん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

、地域障
ちいき し ょ う

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

及
およ

び相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

による

重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を維持
い じ

しつつも、それぞれの役割
やくわり

や支援
し え ん

対象
たいしょう

の再確認
さいかくにん

を行
おこな

い、連携
れんけい

の効率化
こ う り つ か

を図
はか

ることで、相談
そうだん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みました。 

今後
こ ん ご

は、改正
かいせい

障
しょう

害
がい

者
し ゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

の内容
ないよう

も踏
ふ

まえ、各相談
かくそうだん

機関
き か ん

の役割
やくわり

の見直
み な お

しを

行
おこな

い、重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこ うち く

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

を中心
ちゅうしん

とした関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

による相談
そうだん

機能
き の う

の強化
きょうか

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による連携
れんけい

会議
か い ぎ

等
と う

を通
とお

して、様々
さまざま

な困
こ ま

りごとの相談
そうだん

に対応
たいおう

できるよう、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

及
およ

び保健
ほ け ん

・医療
い り ょ う

機関
き か ん

等
と う

の関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

を推進
すいしん

し、

相談
そうだん

機能
き の う

の強化
き ょ うか

に取
と

り組
く

みました。 

困
こ ま

りごとが複雑化
ふ く ざ つ か

・複合化
ふ く ご う か

しており、単独
たんど く

の支援
し え ん

機関
き か ん

だけでは対応
たいおう

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

もあることから、今後
こ ん ご

も、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を推進
すいしん

し、相談
そうだん

機能
き の う

の強化
き ょ うか

に取
と

り組
く

む

必要
ひつよう

があります。 

 

○相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の安定
あんてい

確保
か く ほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

 

障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

、研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

及
およ

び県
けん

主催
しゅさい

の

相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じ ゅ うじ し ゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

への協力
きょうりょく

等
と う

を通
とお

して、相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

及び
およ   

定着
ていちゃく

、

相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

のさらなる向上
こうじょう

に取
と

り組
く

みました。 

引
ひ

き続
つづ

き、障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

による研修会
けんしゅうかい

により、相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

むとともに、依然
い ぜ ん

として相談
そうだん

支援
し え ん

専門
せんもん

員数
いんすう

は不足
ふ そ く

しているため、障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

や事業者
じ ぎ ょ う し ゃ

等
と う

と連携
れんけい

し、計画的
けいかくてき

に相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の確保
か く ほ

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

が

あります。 

 

○身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

の身近
み ぢ か

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

として、地域障
ちいき し ょ う

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せ っ ち

を継続
けいぞく

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の生活
せいかつ

に関
かん

する様々
さまざま

な相談
そうだん

に対応
たいおう

してきました。 

地域
ち い き

障
しょう

がい者
し ゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

については、２ヶ所
し ょ

増設
ぞうせつ

し充実
じゅうじつ

を図
はか

ったところですが、

未設置
み せ っ ち

圏域
けんいき

への増設
ぞうせつ

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 
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第
だい

７ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
はか   

ための取組
と り く み

に係
かか

る体制
たいせい

の構築
こうちく

   

 

 ここでは、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

が提
てい

供
きょう

する支援
し え ん

内容
ないよう

等
と う

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るための

目標
もくひょう

と取組
と り く み

内容
ないよう

を設定
せってい

しました。実績
じっせき

は以下
い か

のとおりです。 

 

１ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

 

 

（１） 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

に係る
かかわ  

各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の活用
かつよう

                                     

 国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 

県
けん

が実施
じ っ し

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス

等
とう

に係る
かかわ  

研修
けんしゅう

への市
し

職員
しょくいん

の参加
さ ん か

人数
にんずう

 

２人
にん

 ２人
にん

 1人
にん

 

サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

を通して
とお

適正
てきせい

なサービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

 
   実施

じ っ し

 実施
じ っ し

 実施
じ っ し

 

 

（２） 障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

審査
し ん さ

支払
しはらい

等
とう

システムによる審査
し ん さ

結果
け っ か

の共有
きょうゆう

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 実績値
じ っ せ き ち

 

システムによる審査
し ん さ

結果
け っ か

を分析
ぶんせき

し、その結果
け っ か

を共有
きょうゆう

する体制
たいせい

の

有無
う む

 

有
あり

 有
あり

 有
あり

 

システムによる審査
し ん さ

結果
け っ か

を分析
ぶんせき

し、その結
けっ

果
か

を共有
きょうゆう

する回数
かいすう

 
１回
かい

以上
いじょう

 １回
かい

以上
いじょう

 １回
かい

以上
いじょう
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２ 第
だい

６期
き

計画
けいかく

の取組
とりくみ

とその検証
けんしょう

 

 

○県
けん

及び
およ   

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

 

県
けん

実施
じ っ し

の指定障
していし ょ う

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

集団
しゅうだん

指導
し ど う

における指導
し ど う

内容
ないよう

を共有
きょうゆう

しま

した。 

また、国保
こ く ほ

連合会
れんごうかい

給付費
き ゅ う ふ ひ

請求
せいきゅう

データを審査
し ん さ

した請求
せいきゅう

情報
じょうほう

のエラー等
と う

について、サー

ビス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

へ連絡
れんらく

することにより情報
じょうほう

共有
きょうゆう

を行
おこな

いました。 

サービス等
と う

利用
り よ う

計画
けいかく

を通
とお

した適正
てきせい

なサービスの利用
り よ う

状況
じょうきょう

の把握
は あ く

については、障
しょう

がい

福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

の「６５歳
さい

到達
とうたつ

による介護
か い ご

保険
ほ け ん

移行
い こ う

」に際
さい

し、１年前
ねんまえ

（６４歳時
さ い じ

）のサ

ービス等
と う

利用
り よ う

計画
けいかく

に、スムーズな移行
い こ う

に向
む

けた取
と り

組
くみ

等
など

の記載
き さ い

の有
う

無
む

及
およ

びサービス調整
ちょうせい

内容
ないよう

の確認
かくにん

を行
おこな

いました。 

  サービス等
と う

利用
り よ う

計画
けいかく

については、上記
じ ょ う き

以外
い が い

にも、通常
つうじょう

のサービス支給
し き ゅ う

決定
けってい

時
じ

提出
ていしゅつ

の 

際
さい

に各ケースワーク担当者
たんとうしゃ

が内容
ないよう

の確認
かくにん

を行
おこな

うことで、適正
てきせい

なサービスの利用
り よ う

状況
じょうきょう

の 

把握
は あ く

をする機会
き か い

となっています。 

   

○審査
し ん さ

・支払
しはらい

機関
き か ん

（国保連
こ く ほ れ ん

）との連携
れんけい

 

  国保
こ く ほ

連合会
れんごうかい

開催
かいさい

の担当者
たんとうしゃ

説明会
せつめいかい

へ参加
さ ん か

し、審査
し ん さ

・支払
しはらい

事務
じ む

への理解
り か い

を深め
ふ か  

、請求
せいきゅう

事務
じ む

の適正化
て き せ い か

に取
と

り組
く

みました。 

   今後
こ ん ご

は、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の請求
せいきゅう

内容
ないよう

の審査
し ん さ

結果
け っ か

を分析
ぶんせき

し、その内容
ないよう

に

基
も と

づき事業所
じ ぎ ょ う し ょ

全体
ぜんたい

と情報
じょうほう

共有
きょうゆう

することにより、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

っ

ていく必要
ひつよう

があります。 
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第
だい

８ 訪問
ほうもん

系
けい

サービス                                                

【第６期計画の実績】                      ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょう しょすう

 

   ※各
かく

サービスの詳細
しょうさい

については P１０6参照
さんしょう

     

【第
だい

６期
き

計
けい

画
かく

の検
けん

証
しょう

】 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡大
かくだい

により、全体
ぜんたい

として実
じっ

績
せき

値
ち

は伸
の

び悩
なや

んでいることが考
かんが

えられま

す。また、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

は、施設入所等
しせつにゅうしょとう

による利用者
り よ う し ゃ

減少
げんしょう

やグループホーム入居者
にゅうきょしゃ

の利用
り よ う

などで

一人
ひ と り

当
あ

たりの利用
り よ う

時間
じ か ん

が少
すく

なくなったものと考
かんが

えられます 

 

障がい福祉サービス名 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

訪

問

系 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

実施箇所数 
計画値 21（1） 21（1） 21（1） 

実績値 20（2） 22（2） 22（2） 

実利用者数 

計画値 162 164 167 

実績値 183 181 165 

うち児童分    

延べ利用時間 

計画値 26,830 27,161 27,658 

実績値 27,200 

 

26,552 28,369 

うち児童分    

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

実施箇所数 
計画値 12（1） 12（2） 12（2） 

実績値 3（0） 3（0） 3（0） 

実利用者数 
計画値 10 11 12 

実績値 7 7 7 

延べ利用時間 
計画値 7,776 8,553 9,331 

実績値 2,480 2,174 2,420 

同行
どうこう

援護
え ん ご

 

実施箇所数 
計画値 6（2） 7（2） 7（2） 

実績値 7（2） 7（7） 7（7） 

実利用者数 
計画値 33 33 34 

実績値 33 31 28 

延べ利用時間 
計画値 4,336 4,043 4,165 

実績値 4,125 3,807 3,907 

行動
こうどう

援護
え ん ご

 

実施箇所数 
計画値 1（0） 2（0） 2（0） 

実績値 1（0） 1（0） 1（0） 

実利用者数 
計画値 7 9 9 

実績値 8 13 12 

延べ利用時間 
計画値 285 300 300 

実績値 224 391 547 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

 

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 0（0） 0（0） 0（0） 

実績値 0（0） 0（0） 0（0） 

実利用者数 
計画値 0 0 0 

実績値 0 0 0 

延べ利用時間 
計画値 0 0 0 

実績値 0 0 0 
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第
だい

９ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス                                            

【第６期計画の実績】                      ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょう しょすう

 

※各
かく

サービスの詳細
しょうさい

については P１０9参照
さんしょう

  

障がい福祉サービス名 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

日

中

活

動

系 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 2（2） 2（2） 2（2） 

実績値 1（3） 1（5） 1（5） 

実利用者数 
計画値 26 26 26 

実績値 28 26 26 

延べ利用回数 
計画値 2,017 2,017 2,017 

実績値 1,954 1,461 1,460 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

A型
がた

 

実施箇所数 
計画値 5（2） 5（2） 5（2） 

実績値 5（3） 5（2） 5（2） 

実利用者数 
計画値 68 72 76 

実績値 63 57 61 

延べ利用回数 
計画値 11,793 12,730 13,741 

実績値 12,763 12,304 12,300 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

B型
がた

 

実施箇所数 
計画値 13（18） 13（18） 14（19） 

実績値 13（27） 13（28） 15（28） 

実利用者数 
計画値 365 386 407 

実績値 374 383 390 

延べ利用回数 
計画値 64,896 66,393 67,925 

実績値 63,662 63,984 63,990 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 2（0） 2（0） 2（0） 

実績値 2（0） 2（0） 2（0） 

実利用者数 
計画値 10 10 10 

実績値 3 3 2 

延べ利用回数 
計画値 1,200 1,200 1,200 

実績値 32 15 20 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 

実施箇所数 
計画値 0（1） 0（1） 0（1） 

実績値 0（1） 0（1） 0（1） 

実利用者数 
計画値 2 2 2 

実績値 0 1 1 

延べ利用回数 
計画値 206 206 206 

実績値 0 53 76 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

実施箇所数 
計画値 1（1） 1（1） 1（1） 

実績値 0（1） 0（1） 0（1） 

実利用者数 
計画値 8 8 8 

実績値 2 2 2 

延べ利用回数 
計画値 744 744 744 

実績値 420 278 460 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

実施箇所数 
計画値 12（28） 12（28） 13（28） 

実績値 12（25） 12（23） 12（25） 

実利用者数 
計画値 282 291 300 

実績値 264 271 279 

延べ利用回数 
計画値 55,680 56,642 57,620 

実績値 57,268 57,473 58,465 
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【第６期計画の検証】 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の利用者が少なかったことについては、サービス利用
り よ う

条件
じょうけん

が就職
しゅうしょく

してから 6ケ

月
げつ

経過
け い か

しなければならないことや利用料
りようり ょう

発生
はっせい

の可能
か の う

性
せい

が他
ほか

のサービスに比
くら

べて高
たか

いこと、新型
しんがた

コ

ロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡
かく

大
だい

により、そもそも就労
しゅうろう

に至
いた

らないケースがあったことなどが影響
えいきょう

してい

ると考
かんが

えられます。自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

）は、市内
し な い

に事業所
じぎょうしょ

がないことや他市
た し

においても事業所数
じぎょうしょすう

に限
かぎ

りがあることから実績値
じ っ せ き ち

は低調
ていちょう

でした。 

生活
せいかつ

介護
か い ご

は、実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

が限
かぎ

られているものの、実利用者
じ つ り よ う し ゃ

及
およ

び延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

が伸
の

びていること

から、利用
り よ う

ニーズが高
たか

いものと考
かんが

えられます。 
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第
だい

10 居
きょ

住
じゅう

系
けい

サービス                                              

【第６期計画の実績】                    ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょう しょすう

 

※各
かく

サービスの詳細
しょうさい

については P１１3参照
さんしょう

  

【第
だい

６期
き

計
けい

画
かく

の検
けん

証
しょう

】 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

の実績
じっせき

は、計画値
け い か く ち

を下回
したまわ

りました。これは、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡大
かくだい

の影響
えいきょう

が

考
かんが

えられます。共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

は、市内
し な い

で事業所
じぎょうしょ

の新設
し ん き

開設
かいせつ

が進
すす

みました。利用
り よ う

実績
じっせき

の増加
ぞ う か

につい

ては、病院
びょういん

や施設
し せ つ

からの地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

による利用
り よ う

に加
くわ

え、親
おや

亡
な

き後
あと

を見据
み す え

えた利用
り よ う

や親元
おやもと

か

らの自立
じ り つ

による利用
り よ う

などにより利用者
り よ う し ゃ

が増
ふ

えていることが要因
よういん

と考
かんが

えられます。 

  

障がい福祉サービス名 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

居

住 

系 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 

実施箇所数 
計画値 4（6） 4（6） 4（6） 

実績値 3（2） 3（3） 3（3） 

実利用者数 

計画値 80 99 101 

実績値 52 56 86 

うち児童分 4 6 6 

延べ利用回数 

計画値 2,408 2,772 2,828 

実績値 1,573 1,790 2,760 

うち児童分 79 52 60 

療養
りょうよう

介護
か い ご

 

実施箇所数 
計画値 0（4） 0（4） 0（4） 

実績値 0（4） 0（4） 0（4） 

実利用者数 
計画値 12 12 12 

実績値 12 12 16 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

実施箇所数 
計画値 59（20） 60（20） 61（20） 

実績値 66（21） 71（20） 68（22） 

実利用者数 
計画値 223 228 233 

実績値 230 234 240 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 2（22） 2（21） 2（21） 

実績値 2（21） 2（21） 2（22） 

入所者数 

（年度末） 

計画値 125 122 119 

実績値 128 128 128 
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第
だい

11 相
そう

談
だん

支
し

援
えん

                                                   

【第６期計画の実績】                    ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょう しょすう

 

※各
かく

サービスの詳細
しょうさい

については P１１6参照
さんしょう

  

【第
だい

６期
き

計
けい

画
かく

の検
けん

証
しょう

】 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の実績値
じ っ せ き ち

は、年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しているものの計画値
け い か く ち

には届
とど

きませんでした。これは、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

が当初
とうし ょ

の想定
そうてい

ほど伸
の

びなかったことが考
かんが

えられます。 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

及
およ

び自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

については、人材
じんざい

不足
ぶ そ く

や報酬
ほうしゅう

単価
た ん か

の点
てん

などから事業
じぎょう

実施
じ っ し

が 

困
こん

難
なん

であったことが考えられます。 

  

障がい福祉サービス名 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

相

談

系 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 15（26） 15（26） 15（26） 

実績値 14（24） 15（24） 15（24） 

実利用者数 
計画値 902 911 920 

実績値 877 878 887 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 1（1） 1（1） 1（1） 

実績値 1（0） 1（0） 1（0） 

実利用者数 
計画値 5 5 5 

実績値 2 1 1 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

実施箇所数 
計画値 1（1） 1（1） 1（1） 

実績値 1（0） 1（0） 1（0） 

実利用者数 
計画値 5 2 4 

実績値 0 0 0 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

実施箇所数 
計画値 1（1） 1（1） 1（1） 

実績値 0 0 0 

実利用者数 
計画値 ５ １０ １５ 

実績値 ０ ０ ０ 
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第
だい

12 障
しょう

がい児
じ

支
し

援
えん

                                           

【第
だい

２期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

】 

１ 障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

         ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じ ぎ ょ う し ょ す う

 

障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 
計画値
け い か く ち

 10（2） 12（2） 12（2） 

実績値
じ っ せ き ち

 11（2） 12（3） 13（3） 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 
計画値
け い か く ち

 75 85 95 

実績値
じ っ せ き ち

 106 127 １５２ 

延べ
の  

利用
り よ う

回数
かいすう

 
計画値
け い か く ち

 6,000 6,270 6,540 

実績値
じ っ せ き ち

 7,434 7,509 7,584 

放課後
ほ う か ご

等
と う

 

デイサービス 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 
計画値
け い か く ち

 11（5） 13（5） 13（5） 

実績値
じ っ せ き ち

 12（4） 13（6） 14（6） 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 
計画値
け い か く ち

 150 175 200 

実績値
じ っ せ き ち

 189 205 222 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

 
計画値
け い か く ち

 18,000 18,504 19,008 

実績値
じ っ せ き ち

 22,397 22,852 23,309 

保育所
ほ い く し ょ

等
と う

 

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 
計画値
け い か く ち

 4（0） 5（0） 5（0） 

実績値
じ っ せ き ち

 4（0） 6（0） 5（0） 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 
計画値
け い か く ち

 25 28 31 

実績値
じ っ せ き ち

 42 66 84 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

 
計画値
け い か く ち

 50 59 68 

実績値
じ っ せ き ち

 348 383 421 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 
計画値
け い か く ち

 0（0） 0（0） 0（0） 

実績値
じ っ せ き ち

 0（0） 0（0） 0（0） 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 
計画値
け い か く ち

 0 0 0 

実績値
じ っ せ き ち

 0 0 0 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

 
計画値
け い か く ち

 0 0 0 

実績値
じ っ せ き ち

 0 0 0 

※各
かく

サービスの詳細
しょうさい

については P１１9参照
さんしょう
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２ 障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

                 

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 
計画値
け い か く ち

 9（6） 9（6） 10（6） 

実績値
じ っ せ き ち

 11（4） 11（4） 11（4） 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 
計画値
け い か く ち

 210 243 275 

実績値
じ っ せ き ち

 271 313 337 

 

３ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
は い ち

人数
にんずう

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコー

ディネーターの配置
は い ち

人数
にんずう

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

計画値
け い か く ち

 0 1 2 

実績値
じ っ せ き ち

 0 0 0 

 

４ 障
しょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

する子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

 

利用
り よ う

ニーズを踏
ふ

ま え た 必要
ひつよう

な

見込
み こ み

量
りょう

（人
にん

） 

定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

（見込
み こ

み）（人
にん

） 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

保育所
ほ い く し ょ

 計画値
け い か く ち

 24 24 24 24 

実績値
じ っ せ き ち

 -  21  19  25 

認定
にんてい

こども園
えん

 計画値
け い か く ち

 41 41 41 41 

実績値
じ っ せ き ち

 -  57  73  75 

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

 

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

 

計画値
け い か く ち

 122 122 122 122 

実績値
じ っ せ き ち

 - 96 102 130 
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【第
だい

２期
き

計画
けいかく

の検証
けんしょう

】 

 障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

では、すべてのサービスにおいて利用者
り よ う し ゃ

数
すう

及
およ

び延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

がともに目標値
もくひょうち

を大
おお

きく上
うわ

回
まわ

りました。これは、市内
し な い

のサービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

し

たことに加
くわ

え、制度
せ い ど

や早期
そ う き

の療育
りょういく

の必要性
ひつようせい

が周知
しゅうち

されてきたことが要因
よういん

と考
かんが

えられます。 

また、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターについては、効果的
こ う か て き

な配置
は い ち

のあり方
かた

について検討
けんとう

してきましたが、配置
は い ち

には至
いた

りませんでした。 

障
しょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

する子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

については、認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

においては目標
もくひょう

を大
おお

きく上回
うわまわ

りましたが、保育所
ほ い く し ょ

においては目標
もくひょう

を下回
したまわ

る年度
ね ん ど

があったことから、

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 
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第
だい

13 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

                                              

【第
だい

６期
き

計画
けいかく

の実績
じっせき

】                      ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょう しょすう

 

 

※各
かく

事業
じぎょう

の詳細
しょうさい

については P１２4参照
さんしょう

 

事業名  令和３年度 令和４年度 令和５年度 

理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 実施の有無 
計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

自発的
じ は つ て き

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 実施の有無 
計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 実施の有無 
計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

相

談

支

援

事

業 

基幹障
きかんしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 
実施の有無 

計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

 

強化
きょうか

事業
じぎょう

 
実施の有無 

計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

居
き ょ

住
じゅう

サポート事
じ

業
ぎょう

 実施の有無 
計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 実施箇所数 
計画 4 4 5 

実績 ３ ４ ５ 

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

 

防止
ぼ う し

事業
じぎょう

 
実施の有無 

計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
実利用者数 

計画    27 31 35 

実績 15 13 20 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

法人
ほうじん

 

後見
こうけん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
実施の有無 

計画 有 有 有 

実績 有 有 有 

手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

手話通訳者数 
計画 25 26 26 

実績 １９ １９ １７ 

実利用者数 
計画 92 94 96 

実績 ７０ ７５ ８０ 

通訳派遣回数 
計画 1,510 1,520 1,530 

実績 1,188 1,176 1,530 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

実施箇所数 
計画 0（1） 0（1） 0（1） 

実績 ０（0） ０（0） ０（0） 

実利用者数 
計画 3 3 3 

実績 ０ ０ １ 

派遣回数 
計画 72 72 72 

実績 ０ ０ ３ 
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事業名  令和３年度 令和４年度 令和５年度 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

 

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

介護訓練等 

支援用具 

計画 16 17 17 

実績 9 5 9 

うち児童分 
計画 4 5 5 

実績 2 0 2 

自立生活 

支援用具 

計画 16 20 20 

実績 16 7 11 

うち児童分 
計画 3 4 4 

実績 3 1 4 

在宅療養等 

支援用具 

計画 20 22 22 

実績 13 18 19 

うち児童分 
計画 4 5 5 

実績 1 1 3 

情報意思疎通 

支援用具 

計画 25 25 25 

実績 19 48 27 

うち児童分 
計画 1 1 1 

実績 0 0 0 

排泄管理 

支援用具 

計画 2,600 2,610 2,620 

実績 2,621 2,670 2,872 

うち児童分 
計画 100 100 100 

実績 115 118 121 

住宅改修費 
計画 5 5 5 

実績 2 0 2 

うち児童分 
計画 0 0 2 

実績 0 0 0 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほ う し いん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 講座修了者数 
計画 10 10 10 

実績 ６ １０ １０ 

訪

問

系 

ガイドヘルパー 

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

実施箇所数 
計画 10（0） 11（0） 11（0） 

実績 10（0） 9（0） 9（2） 

実利用者数 
計画 105 112 114 

実績 90 78 90 

うち児童分 
計画 5 6 7 

実績 5 5 5 

時間数 
計画 4,581 4,664 4,747 

実績 3,735 3,396 3,750 

うち児童分 
計画 130 140 150 

実績 102 134 156 
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事業名  令和３年度 令和４年度 令和５年度 

訪

問

系 

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

 

サービス 

実施箇所数 
計画 2 2 2 

実績 2 2 2 

実利用者数 
計画 2 3 4 

実績 2 4 4 

うち児童分 
計画 1 2 3 

実績 0 0 1 

時間数 
計画 247 337 427 

実績 107 286 380  

うち児童分 
計画 90 180 270 

実績 0 0 27 

日

中

系 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

 

センター事業
じぎょう

 

実施箇所数（Ⅰ型） 
計画 0（1） 0（1） 0（1） 

実績 0（0） 0（0） 0（0） 

実利用者数（Ⅰ型） 
計画 1 1 1 

実績 0 0 0 

利用回数（Ⅰ型） 
計画 269 269 269 

実績 0 0 0 

実施箇所数（Ⅱ型） 
計画 1（0） 1（0） 1（0） 

実績 1（0） 1（0） 1（0） 

実利用者数（Ⅱ型） 
計画 41 44 47 

実績 29 31 33 

利用回数（Ⅱ型） 
計画 3,572 3,689 3,810 

実績 3,309 3,133 3,140 

実施箇所数（Ⅲ型） 
計画 0（1） 0（1） 0（1） 

実績 0（1） 0（1） 0（1） 

実利用者数（Ⅲ型） 
計画 4 4 4 

実績 4 5 5 

利用回数（Ⅲ型） 
計画 374 374 374 

実績 360 349 350 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 

（タイムケア）事業
じぎょう

 

実施箇所数 
計画 6 6 6 

実績 5 8 10 

実利用者数 
計画 66 69 72 

実績 76 77 94 

うち児童分 
計画 32 34 36 

実績 44 45 62 

延べ利用回数 
計画 4,609 4,703 4,797 

実績 5,904 5,971 11,325 

うち児童分 
計画 2,100 2,120 2,140 

実績 3,408 3,293 8,625 
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【第
だい

６期
き

計
けい

画
かく

の検
けん

証
しょう

】 

 ガイドヘルパー派遣
は け ん

事業
じぎょう

、余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

、ワークシェアリング事業
じぎょう

の実績
じっせき

については、

令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

まで低調
ていちょう

で、これは新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡大
かくだい

の影響
えいきょう

が考
かんが

えられます。 

タイムケア事業
じぎょう

は、実施
じ っ し

事業所
じぎょうしょ

の増加
ぞ う か

に伴
ともな

い利用者数
りようしゃすう

も増
ふ

えました。介護者
かいごしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

や家族
か ぞ く

の介護
か い ご

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

など潜在的
せんざいてき

なニーズがあるものと考
かんが

えられます。 
 

事業名  令和３年度 令和４年度 令和５年度 

居

住

系 

福祉
ふ く し

ホーム事業
じぎょう

 

実施箇所数 
計画 0（1） 0（1） 0（1） 

実績 0（1） 0（1） 0（1） 

実利用者数 
計画 1 1 1 

実績 1 2 1 

社

会

参

加

促

進 

余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

実施箇所数 
計画 1 1 1 

実績 1 1 1 

延利用者数 
計画 4,480 4,520 4,560 

実績 1,966 1,907 4,560 

自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得費
し ゅ と く ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 
助成件数 

計画 2 2 2 

実績 １ ０ １ 

自動車
じ ど う し ゃ

改造費
かいぞ うひ

 

助成
じょせい

事業
じぎょう

 
助成件数 

計画 3 3 3 

実績 ２ １ ４ 

点字
て ん じ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

 
実利用者数 

計画 25 25 25 

実績 20 18 17 

声
こえ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

 

事業
じぎょう

 
実利用者数 

計画 35 35 35 

実績 30 30 28 

手話
し ゅ わ

講習会
こうしゅうかい

実施
じ っ し

事業
じぎょう

 
受講者数 

計画 50 50 50 

実績 １７ ２４ ５０ 

点字
て ん じ

講習会
こうしゅうかい

実施
じ っ し

事業
じぎょう

 
受講者数 

計画 10 10 10 

実績 ２ ７ ５ 

就

労 

ワークシェアリング 

事業
じぎょう

 

実利用者数 
計画   65   65 65 

実績 39 60 66 

述べ時間数 
計画    855    855     855 

実績 193 120 856 
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第
だい

3節
せつ

 基本的
き ほ ん て き

な障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の 

確保
か く ほ

のための目標
もくひょう

（成果
せ い か

目標
もくひょう

）について     

第
だい

7期
き

計画
けいかく

では、第
だい

6期
き

計画
けいかく

の検証
けんしょう

や国
く に

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

を踏
ふ

まえ、各成果
か く せ い か

目標
もくひょう

の目標値
も く ひ ょ う ち

を

次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

 

第
だい  

１ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

                       

  

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（１）地域
ち い き

生活
せいかつ

移行者数
い こ う し ゃ す う

 

令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

の施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の６％以上
いじ ょ う

を令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

までに地域
ち い き

生活
せいかつ

へ 

移行
い こ う

。 

（国
く に

目標値
も く ひ ょ う ち

6.0％＋第
だい

6期
き

計画
けいかく

の未達成
み た っ せ い

割合
わりあい

0.0％＝6.0％） 

（２）入所者
にゅうしょしゃ

削減数
さくげんすう

 

令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

の施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の 5％以上
いじ ょ う

を令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

までに削減
さ くげん

。 

（国
く に

目標値
も く ひ ょ う ち

5.0％＋第
だい

6期
き

計画
けいかく

の未達成
み た っ せ い

割合
わりあい

4.9％＝9.9％） 

 

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

（１）地域
ち い き

生活
せいかつ

移行者数
い こ う し ゃ す う

 

障
しょう

がい者
し ゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

を対象
たいしょう

に実施
じ っ し

したアンケート調査
ち ょ う さ

等
と う

に基
も と

づき、施設
し せ つ

として地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

を見込
み こ

んでいる人数
にんずう

と、グループホーム等
と う

の住
す

まいの場
ば

や必要
ひつよう

な支援
し え ん

があれ

ば地域
ち い き

生活
せいかつ

が可能
か の う

と思
おも

われる人数
にんずう

を見込
み こ

み、目標値
も く ひ ょ う ち

を４人
にん

とします。 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

末
まつ

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

末
まつ

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

 

（a） 
128人

にん

 
基準
きじゅん

日
び

： 

令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

 

(1)地域
ち い き

生活
せいかつ

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

 （b） 

（b/a） 

    ８人
にん

 

（6.0％） 

2人
にん

 

（1.6％） 

4人
にん

 

（3.2％） 

グループホーム 2人
にん

 

アパート 2人
にん
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（２）入所者
にゅうしょしゃ

削減数
さくげんすう

 

   在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を送る
お く   

障
しょう

がいのある人
ひと

の介護
か い ご

をしている家族
か ぞ く

の高齢化
こ う れ い か

や、障
しょう

がいのある人
ひと

の高齢化
こ う れ い か

・障
しょう

がい程度
て い ど

の重度化
じ ゅ う ど か

により、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

が困難
こんなん

となり施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

を希望
き ぼ う

する人
ひと

が多
おお

い地域
ち い き

の実情
じつじょう

を踏
ふ

まえ、目
もく

標
ひょう

値
ち

を２人
にん

とします。 

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

末
まつ

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

末
まつ

 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

 

（a） 
128人

にん

 
基準
きじゅん

日
び

： 

令和
れ い わ

4年度
ね ん ど

末
まつ

 

(2)入所者
にゅうしょしゃ

削減数
さくげんすう

   

             （c） 

（c/a） 

    13人
にん

 

（9.9％） 

1人
にん

 

（0.8％） 

2人
にん

 

（1.6％） 
 

目標
もくひょう

年次
ね ん じ

入所者数
にゅうしょしゃすう

 115人
にん

 127人
にん

 126人
にん
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（P１０9） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

地域
ち い き

生活
せいかつ

拠点
きょてん

等
とう

の機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

市民
し み ん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

・理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 

（P１２7） 

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

への

移行
い こ う

 グループホーム等
とう

の整備
せ い び

促進
そくしん

 

・居住
きょじゅう

系
けい

サービス（P１１3） 

医療的
いりょうてき

ケアの支援
し え ん

体制
たいせい

づくり 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

地域
ち い き

における支援
し え ん

体制
たいせい

の維持
い じ

 

・訪問
ほうもん

系
けい

サービス（P１０6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

 

-85-



 

 

第２
だい   

 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

              

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】※都道府県
と ど う ふ け ん

計画
けいかく

において設定
せってい

 

・精神
せいしん

障
しょう

がい者
し ゃ

の精神
せいしん

病床
びょうしょう

からの退院後
た い い ん ご

１年
ねん

以内
い な い

の地域
ち い き

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

・精神
せいしん

病床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじ ょ う

長期
ち ょ う き

入院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

（６５歳
さい

以上
いじ ょ う

、６５歳
さい

未満
み ま ん

） 

・精神
せいしん

病床
びょうしょう

における早期
そ う き

退院率
たいいんりつ

（入院
にゅういん

３か月
げつ

後
ご

、６か月
げつ

後
ご

、１年
ねん

後
ご

） 

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（１）重層的
じゅうそうてき

な連携
れんけい

による支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こ う ち く

するために必要
ひつよう

となる、保健
ほ け ん

、医療
い り ょ う

及
およ

び 

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
き ょ う ぎ

の場
ば

の１年間
ねんかん

の開催
かいさい

回数
かいすう

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

(2)保健
ほ け ん

、医療
い り ょ う

、福祉
ふ く し

、介護
か い ご

、当事者
と う じ し ゃ

及び
およ   

家族
か ぞ く

等
など

の関係者
かんけいしゃ

ごとの協議
き ょ う ぎ

の場
ば

への参加
さ ん か

 

者数
しゃすう

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

（３）協議
き ょ う ぎ

の場
ば

における目標
もくひょう

設定
せってい

及び
およ   

評価
ひ ょ うか

の実施
じ っ し

回数
かいすう

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

（４）現
げん

に利用
り よ う

している精神障
せいしんしょう

がい者
し ゃ

の数
かず

、ニーズ、入院中
にゅういんちゅう

の精神障
せいしんしょう

がい者
し ゃ

のうち

地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行後
い こ う ご

の各種
か く し ゅ

サービスの利用者数
り よ う し ゃ す う

の見込み
み こ  

を設定
せってい

する。 

 

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

（１）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

の開催
かいさい

回数
かいすう

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

相談
そうだん

部会
ぶ か い

及
およ

び関係
かんけい

分野
ぶ ん や

からの参加者
さ ん か し ゃ

による精神
せいしん

障
しょう

がいにも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こ う ち く

に係
かか

る協議
き ょ う ぎ

を行
おこな

う場
ば

を開催
かいさい

します。この協議
き ょ う ぎ

の場
ば

の開催
かいさい

見込数
み こ み す う

を目標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

６～８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

９～１１年度
ね ん ど

 

協議
きょうぎ

の場
ば

の１年間
  ねんかん

の開催
かいさい

回数
かいすう

 ２回
かい

 ２回
かい

  

※毎年
まいとし

の目標値
もくひょうち
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（２）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

への関係者
かんけいしゃ

ごとの参加者数
さ ん か し ゃ す う

 

関係者
かんけいしゃ

の種別
しゅべつ

ごとの参加
さ ん か

見込数
み こ み す う

を目標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

  

国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 

関係者
かんけいしゃ

の 

種別
しゅべつ

ごとの

参加者数
さ ん か し ゃ す う

 

関係者
かんけいしゃ

の種別
しゅべつ

 令和
れ い わ

6～8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

9～１１年度
ね ん ど

 

保健
ほ け ん

関係
かんけい

 １人
にん

 １人
にん

 

所
しょ

属
ぞく

毎
ごと

に各
かく

年
ねん

度
ど

1人
にん

の参加
さ ん か

を見込
み こ

む 

医療
いりょう

関係
かんけい

 ４人
にん

 ４人
にん

 

福祉
ふ く し

関係
かんけい

 21人
にん

 21人
にん

 

介護
か い ご

関係
かんけい

 １人
にん

 １人
にん

 

当事者
と う じ し ゃ

及
およ

び家族
か ぞ く

等
とう

 １人
にん

 １人
にん

 

※毎年
まいとし

の目標値
もくひょうち

 

 

（３）保健
ほ け ん

、医療
いりょう

及び
およ   

福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

における目標
もくひょう

設定
せってい

及び
およ   

評価
ひょうか

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

精神障
せいしんしょう

がい者
し ゃ

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こ う ち く

に係
かか

る目標
もくひょう

設定
せってい

及
およ

び

評価
ひ ょ うか

の実施
じ っ し

見込
み こ み

回数
かいすう

を目標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

６～8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

9～１１年度
ね ん ど

 

目標
もくひょう

設定
せってい

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 １回
かい

 １回
かい

  

評 価
ひ ょ う か

の実 施
じ っ し

回 数
か いす う

 １回
かい

 １回
かい

  

※毎年
まいとし

の目標値
もくひょうち

 

（４）精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

の見込み
み こ  

数
すう

 

精神障
せいしんしょう

がいのある人
ひと

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

実績
じっせき

から推計
すいけい

し、サービスの種別
しゅべつ

 

ごとの利用者
り よ う し ゃ

の見込数
み こ み す う

を目標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 

サービスの

種別
しゅべつ

ごとの

利用者数
り よ う し ゃ す う

 

サービスの種別
しゅべつ

 令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

末
まつ

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

末
まつ

 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 ３人
にん

 ３人
にん

 

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 ３人
にん

 6人
にん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 125人
にん

 128人
にん

 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 6人
にん

 12人
にん

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） ３人
にん

 ３人
にん

 

 ※年度
ね ん ど

末
まつ

時点
じ て ん

の目標値
もくひょうち
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

としての

アパート等
とう

を希望
き ぼ う

する人
ひと

への支援
し え ん

 

・訪問
ほうもん

系
けい

サービス（P１０6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

アウトリーチ支援
し え ん

の推進
すいしん

 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

市民
し み ん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

・理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 

（P１２7） 

精神障
せいしんしょう

がいにも

対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの

構築
こうちく

 

グループホーム等
とう

の整備
せ い び

促進
そくしん

 

・居住
きょじゅう

系
けい

サービス（P１１3） 

保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の充実
じゅうじつ

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 
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第
だい

３ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

                                      

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（1）地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょてん

等
と う

を整備
せ い び

する。 

（2）コーディネーターの配置
は い ち

などによる効果的
こ う か て き

な支援
し え ん

体制
たいせい

及
およ

び緊
きん

急時
きゅ うじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

の 

構築
こ う ち く

を進
すす

める。 

（３）年
ねん

１回
かい

以上
いじ ょ う

支援
し え ん

の実績
じっせき

等
と う

を踏
ふ

まえ運用
うんよう

状況
じょうきょう

の検証
けんしょう

・検討
けんとう

を行
おこな

う。 

（４）強度
き ょ う ど

行動障
こうどうしょう

がいを有
ゆう

する者
もの

に関
かん

し、市町村
し ち ょ うそん

又
また

は圏域
けんいき

において支援
し え ん

ニーズを 

把握
は あ く

し、支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

を進
すす

める。 

 

 

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

 

（１）地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せ い び

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の現状
げんじょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

  

地域生活支援
ち い き せ い か つ し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せ い び

 
整備
せ い び

 整備済
せ い び ず み

 継続
けいぞく

 継続
けいぞく

 
面的
めんてき

整備
せ い び

に

よる 

 

（２）コーディネーターの配置
は い ち

等
とう

による効果的
こ う か て き

な支援
し え ん

体制
たいせい

及
およ

び緊
きん

急時
きゅうじ

連絡
れんらく

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の現状
げんじょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

  

コーディネーター

の配置
は い ち

等
とう

による

効果的
こ う か て き

な支援
し え ん

 

体
たい

制
せい

の構築
こうちく

 

 

構築
こうちく

 構築済
こうちくすみ

 継続
けいぞく

 継続
けいぞく

 

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の 連
れん

携
けい

によるコ

ーディネー

ト体
たい

制
せい

整
せい

備
び

 

緊急
きんきゅう

時
じ

連絡
れんらく

体制
たいせい

の構築
こうちく

 
構築
こうちく

 構築済
こうちくすみ

 継続
けいぞく

 継続
けいぞく
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（３）運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検討
けんとう

・検証
けんしょう

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の現状
げんじょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

  

運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の 

検討
けんとう

・検証
けんしょう

 

年
ねん

１回
かい

以上
いじょう

実施
じ っ し

 

年
ねん

１回
かい

 

実施済
じ っ し す み

 
継続
けいぞく

 継続
けいぞく

 

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 

にて実
じっ

施
し

 

 

（４）強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいの支援
し え ん

ニーズの把握
は あ く

と支援
し え ん

体制
たいせい

整備
せ い び

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の現状
げんじょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

  

支援
し え ん

ニーズの 

把握
は あ く

 
実施
じ っ し

 未実施
み じ っ し

 実施
じ っ し

 継続
けいぞく

 

圏域
けんいき

連絡会
れんらくかい

との連携
れんけい

に

より実施
じ っ し

を

検討
けんとう

 

支援
し え ん

体制
たいせい

の 

整備
せ い び

 
整備
せ い び

 未整備
み せ い び

 整備
せ い び

 継続
けいぞく

 

圏域
けんいき

連絡会
れんらくかい

との連携
れんけい

に

よる整備
せ い び

の

検討
けんとう
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【会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

等
と う

の面的
めんてき

整備
せ い び

のイメージ】（主
おも

な機能
き の う

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

・計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

、地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

 

・基幹障
きかんしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

・地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

・コーディネート機能
き の う

 

・24時間
じ か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

 

②緊急
きんきゅう

時
じ

対応
たいおう

機能
き の う

の拡充
かくじゅう

 

・短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 

・緊急
きんきゅう

時
じ

受入
うけいれ

機能
き の う

 

・計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

・24時間
じ か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

 

③体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の提供
ていきょう

 

・共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（体験
たいけん

利用
り よ う

） 

・地域
ち い き

生活
せいかつ

体験
たいけん

機能
き の う

 

・居住
きょじゅう

サポート 

④専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・養成
ようせい

 

・基幹障
きかんしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター

による研修会
けんしゅうかい

、講座
こ う ざ

の開催
かいさい

 

本人
ほんにん

・家族
か ぞ く

 

⑤地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

・地域
ち い き

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

 

・基幹障
きかんしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 

・コーディネート機能
き の う
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験
たいけん

の機会
き か い

・場
ば

の検討
けんとう

 

・居住
きょじゅう

系
けい

サービス（P１１3） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

地域
ち い き

の体制
たいせい

づくり 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

の検証
けんしょう

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の

充実
じゅうじつ

 

緊急
きんきゅう

時
じ

対応
たいおう

機能
き の う

の拡充
かくじゅう

 

・居住
きょじゅう

系
けい

サービス（P１１3） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

 

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい者
しゃ

の支援
し え ん

の  

ニーズ把握
は あ く

 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

・相談支援（P○○） 
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第
だい

４ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

                         

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（1）令和
れ い わ

８年度中
ねんどちゅう

に一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
い こ う

する人
ひと

の数
かず

を、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

 

実績
じっせき

の 1.28倍
ばい

以上
いじ ょ う

とする。 

（2）就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

利用
り よ う

終了者
しゅうりょうしゃ

に占
し

める一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ移行
い こ う

した人
ひと

の割合
わりあい

が 5割
わり

以上
いじ ょ う

 

  の事業所
じ ぎ ょ う し ょ

を就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の５割
わり

以上
いじ ょ う

とする。 

（3）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

の令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

末
まつ

の利用者数
り よ う し ゃ す う

を、令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

末
まつ

実績
じっせき

の 1.41倍
ばい

 

以上
いじ ょ う

とする。 

（4）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

のうち、就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

が７割
わり

以上
いじ ょ う

の事業所
じ ぎ ょ う し ょ

を全体
ぜんたい

の２割
わり

５分
ぶ

 

以上
いじ ょ う

とする。 

 

 

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

  

（１）福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 

（令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

） 

市
し

目標値
もくひょうち

 
備
び

 考
こう

  
令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
い こ う し ゃ す う

 11人
にん

 11人
にん

 1６人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 ８人
にん

 

 
就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

 
４人
にん

 ４人
にん

 ６人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 ３人
にん

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた

事業
じぎょう

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

 
３人
にん

 ３人
にん

 ４人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 ２人
にん

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

B型
がた

事業
じぎょう

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

 
４人
にん

 ４人
にん

 ６人
にん

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 ３人
にん
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（２）一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者
い こ う し ゃ

が 5割
わり

以上
いじょう

になる就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 

（令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

） 

市目標値
し も く ひ ょ う ち

 
備
び

 考
こう

  
令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の 

割合
わりあい

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の５割
わり

以上
いじょう

 

10割
わり

 10割
わり

 １事業所
じぎょうし ょ

のみ 

 

 

（３）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用者数
り よ う し ゃ す う

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 

（令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

） 

市目標値
し も く ひ ょ う ち

 
備
び

 考
こう

  
令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の 

利用者数
り よ う し ゃ す う

 
５人
にん

 ５人
にん

 ８人
にん

 
令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 ３人
にん

 

 

 

（4）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

利用
り よ う

終了後
しゅうりょうご

 一定
いってい

期間
き か ん

の就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

※が７割
わり

以上
いじょう

となる 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 

（令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

） 

市目標値
し も く ひ ょ う ち

 
備
び

 考
こう

  
令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の 

割合
わりあい

 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

全体
ぜんたい

の２割
わり

５

分
ぶ

以上
いじょう

 

10割
わり

 10割
わり

 
２事業所
じぎょうしょ

 

のみ 

 ※一定
いってい

期間
き か ん

の就労
しゅうろう

定着率
ていちゃくりつ

…就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用
り よ う

終了後
しゅうりょうご

から、４２月
つき

以上
いじょう

 

７８月
つき

未満
み ま ん

の期間
き か ん

（過去
か こ

６年間
ねんかん

の就職者
しゅうしょくしゃ

が対象
たいしょう

） 
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉的
ふ く し て き

就労
しゅうろう

の定着
ていちゃく

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（P１０9） 

・ワークシェアリング（P１４4） 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（P１０9） 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への

移行
い こ う

 

障
しょう

がいのある方
かた

の就労
しゅうろう

や雇用
こ よ う

促進
そくしん

に

向
む

けた理解
り か い

促進
そくしん

 

・理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

（P１２7） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

適切
てきせつ

なサービス利用
り よ う

の推進
すいしん

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（P１０9） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 
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第
だい

５ 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
とう

                

 

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

(１)重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

すための児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

（インクルージョン）の推進
すいしん

 

○児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターを各市町村
かくしちょうそん

に少
すく

なくとも１箇所
か し ょ

以上
いじょう

設置
せ っ ち

する。 

○全
すべ

ての市町村
しちょうそん

において、 障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

を推進
すいしん

する

体制
たいせい

を構築
こうちく

する。 

(２) 主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ

サービス事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

○主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デ

イサービス事業所
じぎょうしょ

を各市町村
かくしちょうそん

に少
すく

なくとも１箇所
か し ょ

以上
いじょう

確保
か く ほ

する。 

(３) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

及びコーディネータ

ーの配置
は い ち

 

○医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が適切
てきせつ

な支援
し え ん

を受
う

けられるように、各市町村
かくしちょうそん

において、保健
ほ け ん

、

医療
いりょう

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

が連携
れんけい

を図
はか

るための協議
きょうぎ

の

場
ば

を設
もう

ける。 

○医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

に関
かん

するコーディネーターを配置
は い ち

する。 

 

 

１ 第
だい

３期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

第
だい

3期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

では、第
だい

2期
き

計画
けいかく

の検証
けんしょう

、国
く に

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

を踏
ふ

まえ、障
しょう

がいの

ある子
こ

どもの支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

に向
む

けた目標値
も くひ ょ う ち

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

 

(１)重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

すための児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

（インクルージョン）の推進
すいしん

 

   現在
げんざい

本市
ほ ん し

には、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターが２箇所
か し ょ

設置
せ っ ち

されており、現時点
げ ん じ て ん

にお

ける各
かく

障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

との協議
きょうぎ

状 況
じょうきょう

やアンケートの結果
け っ か

を踏
ふ

まえ、

第
だい

３期
き

計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

における児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

箇所数
か し ょ す う

の目標値
もくひょうち

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

   なお、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターについては、障
しょう

がいのある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

の

ニーズや事業所
じぎょうしょ

運営
うんえい

法人
ほうじん

の意向
い こ う

等
とう

の 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえて、目標値
もくひょうち

以上
いじょう

の拡充
かくじゅう

を

検討
けんとう

します。 
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   また、教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

や学校
がっこう

等
とう

における障
しょう

がいのある子
こ

どもの受
う

け入
い

れや

支援
し え ん

のより一層
いっそう

の連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

が図
はか

られるよう、既存
き そ ん

の会議体
か い ぎ た い

を活用
かつよう

し、障
しょう

が

いのある子
こ

どもの地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

を推進
すいしん

する体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

○児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ つ ち

箇所数
か し ょ す う

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 
市内
し な い

 

既設
き せ つ

箇所数
か し ょ す う

 

市
し

目標値
もくひょうち

 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

 

設置
せ っ ち

箇所数
か し ょ す う

 １箇所
か し ょ

以上
いじょう

 ２箇所
か し ょ

 ２箇所
か し ょ

 ３箇所
か し ょ

 

 

○障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

を推進
すいしん

する体制
たいせい

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の状 況
じょうきょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

 

推進
すいしん

体制
たいせい

の 

構築
こうちく

 
構築
こうちく

 未構築
み こ う ち く

 構築
こうちく

 構築
こうちく

 

 

(２)主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサ

ービス事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

 

   本市
ほ ん し

には、主
おも

に 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を支援
し え ん

する児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

がそれぞれ４箇所
か し ょ

設置
せ っ ち

されています。 

しかしながら、重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の利用
り よ う

ニーズが充足
じゅうそく

さ

れている状 況
じょうきょう

にはないことから、現時点
げ ん じ て ん

における各
かく

障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

との協議
きょうぎ

状 況
じょうきょう

やアンケートの結果
け っ か

を踏
ふ

まえ、第
だい

３期
き

計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

における

目標値
もくひょうち

を次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

 

○ 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

を対象
たいしょう

とする児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後
ほ う か ご

等
とう

デイ

サービス事業所
じぎょうしょ

の数
かず

 

 
国
くに

目標値
もくひょうち

 
市内
し な い

 

既設
き せ つ

箇所数
か し ょ す う

 

市
し

目標値
もくひょうち

 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 
１箇所

か し ょ

以上
いじょう

 ４箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 ６箇所
か し ょ

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デ

イサービス

事業所
じぎょうしょ

 

１箇所
か し ょ

以上
いじょう

 ４箇所
か し ょ

 ５箇所
か し ょ

 ６箇所
か し ょ
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(３)医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

及
およ

びコーディネーター

の配置
は い ち

 

本市
ほ ん し

では、現在
げんざい

、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の療育
りょういく

部会
ぶ か い

を医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のため

の関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

として位置
い ち

付
づ

けており、第
だい

３期
き

計画
けいかく

期
き

間
かん

中
ちゅう

においても

同様
どうよう

に、療育
りょういく

部会
ぶ か い

において保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

、保育
ほ い く

、教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

と協議
きょうぎ

を行
おこな

いながら、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

の支援
し え ん

等
とう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

また、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が必要
ひつよう

な支援
し え ん

を受
う

けながら地域
ち い き

生活
せいかつ

を送
おく

るため、関係
かんけい

機関
き か ん

の調整
ちょうせい

を 行
おこな

う医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

に関
かん

するコーディネーターを第
だい

３期
き

計画
けいかく

期
き

間
かん

中
ちゅう

に配置
は い ち

します。 

 

○医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
し え ん

のための関係
かんけい

機関
き か ん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せ っ ち

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の状 況
じょうきょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

 

関係
かんけい

機関
き か ん

の

協議
きょうぎ

の場
ば

の

設置
せ っ ち

 

設置
せ っ ち

 設置
せ っ ち

済
ずみ

 継続
けいぞく

 継続
けいぞく

 

 

○医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

に関
かん

するコーディネーターの配置
は い ち

 

 国
くに

目標値
もくひょうち

 本市
ほ ん し

の状 況
じょうきょう

 
市
し

目標値
もくひょうち

 

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

 

コーディネ

ー タ ー の

配置
は い ち

 

配置
は い ち

 未配置
み は い ち

 配置
は い ち

 配置
は い ち
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の整備
せ い び

促進
そくしん

 

・児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

（P１１9） 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス（P１１9） 

・保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

（P１１9） 

 

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

・障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１9） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

重 症
じゅうしょう

心
しん

身
しん

障
しょう

がい児
じ

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

への支援
し え ん

体制
たいせい

づくり 

・児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

（P１１9） 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス（P１１9） 

・保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

（P１１9） 

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーター 

（P１２1） 

・訪問
ほうもん

系
けい

サービス（P１０6） 

・短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（P１１3） 

障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の

整備
せ い び

等
とう

  

障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

の推進
すいしん

 

・児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

（P１１9） 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス（P１１9） 

・保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

（P１１9） 

・保育所
ほ い く し ょ

・認定
にんてい

こども園
えん

・こどもクラブ（P１２1） 

家族
か ぞ く

や保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に対
たい

する支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

・放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス（P１１9） 

・タイムケア事業
じぎょう

（P１４1） 

・保育所
ほ い く し ょ

・認定
にんてい

こども園
えん

・こどもクラブ（P１２1） 
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第
だい

６ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

                              

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（１）各市町村
か く しち ょ うそん

において、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを設置
せ っ ち

有無
う む

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

（２）基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターによる地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
き ょ うか

を図
はか

るため、以下
い か

の

取組
と り く み

等
と う

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

・地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

への訪問
ほうもん

等
と う

による専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・助言
じょげん

件数
けんすう

 

・地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の人材
じんざい

育成
いくせい

の支援
し え ん

件数
けんすう

 

・地域
ち い き

の相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
き ょ うか

の取組
と り く み

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

・個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の支援
し え ん

内容
ないよう

の検証
けんしょう

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

・基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターにおける主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の配置数
は い ち す う

 

（３）地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

における個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

を通
つう

じた地域
ち い き

サービス基盤
き ば ん

の

開発
かいはつ

・改善
かいぜん

等
と う

に取
と

り組
く

むため、以下
い か

の取組
と り く み

等
と う

の見込
み こ

みを設定
せってい

する。 

・協
きょう

議会
ぎ か い

における相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の参画
さんかく

による事例
じ れ い

検討
けんとう

実施
じ っ し

回数
かいすう

 

・事例
じ れ い

検討会
けんとうかい

への参加
さ ん か

事業者
じぎょうしゃ

・機関数
き か ん す う

 

・協議会
きょうぎかい

の専門
せんもん

部会
ぶ か い

の設置数
せ っ ち す う

 

・協議会
きょうぎかい

の専門
せんもん

部会
ぶ か い

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 

 

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

 

（１）基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

 

平成
へいせい

25年
ねん

4月
がつ

に障
しょう

がい者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

への基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

を付与
ふ よ

することで、

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
き ょ うか

等
と う

の数値
す う ち

目標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む

けた取
と

り組
く

みを実施
じ っ し

してきました。

今後
こ ん ご

は、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

のあり方
かた

等
と う

を研究
けんきゅう

し、設置
せ っ ち

に努
つと

めます。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

末
まつ

 令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

末
まつ

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

の

有無
う む

 
有
あり

 有
あり

 
年度
ね ん ど

末
まつ

にお

ける目標値
もくひょうち
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（２）基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターによる地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを設置
せ っ ち

するまでの間
あいだ

は、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

を有
ゆう

する障
しょう

が

い者
し ゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

において、地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
き ょ うか

の取組
と り く み

を行
おこな

うものとし、そ

の取組
と り く み

の見込
み こ み

件数
けんすう

等
と う

を目標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

６～8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

9～11年度
ね ん ど

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

に対する
たい     

訪問
ほうもん

等
とう

による専門的
せんもんてき

な指導
し ど う

・

助言
じょげん

件数
けんすう

 

15件
けん

 15件
けん

 

毎年
まいとし

の

目標値
もくひょうち

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい

育成
いくせい

の支援
し え ん

件数
けんすう

 
12件

けん

 12件
けん

 

地域
ち い き

の相談
そうだん

機関
き か ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

の

取組
とりくみ

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 
30件

けん

 30件
けん

 

個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の支援
し え ん

内容
ないよう

の検証
けんしょう

の

実施
じ っ し

回数
かいすう

 
6件
けん

 6件
けん

 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターにおける

主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の配置数
は い ち す う

 
3人
にん

 3人
にん

 

 

（３）協
きょう

議会
ぎ か い

における個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

を通
つう

じた地域
ち い き

のサービス基盤
き ば ん

の開発
かいはつ

・改善
かいぜん

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえん き ょ う

議会
ぎ か い

相談
そうだん

部会
ぶ か い

にサービス提供
ていきょう

担当
たんとう

者
し ゃ

などの支援
し え ん

関係者
かんけいしゃ

を加
くわ

え、

個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

を行
おこな

います。この個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

の実施
じ っ し

回数
かいすう

の見込
み こ み

等
と う

を目標
もくひょう

とし

て設定
せってい

します。 

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

の目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

６～8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

9～11年度
ね ん ど

 

協議会
きょうぎかい

における相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の参画
さんかく

による事例
じ れ い

検討
けんとう

実施
じ っ し

回数
かいすう

 
2回
かい

 2回
かい

 

毎年
まいとし

の

目標値
もくひょうち

 
参加
さ ん か

事業者
じぎょうしゃ

・機関数
き か ん す う

 23事業者
じぎょうしゃ

 23事業者
じぎょうしゃ

 

専門
せんもん

部会
ぶ か い

の設置数
せ っ ち す う

 6部会
ぶ か い

 6部会
ぶ か い

 

専門
せんもん

部会
ぶ か い

の実施
じ っ し

回数
かいすう

 12回
かい

 12回
かい
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
ふく

相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の安定的
あんていてき

確保
か く ほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P１１6） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

 

基幹
き か ん

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを

中心
ちゅうしん

とした関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

によ

る相談
そうだん

機能
き の う

の強化
きょうか

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

による相談
そうだん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス（P１０9） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

（P116） 

・相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（P１２9） 
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第
だい

７ 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

を図る
はか  

ための取組
とりくみ

に係
かか

る体制
たいせい

の構築
こうちく

    

 

【成果
せ い か

目標
もくひょう

（国
くに

の目標値
もくひょうち

）】 

（１）障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスに係
かか

る各種
か く し ゅ

研修
けんしゅう

の活用
かつよう

 

・県
けん

が実施
じ っ し

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
と う

に係 る
かかわ   

研修
けんしゅう

やその他
  た

の研修
けんしゅう

への市
し

職員
しょくいん

の 

参加
さ ん か

人数
にんずう

の見込み
み こ  

を設定
せってい

する。 

（２）障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

審査
し ん さ

支払
しはらい

等
と う

システム等
と う

による審査
し ん さ

結果
け っ か

の共有
きょうゆう

 

・障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

審査
し ん さ

支払
しはらい

等
と う

システム等
と う

による審査
し ん さ

結果
け っ か

を分析
ぶんせき

してその結果
け っ か

を 

活用
かつよう

し、事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

と共有
きょうゆう

する体制
たいせい

の有無
う む

及び
およ   

その実施
じ っ し

回数
かいすう

の見込み
み こ  

を設定
せってい

する。 

 

  

１ 第
だい

７期
き

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

 

（１）障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

に係る
かかわ  

各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の活用
かつよう

                                     

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 
令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

県
けん

が実施
じ っ し

する研修
けんしゅう

への市
し

職員
しょくいん

参加
さ ん か

人数
にんずう

 1人
にん

 1人
にん

  

 

（２）障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

審査
し ん さ

支払
しはらい

等
とう

システム等
とう

による審査
し ん さ

結果
け っ か

の共有
きょうゆう

 

国
くに

目標値
もくひょうち

 
市
し

目標値
もくひょうち

 
備考
び こ う

 

令和
れ い わ

8年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

１１年度
ね ん ど

 

システムによる審査
し ん さ

結果
け っ か

を分析
ぶんせき

し、その

結果
け っ か

を事業所
じぎょうしょ

等
とう

と共有
きょうゆう

する体制
たいせい

の有無
う む

及
およ

びその実施
じ っ し

回数
かいすう

 

有
あり

（１回
かい

以上
いじょう

） 有
あり

（１回
かい

以上
いじょう

）  
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２ 関連
かんれん

する障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査
し ん さ

支払
しはらい

機関
き か ん

との連携
れんけい

 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サー

ビス等
とう

の質
しつ

の

向上
こうじょう

を図
はか

るため

の取組
とりくみ

に係
かか

る

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

県
けん

及
およ

び障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス影響
えいきょう

事業所
じぎょうしょ

との

連携
れんけい

 

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

（P１４5） 
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第
だい

４節
せつ

  

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

等
とう

の見込量
みこみりょう

及
およ

び確保
か く ほ

策
さく

     
 

第
だい

1 見込
み こ

み量
りょう

設定
せってい

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

等
とう

の見込
み こ み

量
りょう

については、次
つぎ

の事項
じ こ う

を総合的
そうごうてき

に

勘案
かんあん

して定
さだ

めます。 

・令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

現在
げんざい

のサービス利用
り よ う

の状況
じょうきょう

及
およ

びこれまでのサービス利用
り よ う

の推移
す い い

 

・第
だい

６期
き

計画
けいかく

における進捗
しんちょく

状況
じょうきょう

（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は進捗
しんちょく

見込
み こ み

） 

・入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

及
およ

び精神科
せ い し ん か

病院
びょういん

からの地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

の予定
よ て い

 

・特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

卒業生
そつぎょうせい

の進路
し ん ろ

予定
よ て い

 

・地域
ち い き

における児童数
じ ど う す う

の推移
す い い

 

・保育所
ほ い く し ょ

や認定
にんてい

こども園
えん

、幼稚園
よ う ち え ん

、放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業
じぎょう

等
とう

での障
しょう

がいのある子
こ

どもの 

受入
うけいれ

状況
じょうきょう

 

・新
あら

たなサービス利用
り よ う

のニーズ 

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス及
およ

び障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

に関
かん

する事業
じ ぎ ょ う

を行
おこな

う意向
い こ う

のある事
じ

業者
ぎょうしゃ

の状況
じょうきょう

 

・双葉郡
ふたばぐん

８町村
ちょうそん

からの避難者
ひ な ん し ゃ

のサービス利用
り よ う

見込み
み こ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在
げんざい

の利用
り よ う

の状況
じょうきょう

 

サービス利用
り よ う

状況
じょうきょう

 

過去
か こ

の利用
り よ う

推移
す い い

 

施設
し せ つ

や精神科
せ い し ん か

病院
びょういん

 

からの地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

 

特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

卒業生
そつぎょうせい

の進路
し ん ろ

 

新
あら

たなサービス利用
り よ う

ニーズ 

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

の事業
じ ぎ ょ う

意向
い こ う

 

各年度
か く ね ん ど

における見込量
みこみりょう

 

総
合
的

そ
う
ご
う
て
き

に
勘
案

か
ん
あ
ん 

第
だい

６期
き

計画
けいかく

の 

進捗
しんちょく

状況
じょうきょう

 

児童数
じ ど う す う

の推移
す い い

 

保育所
ほ い く し ょ

等
とう

での障
しょう

がいのある

子
こ

どもの受入
うけいれ

状況
じょうきょう

 

双葉郡
ふたばぐん

８町村
ちょうそん

からの避難者
ひ な ん し ゃ

のサ

ービス利用
り よ う

見込み
み こ  
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第
だい

２ 訪問
ほうもん

系
けい

サービス                                          

 

サービスの種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

  居宅
きょたく

において、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食事
し ょ くじ

等
とう

の介護
か い ご

、調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

及
およ

び掃除
そ う じ

等
とう

の家事
か じ

並
なら

びに生活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する相談
そうだん

及
およ

び助言
じょげん

など、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を

行
おこな

います。 

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

  重度
じゅうど

の肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

や重度
じゅうど

の知的障
ちてきしょう

がいのある人
ひと

又
また

は精神障
せいしんしょう

がいのある

人
ひと

で常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

に、居宅
きょたく

において、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食事
し ょ くじ

等
とう

の介護
か い ご

、調理
ちょうり

、洗濯及
せんたくおよ

び掃
そう

除
じ

等
とう

の家事
か じ

並
なら

びに生活
せいかつ

等
とう

に関
かん

する相
そう

談
だん

及
およ

び

助言
じょげん

その他
た

の生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

並
なら

びに外出
がいしゅつ

時
じ

における移
い

動中
どうちゅう

の介護
か い ご

を総合的
そうごうてき

に行
おこな

います。 

 

同行
どうこう

援護
え ん ご

  視覚障
しかくしょう

がいにより、移動
い ど う

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

につ

き、外出
がいしゅつ

時
じ

に同行
どうこう

し、移動
い ど う

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するとともに、移動
い ど う

の援護
え ん ご

、

排
はい

せつ及
およ

び食事
し ょ くじ

等
とう

の介護
か い ご

その他
た

の当該障
とうがいしょう

がいのある人
ひと

等
とう

が外出
がいしゅつ

する際
さい

に

必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を適切
てきせつ

かつ効果的
こ う か て き

に行
おこな

います。 

 

行動
こうどう

援護
え ん ご

  障
しょう

がいのある人
ひと

が行動
こうどう

する際
さい

に生
しょう

じ得
う

る危険
き け ん

を回
かい

避
ひ

するために必要
ひつよう

な

援護
え ん ご

、外出
がいしゅつ

時
じ

における移動中
いどうちゅう

の介護
か い ご

、排
はい

せつ及
およ

び食事
し ょ くじ

等
とう

の介護
か い ご

、その他
た

行動
こうどう

する際
さい

に必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行
おこな

います。 

 

重度
じゅうど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

 重度
じゅうど

の障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

に対
たい

し、居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、

行動
こうどう

援護
え ん ご

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

、 自立
じ り つ

訓練
くんれん

、 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

、自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

及
およ

び共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

を包括的
ほうかつてき

に提供
ていきょう

し

ます。 
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

 

  

 

訪問
ほうもん

系
けい

サービス 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

実施
じ っ し

箇所
か し ょ

数
すう

 23(2) 23(2) 23(2) 24(2) 24(2) 24(2) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 170 170 170 175 175 175 

うち児童分
じどうぶん

 5 5 5 5 5 5 

延
の

べ 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 
28,707 28,707 28,707 29,551 29,551 29,551 

うち児童分
じどうぶん

 515 515 515 515 515 515 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 3(0) 3(0) 3(0) 3(0) 3(0) 3(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 7 7 7 8 8 8 

延
の

べ 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 
2,420 2,420 2,420 2,766 2,766 2,766 

同行
どうこう

援護
え ん ご

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 7(7) 7(7) 7(7) 8(7) 8(7) 8(7) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 29 29 29 30 30 30 

延
の

べ 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 
4,047 4,047 4,047 4,187 4,187 4,187 

行動
こうどう

援護
え ん ご

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1(0) 1(0) 2(0) 2(0) 2(0) 2(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 13 13 15 15 17 17 

うち児童分
じどうぶん

 3 3 4 4 5 5 

延
の

べ 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 
593 593 684 684 775 775 

うち児童分
じどうぶん

 5 5 5 5 5 5 

重度
じゅうど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 0 0 0 0 0 0 

延
の

べ 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 
0 0 0 0 0 0 
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○訪問
ほうもん

系
けい

サービスの必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

 

【サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

】 

○福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

移行
い こ う

も見据
み す

え、日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

において支援
し え ん

を要
よう

する障
しょう

がいのある人
ひと

の

地域
ち い き

生活
せいかつ

の基礎
き そ

となる訪問
ほうもん

系
けい

サービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

確保
か く ほ

が必要
ひつよう

です。関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

など

により、サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

の人員
じんいん

体制
たいせい

の強化
きょうか

や、新規
し ん き

事業所
じぎょうじょ

の参入
さんにゅう

、介護
か い ご

保険
ほ け ん

分野
ぶ ん や

の

事業所
じぎょうしょ

から障
しょう

がい分野
ぶ ん や

への参入
さんにゅう

促進
そくしん

に努
つと

めていきます。 

 

○早朝
そうちょう

、夜間
や か ん

、深夜帯
し ん やた い

における居宅
きょたく

介護
か い ご

並
なら

びに重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

サービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

の十分
じゅうぶん

な

確保
か く ほ

が必要
ひつよう

です。サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

へ体制
たいせい

整備
せ い び

に向
む

けた理解
り か い

の促進
そくしん

や同行
どうこう

援護
え ん ご

並
なら

びに

行動
こうどう

援護
え ん ご

に係
かか

る研修
けんしゅう

について、受講
じゅこう

しやすい仕組
し く

みとなるよう県
けん

に要望
ようぼう

していきます。 

 

【サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

】 

○地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

や障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

において、訪問
ほうもん

系
けい

サービ

スに関
かん

する様々
さまざま

な課題
か だ い

の共有
きょうゆう

や解決
かいけつ

に向
む

けた事業所
じぎょうしょ

相互
そ う ご

の連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

ります。また、有
ゆう

資
し

格
かく

者
しゃ

を増
ふ

やすための研修
けんしゅう

機会
き か い

の確保
か く ほ

・スキルアップ研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

などに取
と

り組
く

み、より利用
り よ う

しや

すく質
しつ

の高
たか

いサービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

っていきます。 

 

【人材
じんざい

確保
か く ほ

に向
む

けた取
と

り組
く

み】 

○ヘルパー不足
ぶ そ く

やその確保
か く ほ

については、全国的
ぜんこくてき

な問題
もんだい

であることから、就労
しゅうろう

していない有
ゆう

資格者
し か く し ゃ

と事業所間
じぎょうしょかん

とのマッチング、処遇
しょぐう

改善
かいぜん

、地位
ち い

の向上
こうじょう

への取組
とりくみ

などの課題
か だ い

を国
くに

・県
けん

と共有
きょうゆう

しながら、事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

や新規
し ん き

参入
さんにゅう

の促進
そくしん

に努
つと

めていきます。 
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第
だい

３ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス                               

 

サービスの種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

  一般
いっぱん

企業
きぎょう

への就労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する人
ひと

に対
たい

し、事業
じぎょう

所内
しょない

や企業
きぎょう

における実習
じっしゅう

、

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・能力
のうりょく

の養成
ようせい

、適性
てきせい

にあった職場
しょくば

探
さが

しなどの就労
しゅうろう

支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

Ａ型
がた

 

 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などに就労
しゅうろう

することが困難
こんなん

な人
ひと

に対
たい

して、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

の

習得
しゅうとく

及
およ

び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な支援
し え ん

などを雇用
こ よ う

契約
けいやく

に基
もと

づいて行
おこな

う

サービスです。 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

Ｂ型
がた

 

 生産
せいさん

活動
かつどう

などに関
かん

する知識
ち し き

向上
こうじょう

や維持
い じ

が期待
き た い

される人
ひと

に対
たい

し、生産
せいさん

活動
かつどう

等
とう

の機会
き か い

を提供
ていきょう

し、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

や能力
のうりょく

向上
こうじょう

に向
む

けた支
し

援
えん

を行
おこな

うサ

ービスです。 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

  一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ移行
い こ う

した人
ひと

に、就労
しゅうろう

に伴
ともな

う生活面
せいかつめん

の課題
か だ い

に対
たい

し、事業
じぎょう

所
し ょ

や

家族
か ぞ く

等
とう

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

、指導
し ど う

・助言
じょげん

等
とう

の支援
し え ん

を行
おこな

うことにより就
しゅう

労
ろう

の継続
けいぞく

を

支援
し え ん

するサービスです。 

就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
し え ん

 就労
しゅうろう

を目
め

指
ざ

す人
ひと

に対
たい

し、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

しながらアセスメントを行
おこな

い、その

方
かた

の希望
き ぼ う

や能力
のうりょく

に合
あ

った職業
しょくぎょう

や福祉
ふ く し

サービスへつなげるサービスです。 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 

 地域
ち い き

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で身体
しんたい

機能
き の う

、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ

、向上
こうじょう

などのための

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な身体障
しんたいしょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、理学
り が く

療法
りょうほう

や作業
さぎょう

療法
りょうほう

などの

身体
しんたい

機能
き の う

のリハビリテーション、歩行
ほ こ う

訓練
くんれん

などを行
おこな

うサービスです。 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

 知的障
ちてきしょう

がいのある人
ひと

や精神障
せいしんしょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、自立
じ り つ

した地域
ち い き

生活
せいかつ

を

営
いとな

む上
うえ

で必要
ひつよう

となる日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ

、向上
こうじょう

を図
はか

るた

めのサービスです。 

生活
せいかつ

介護
か い ご

  常時
じょうじ

介護
か い ご

を要
よう

する一定
いってい

以上
いじょう

の障
しょう

がい程度
て い ど

の障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、

日中
にっちゅう

の時間帯
じかんたい

において、入浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
し ょ くじ

などの介護
か い ご

や活動
かつどう

の提供
ていきょう

などを

行
おこな

うサービスです。 
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

       実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所
か し ょ

数
すう

 1(5) 1(5) 1(5) 1(5) 1(5) 1(5) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 27 9 11 13 14 15 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
1,512 1,950 2,380 2,810 3,030 3,240 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

A型
がた

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 5(2) 5(2) 5(3) 5(3) 5(3) 5(4) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 65 65 70 70 70 75 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
13,130 13,130 14,140 14,140 14,140 15,150 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

B型
がた

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 16(13) 17(13) 18(13) 19(13) 20(13) 21(13) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 398 407 415 424 433 442 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
65,700 67,080 68,490 69,930 71,400 72,900 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 2(2) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 3 4 5 6 7 8 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
36 48 60 72 84 96 

就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

  1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 

実利用者数
じつりようしゃすう

  20 23 25 27 30 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
 400 460 500 540 600 
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実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

機能
き の う

訓練
くんれん

） 

実施
じ っ し

箇所
か し ょ

数
すう

 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 1 1 1 1 1 1 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
65 65 65 65 65 65 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 2 2 ３ ３ ３ ３ 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
386 386 386 386 386 386 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 12(25) 12(26) 12(26) 13(26) 13(26) 14(26) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 287 295 303 311 320 329 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
60,270 61,950 63,630 65,310 67,200 69,090 
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○日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスの必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

 

【障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

の確保
か く ほ

】 

○障
しょう

がいのある人
ひと

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

をより充実
じゅうじつ

したものとしていくためには、本人
ほんにん

に対
たい

するアセスメ   

ントを的確
てきかく

に行
おこな

い、適切
てきせつ

なサービスにつなげることが必要
ひつよう

です。引
ひ

き続
つづ

き、本人
ほんにん

が希望
き ぼ う

する 

就労
しゅうろう

や介護
か い ご

、生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

、介護者
か い ご し ゃ

の休息
きゅうそく

の確保
か く ほ

等
とう

のため、相談
そうだん

機関
き か ん

や医療
いりょう

機関
き か ん

等
とう

と 

連携
れんけい

しながら、更
さら

なるサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の強化
きょうか

に取
と

り組
く

みます。 

生活
せいかつ

介護
か い ご

については、利用
り よ う

ニーズが高
たか

いにも関
かか

わらず、提供
ていきょう

体制
たいせい

や事業所数
じぎょうしょすう

が十分
じゅうぶん

で

はない現状
げんじょう

があります。今後
こ ん ご

、ニーズに合
あ

った提供
ていきょう

体制
たいせい

の充
じゅう

実
じつ

に向
む

けて、県
けん

と連携
れんけい

を図
はか

り

ながら人材
じんざい

育成
いくせい

や事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

、新規
し ん き

参入
さんにゅう

の促進
そくしん

に努
つと

めていきます。 

 

【就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

に向
む

けた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

】【福祉的
ふ く し て き

就労
しゅうろう

の定着
ていちゃく

】 

○就労
しゅうろう

支援
し え ん

については、県
けん

や関係
かんけい

機関
き か ん

、事業所
じぎょうしょ

等
とう

と連携
れんけい

を図
はか

りながら、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

や就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

等
とう

のサービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に向
む

け、事業所
じぎょうしょ

の支援力
しえんりょく

の強化
きょうか

や新
あら

たな事
じ

業者
ぎょうしゃ

の参入
さんにゅう

に向
む

けた働
はたら

きかけを行
おこな

います。 

また、あわせて、ハローワークや障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター、企業
きぎょう

等
とう

とともに、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

や福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

と商工業
しょうこうぎょう

、農業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

との連携
れんけい

強化
きょうか

等
とう

の取組
とりくみ

を

進
すす

めます。 

加
くわ

えて、新
あら

たに始
はじ

まる就労
しゅうろう

選択
せんたく

支援
し え ん

のほか、就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

等
とう

のサービスの提供
ていきょう

体制
たいせい

の

整
せい

備
び

に努
つと

め、障
しょう

がいのある方
かた

の適切
てきせつ

な職業
しょくぎょう

選択
せんたく

や福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

、就労
しゅうろう

の定着
ていちゃく

等
とう

の

促進
そくしん

につなげます。 

                                                                                               

【適切
てきせつ

なサービス利用
り よ う

の推進
すいしん

】 

○その他
た

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスについても、サービス利用
り よ う

希望者
き ぼ う し ゃ

一人
ひ と り

ひとりが、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や障
しょう

がいの状態
じょうたい

に応
おう

じた適切
てきせつ

なサービスを利用
り よ う

することができるよ

う、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

や障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

等
とう

において関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

強化
きょうか

を図
はか

りながら、サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めます。 
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第
だい

４ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス                                       

 

サービスの種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

  在宅
ざいたく

で障
しょう

がいのある人
ひと

の介護
か い ご

を行
おこな

う人
ひと

が、自
みずか

らの負担
ふ た ん

軽減
けいげん

や病気
びょうき

、

冠婚葬祭
かんこんそうさい

などにより、一時的
い ち じ て き

に障
しょう

がいのある人
ひと

を介護
か い ご

できない場合
ば あ い

に、

障
しょう

がいのある人
ひと

が入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

を短期間
たんきかん

利用
り よ う

するサービスです。 

療養
りょうよう

介護
か い ご

  医療
いりょう

と常時
じょうじ

の介護
か い ご

が必要
ひつよう

な一定
いってい

以上
いじょう

の障
しょう

がい程度
て い ど

の障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

し、療養上
りょうようじょう

の管理
か ん り

や医学的
い が く て き

管理
か ん り

の下
もと

における介護
か い ご

などを行
おこな

うサービ

スです。 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

  共同
きょうどう

生活
せいかつ

する住
す

まいを提
てい

供
きょう

するとともに、相談
そうだん

、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ又
また

は食事
し ょ くじ

の介護
か い ご

その他
た

の必要
ひつよう

な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の援助
えんじょ

を行
おこな

うサービスです。 

 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

には、介護
か い ご

サービスを外部
が い ぶ

に委託
い た く

する外部
が い ぶ

サービス

利用型
り よ う が た

、当該
とうがい

グループホームが介護
か い ご

サービスを提供
ていきょう

する介護
か い ご

サービス

包括型
ほうかつがた

、当該
とうがい

グループホームが介護
か い ご

サービスを提供
ていきょう

し、かつ、日中
にっちゅう

及
およ

び

夜間
や か ん

を通
つう

じて職員
しょくいん

を配置
は い ち

する日中
にっちゅう

サービス支援型
し え ん が た

の３つの種類
しゅるい

がありま

す。 

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

  主
しゅ

として夜間
や か ん

において、入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食事
し ょ くじ

等
とう

の介助
かいじょ

、生活
せいかつ

等
とう

に関
かん

す

る相談
そうだん

及
およ

び助言
じょげん

その他
た

の必要
ひつよう

な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
し え ん

を行
おこな

うサービスで

す。 
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

       実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

居住
きょじゅう

系
けい

サービス 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

短期
た ん き

 

入所
にゅうしょ

 

実施
じ っ し

箇所
か し ょ

数
すう

 3(4) 3(4) 3(4) 3(4) 3(4) 3(4) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 88 88 88 89 90 90 

うち児童分
じどうぶん

 8 8 9 9 10 10 

延
の

べ利用
り よ う

時間
じ か ん

 
2,771 2,771 2,780 2,780 2,789 2,789 

うち児童分
じどうぶん

 71 71 80 80 89 89 

療養
りょうよう

介護
か い ご

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0(4) 0(4) 0(4) 0(4) 0(4) 0(4) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 15 15 16 16 16 16 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 69(22) 70(22) 71(22) 72(22) 73(22) 74(22) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 243 246 249 252 255 258 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 2(21) 2(21) 2(20) 2(20) 2(20) 2(20) 

入所者数
にゅうしょしゃすう

（年度
ね ん ど

末
まつ

） 
128 128 127 127 127 126 
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○居住
きょじゅう

系
けい

サービスの必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

 

【地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

や親
おや

亡
な

き後
あと

を見据
み す

えた取組
とりくみ

】 

○病院
びょういん

や施設
し せ つ

からの地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

、親元
おやもと

からの自立
じ り つ

や親
おや

亡
な

き後
あと

を見据
み す

えた利用
り よ う

など

に備
そな

え、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよう、短期
た ん き

入所
にゅうしょ

や共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の

拡充
かくじゅう

に向
む

け、県
けん

と連携
れんけい

を図
はか

りながら、事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

や新規
し ん き

参入
さんにゅう

の促進
そくしん

に努
つと

めます。 

 

【短期
た ん き

入所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の拡充
かくじゅう

】 

○短期
た ん き

入所
にゅうしょ

については、家族
か ぞ く

が希望
き ぼ う

する日数
にっすう

や曜日
よ う び

に利用
り よ う

できないことがあるため、県
けん

と

連携
れんけい

を図
はか

りながら、介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスのショートステイ事業所
じぎょうしょ

等
とう

による共生型
きょうせいがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービスや、病院
びょういん

等
とう

による医療型
いりょうがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービスの提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 

また、介護者
か い ご し ゃ

の急病
きゅうびょう

等
とう

に対応
たいおう

するため地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

事業
じぎょう

による緊急
きんきゅう

時
じ

入所
にゅうしょ

事業
じぎょう

の継続
けいぞく

に努
つと

めます。 

合
あ

わせて、障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

とした短期
た ん き

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

が少な
すく   

いことから、18歳
さい

以上
いじょう

を対象
たいしょう

とした施設
し せ つ

において児童
じ ど う

の受入
うけいれ

体制
たいせい

を構築
こうちく

するなど、サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の

拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 

 

【グループホーム等
とう

の整備
せ い び

促進
そくしん

】 

○共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

については、病院
びょういん

や施設
し せ つ

から地域
ち い き

移行
い こ う

をする人
ひと

や、身近
み ぢ か

に支援者
し え ん し ゃ

がいる

環境
かんきょう

での生活
せいかつ

を希望
き ぼ う

する人
ひと

の住
す

まいとしてのニーズが高
たか

い状況
じょうきょう

です。 

また、重度
じゅうど

の身体
しんたい

障
しょう

がいがある人
ひと

、医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

や強度行動
きょうどこうどう

障
しょう

がいがある

人
ひと

への対応
たいおう

が可能
か の う

な事業所
じぎょうしょ

が不足
ふ そ く

しているため、県
けん

と連携
れんけい

を図
はか

りながら提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の

拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 
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第
だい

5 相談
そうだん

支援
し え ん

系
けい

サービス                                               

 

サービスの種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

  自
みずか

ら課題
か だ い

の解決
かいけつ

やサービスの利用
り よ う

調整
ちょうせい

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのある人
ひと

を

対象
たいしょう

に、課題
か だ い

の解決
かいけつ

や適切
てきせつ

なサービスの利用
り よ う

に向
む

けて、相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

がサービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

や定期的
て い き て き

なモニタリング、サービスの調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

うサービスです。 

 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

  障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
とう

に入所
にゅうしょ

している障
しょう

がいのある人
ひと

又
また

は精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

している精神障
せいしんしょう

がいのある人
ひと

を対象
たいしょう

に、住
す

まいの確保
か く ほ

をはじめと

して地域
ち い き

生活
せいかつ

に移行
い こ う

するための活動
かつどう

に関
かん

する支援
し え ん

を行
おこな

います。 

 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

  単身
たんしん

で生活
せいかつ

し緊急
きんきゅう

時
じ

の支援
し え ん

が見込
み こ

めない障
しょう

がいのある人
ひと

等
とう

を対象
たいしょう

に、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
か く ほ

し、障
しょう

がいの特性
とくせい

を原因
げんいん

として生
しょう

じた緊急
きんきゅう

の

事態
じ た い

において訪問
ほうもん

、支援
し え ん

などを行
おこな

います。 

 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

  入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

やグループホーム等
とう

から一人暮
ひ と り ぐ

らしをする障
しょう

がいのある人
ひと

を

対象
たいしょう

として、定期的
て い き て き

な巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

や随時
ず い じ

の対応
たいおう

により、円滑
えんかつ

な地域
ち い き

生活
せいかつ

に

向
む

けた相談
そうだん

助言
じょげん

等
とう

を行
おこな

うサービスです。 
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

       実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

相談
そうだん

支援
し え ん

系
けい

サービス 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所
か し ょ

数
すう

 16(24) 16(24) 17(24) 17(24) 18(24) 18(24) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 892 898 903 908 914 919 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 2(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ２ ２ ３ ３ ３ ３ 

地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 2(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ２ ４ ６ ８ １０ １２ 
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相談
そうだん

支援
し え ん

系
けい

サービスの必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

 

【計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の質
しつ

の向上
こうじょう

と安定
あんてい

した提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の確保
か く ほ

】 

○計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

については、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用者数
り よ う し ゃ す う

の増加
ぞ う か

が見込
み こ

まれ、引
ひ

き続
つづ

きニ

ーズは高
たか

いことから、提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 

また、提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

の整備
せ い び

が進
すす

む一方
いっぽう

で、配置
は い ち

されてる相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

数
すう

が１～２人
にん

のみ

の小規模
し ょ う き ぼ

事業所
じぎょうしょ

が増加
ぞ う か

しており、提供
ていきょう

するサービスの中立性
ちゅうりつせい

や公正性
こうせいせい

の担保
た ん ぽ

や安定的
あんていてき

な

事業
じぎょう

運営
うんえい

が課題
か だ い

となっています。 

今後
こ ん ご

は、より中立
ちゅうりつ

・公正
こうせい

かつ質
しつ

の高
たか

いサービス提供
ていきょう

と事業
じぎょう

運営
うんえい

の安定化
あんていか

を図
はか

るため、

複数
ふくすう

の事業所間
じぎょうしょかん

で相互
そ う ご

にサービス内容
ないよう

をチェックするなどした場合
ば あ い

、高
たか

い報酬
ほうしゅう

算定
さんてい

が可能
か の う

となる仕組
し く

みである「複数
ふくすう

事業所
じぎょうしょ

の協働
きょうどう

による体制
たいせい

の確保
か く ほ

」の活用
かつよう

の促進
そくしん

に努
つと

めます。 

 

【地域
ち い き

移行
い こ う

・定着
ていちゃく

支援
し え ん

の提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の拡充
かくじゅう

】 

○地域
ち い き

移行
い こ う

・定着
ていちゃく

支援
し え ん

については、提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

が限
かぎ

られており実利用者
じ つ り よ う し ゃ

も少
すく

ないことから、

地域
ち い き

移行
い こ う

が全体的
ぜんたいてき

に推進
すいしん

されるよう、施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

や精神科
せいしんか

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

する地域
ち い き

移行
い こ う

の啓発
けいはつ

を行
おこな

うとともに、県
けん

と連携
れんけい

を図
はか

りながら、提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 

 

【自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の確保
か く ほ

】 

○自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

については、単独
たんどく

事業
じぎょう

では採算性
さいさんせい

が見込
み こ

みにくいなどの理由
り ゆ う

により提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

には至
いた

っておりません。しかし、施設
し せ つ

・病院
びょういん

からの地域
ち い き

移行
い こ う

や親元
おやもと

からの自立
じ り つ

などによって単身
たんしん

生活
せいかつ

をはじめたばかりの人
ひと

など、地域
ち い き

生活
せいかつ

に特
と く

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じている障
しょう

が

いのある人
ひと

が、地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

するためにはとても重要
じゅうよう

なサービスであることから、

提供
ていきょう

基盤
き ば ん

の確保
か く ほ

に努
つと

めます。 
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第
だい

６ 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

                                           

 

サービスの種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 未就学
みしゅうがく

の障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
き ほ ん て き

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

、知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

その他
た

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。 

放課後
ほ う か ご

等
とう

 

デイサービス 

 就学
しゅうがく

している障
しょう

がいのある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

又
また

は学校
がっこう

の

休業日
きゅうぎょうび

に、生活能力
せいかつのうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

の促進
そくしん

その

他
た

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。 

保育所
ほ い く し ょ

等
とう

 

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

 保育所
ほ い く し ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小学校
しょうがっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

などに通
かよ

う障
しょう

がい

のある子
こ

どもを対象
たいしょう

に、これらの施設
し せ つ

を訪問
ほうもん

し集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のために

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を行
おこな

うサービスです。 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 重度
じゅうど

の障
しょう

がい等
とう

により外出
がいしゅつ

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

し、居宅
きょたく

を

訪問
ほうもん

して発達
はったつ

支援
し え ん

を提
てい

供
きょう

するサービスです。 

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

 

支援
し え ん

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

などを利用
り よ う

している障
しょう

がいのある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

を

対象
たいしょう

に、生活上
せいかつじょう

の様々
さまざま

な課題
か だ い

の解決
かいけつ

や適切
てきせつ

なサービスの利用
り よ う

に向
む

け、

相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

がサービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

や定期的
て い き て き

なモニタリング、サ

ービスの調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

うサービスです。 
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第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

 

１ 障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

 

【第
だい

３期
き

計画
けいかく

における各年度
か く ね ん ど

の見込量
みこみりょう

】      実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

 令
れい

和
わ

6年
ねん

度
ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 14（3） 14（3） 15（3） 15（3） 16（3） 16（3） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 154 170 187 206 227 250 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
9,086 10,030 11,033 12,154 13,393 14,750 

放課後
ほ う か ご

等
とう

 

デイサー

ビス 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 16（6） 16（6） 17（6） 17（6） 18（6） 18（6） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 236 253 271 291 312 335 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
26,196 28,083 30,081 32,301 34,632 37,185 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 5（0） 5（0） 6（0） 6（0） 7（0） 7（0） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 78 85 92 100 109 118 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
468 508 553 601 653 710 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 0 0 0 0 0 0 

延
の

べ利用
り よ う

 

回数
かいすう

 
0 0 0 0 0 0 
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２ 障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

【第
だい

３期
き

計画
けいかく

における各年度
か く ね ん ど

の見込量
みこみりょう

】      実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

 令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 11（4） 12（4） 12（4） 13（4） 14（4） 14（4） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 355 378 403 429 457 487 

 

 

 

３ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターの配置
は い ち

人数
にんずう

 

【第
だい

３期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込
み こ み

量
りょう

】 

 
令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

7年度
ね ん ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

コーディネーター

の配置
は い ち

人数
にんずう

 
1 1 1 2 2 2 

 

 

 

４ 障
しょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

する子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

【第
だい

３期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込
み こ み

量
りょう

】 

種別
しゅべつ

 

利用
り よ う

ニーズを

踏
ふ

まえた必要
ひつよう

な見込
み こ み

量
りょう

（人
にん

） 

定量的
ていりょうてき

な目標
もくひょう

（見込
み こ

み）（人
にん

） 

令和
れ い わ

６ 

年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

７ 

年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

８ 

年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

９ 

年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

10 

年度
ね ん ど

 

令和
れ い わ

11 

年度
ね ん ど

 

保育所
ほいくしょ

 24 24 24 24 24 24 24 

認定
にんてい

こども園
えん

 64 64 64 64 64 64 64 

こどもクラブ 101 101 101 101 101 101 101 

療育
りょういく

手帳
てちょう

や身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

する子
こ

ども、障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

を利用
り よ う

する子
こ

ども、障
しょう

が

い児
じ

保育
ほ い く

事業
じぎょう

・心
しん

身
しん

障
しょう

がい児
じ

教育
きょういく

事業
じぎょう

の対象
たいしょう

である子
こ

ども、特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する子
こ

ども

の人数
にんずう

から、それぞれの事業
じぎょう

における必要量
ひつようりょう

（人数
にんずう

）を見込
み こ

みました。 

第
だい

３期
き

計画
けいかく

の各年度
か く ね ん ど

では、これらの子
こ

どもの保護者
ほ ご し ゃ

から利用
り よ う

希望
き ぼ う

があった場合
ば あ い

は、基本的
き ほ ん て き

に

希望者
き ぼ う し ゃ

全員
ぜんいん

を受
う

け入
い

れていくことを示
しめ

しています。 
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○障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

 

【障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

と質
しつ

の向上
こうじょう

】 

○児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

については、利用
り よ う

のニーズが高
たか

ま

っており、その傾向
けいこう

は今後
こ ん ご

も継続
けいぞく

するものと見込
み こ

まれます。そのため、新規
し ん き

法人
ほうじん

の参入
さんにゅう

も含
ふく

め

た新規
し ん き

事業所
じぎょうしょ

の開設
かいせつ

や既存
き そ ん

事業所
じぎょうしょ

の定員
ていいん

増加
ぞ う か

など、さらなるサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に努
つと

めるとともに、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターを中心
ちゅうしん

とした事例
じ れ い

検討
けんとう

や研修
けんしゅう

等
とう

の地域
ち い き

全体
ぜんたい

の連携
れんけい

した

取組
とりくみ

によって、地域
ち い き

の障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

全体
ぜんたい

の支援
し え ん

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

っていきます。 

なお、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

箇所数
か し ょ す う

については、障
しょう

がいのある子
こ

どもとその家族
か ぞ く

の

ニーズや事業所
じぎょうしょ

運営
うんえい

法人
ほうじん

の意向
い こ う

等
とう

を踏
ふ

まえて拡充
かくじゅう

を検討
けんとう

します。 

また、居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

については、事業所
じぎょうしょ

アンケート等
とう

の結果
け っ か

を踏
ふ

まえて本
ほん

計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

の目標値
もくひょうち

は０としますが、引
ひ

き続
つづ

き関係
かんけい

機関
き か ん

へ情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行
おこな

い、新規
し ん き

参入
さんにゅう

の促進
そくしん

に

努
つと

めます。 

 

【障
しょう

がい児
じ

の地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

・包容
ほうよう

（インクルージョン）の推進
すいしん

】 

○障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

が教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

や学校
がっこう

等
とう

へ訪問
ほうもん

する保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

を活用
かつよう

することで、障
しょう

がい特性
とくせい

の理解
り か い

促進
そくしん

や支援
し え ん

ノウハウの共有
きょうゆう

を図
はか

り、それぞれの機関
き か ん

に

おける支援力
しえんりょく

の向上
こうじょう

や障
しょう

がいのある子
こ

どもの活動
かつどう

しやすい環境
かんきょう

づくりにつなげていきます。 

 

【障
しょう

がい児
じ

やその家族
か ぞ く

に対
たい

する相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

と質
しつ

の向上
こうじょう

】 

○障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

については、障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

の利用
り よ う

ニーズの高
たか

まりに伴
ともな

い、今後
こ ん ご

も

利用者
り よ う し ゃ

が増
ふ

えていくものと見込
み こ

まれます。障
しょう

がい児
じ

相談支援
そうだんしえん

は、障
しょう

がいのある子
こ

どもの成長
せいちょう

やその家族
か ぞ く

の状況
じょうきょう

に寄
よ

り添
そ

った相談
そうだん

支援
し え ん

や支援
し え ん

機関
き か ん

をつなぐ中心
ちゅうしん

となる重要
じゅうよう

な役割
やくわり

が期待
き た い

されています。今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き、障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の研修
けんしゅう

等
とう

を通
つう

じた相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

の

スキル向上
こうじょう

を図
はか

りながら、新規
し ん き

事業所
じぎょうしょ

の開設
かいせつ

や既存
き そ ん

の事業所
じぎょうしょ

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の強化
きょうか

に努
つと

めます。 

 

【医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

】 

○本
ほん

計画
けいかく

期間
き か ん

中
ちゅう

に医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

する関連
かんれん

分野
ぶ ん や

の支援
し え ん

を調整
ちょうせい

するコーディネーターを配置
は い ち

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

やその家族
か ぞ く

が抱
かか

える課題
か だ い

解決
かいけつ

や各種
かくしゅ

支援
し え ん

の調整
ちょうせい

を行
おこな

うことで、家族
か ぞ く

支援
し え ん

を

含
ふく

めた医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の地域
ち い き

における「育
そだ

ち」や「暮
く

らし」を支
ささ

えていく体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

 

 

-122-



 

 

 

【早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

支援
し え ん

の実施
じ っ し

体制
たいせい

の整備
せ い び

】 

○発
はっ

達
たつ

障
しょう

がい児
じ

を早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

支援
し え ん

するため、各種
かくしゅ

健診
けんしん

や教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

、医療
いりょう

機関
き か ん

との

連携
れんけい

を今後
こ ん ご

も継続
けいぞく

するとともに、家族
か ぞ く

等
とう

が子
こ

どもの障
しょう

がい特性
とくせい

を理解
り か い

し、必要
ひつよう

な知識
ち し き

を得
え

る

ことで、家庭
か て い

における適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるよう支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

に努
つと

めます。 

 

【子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

】 

○障
しょう

がいのある子
こ

どもに対
たい

する子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整
せい

備
び

にあたっては、障
しょう

がい

のある幼児
よ う じ

、児童
じ ど う

の教育
きょういく

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

の利用
り よ う

状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえ、見込
み こ

み値
ち

を算出
さんしゅつ

しました。障
しょう

がい

のある子
こ

どもの利用
り よ う

意向
い こ う

があった場合
ば あ い

、原則的
げんそくてき

に全員
ぜんいん

が利用
り よ う

できる体制
たいせい

を整備
せ い び

していく方針
ほうしん

として、今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き障
しょう

がいのある子
こ

どもの子育
こ そ だ

て支援
し え ん

施策
し さ く

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めます。 

この他
ほか

、障
しょう

がい児
じ

への支援
し え ん

については、「子
こ

ども・子育
こ そ だ

て事業
じぎょう

支援
し え ん

計画
けいかく

」との整合
せいごう

を図
はか

りな

がら、関係
かんけい

機関
き か ん

との緊密
きんみつ

な連携
れんけい

のもと、一層
いっそう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めます。 
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第
だい

５節
せつ

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

に関
かん

する事項
じ こ う

               

 

第
だい

１ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

                                          

 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

は、地域
ち い き

の特性
とくせい

や利用者
り よ う し ゃ

の状況
じょうきょう

に応
おう

じて柔軟
じゅうなん

に実施
じ っ し

する事業
じぎょう

です。 

国
くに

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

に掲
かか

げる以下
い か

「７つの成果
せ い か

目標
もくひょう

」の達成
たっせい

に向
む

けて、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスと共
とも

に整
せい

備
び

を進
すす

めていきます。 

① 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

（P８３） 

② 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

（P８６） 

③ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

（P８９） 

④ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

等
とう

（P９３） 

⑤ 障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

等
とう

（P９６） 

⑥ 相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

（P１００） 

⑦ 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

を向上
こうじょう

させるための取組
とりくみ

に係る
かか   

体制
たいせい

の構築
こうちく

（P１０３） 

 

【見込量
みこみりょう

設定
せってい

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

】 

 第
だい

４節
せつ

「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスと障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

等
とう

の見込量
みこみりょう

及
およ

び確保
か く ほ

策
さ く

について」と同様
どうよう

の

考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

現在
げんざい

のサービス利用
り よ う

の状況
じょうきょう

及
およ

びこれまでの利用
り よ う

状況
じょうきょう

や第
だい

６期
き

計画
けいかく

の進捗状況
しんちょくじょうきょう

、新
あら

たなサービス利用
り よ う

のニーズ等
とう

を総合的
そうごうてき

に勘案
かんあん

して定
さだ

めます。 
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地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

のイメージ図
ず

 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

（ﾀｲﾑｹｱ）事業
じぎょう

 

居住
きょじゅう

系
けい

 

福祉
ふ く し

ホーム 

利用者
り よ う し ゃ

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

自動車
じど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

、改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

点字
て ん じ

・声
こえ

・手話の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

 

余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

点字
て ん じ

講習会
こうしゅうかい

実施
じ っ し

事業
じぎょう

 

訪問
ほうもん

系
けい

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

ｻｰﾋﾞｽ事業
じぎょう

 

ワークシェアリング事業
じぎょう

 

就 業
しゅうぎょう

・就労
しゅうろう

系
けい

 

自発的
じはつてき

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

相談
そうだん

系
けい

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

事業
じぎょう

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事
じ

業
ぎょう

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 

意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
し え ん き ょ う

議会
ぎ か い

 

手話通
し ゅ わ つう

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう
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第
だい

２ 地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

                                    

 地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

は、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

を営
いとな

むための支援
し え ん

体制
たいせい

を

構築
こうちく

することを目的
もくてき

として、平成
へいせい

19年
ねん

１月
がつ

に設置
せ っ ち

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

の法
ほう

改正
かいせい

により協
きょう

議会
ぎ か い

を再編
さいへん

し、

会議
か い ぎ

形式
けいしき

から、市
し

が法律
ほうりつ

に基
もと

づく組織
そ し き

として設置
せ っ ち

）しています。 

 具体的
ぐ た い て き

には、保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

や団体
だんたい

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

などで構成
こうせい

し、

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

に掲
かか

げる仕組
し く

みづくりや同計画
どうけいかく

の進行
しんこう

管理
か ん り

、個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

による地域
ち い き

のサービス基盤
き ば ん

の開発
かいはつ

や改善
かいぜん

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

や支援
し え ん

会議
か い ぎ

から見出
み い だ

された地域
ち い き

課題
か だ い

の解決
かいけつ

などを担
にな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津若松市
あいづわか まつ し

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

総会
そうかい

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の方向性
ほうこうせい

、部会
ぶ か い

で検討
けんとう

した内容
ないよう

の承認
しょうにん

など 

運営
うんえい

会議
か い ぎ

 

総会
そうかい

の会長
かいちょう

・副会長
ふくかいちょう

、専門
せんもん

部会
ぶ か い

の部
ぶ

会長
かいちょう

により構成
こうせい

し、部会
ぶ か い

相互
そ う ご

の調整
ちょうせい

、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

など 

専門
せんもん

部会
ぶ か い

 

障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

の基本
き ほ ん

理念
り ね ん

の

具現化
ぐ げ ん か

に向
む

けた仕組
し く

みづくり

等
とう

を担
にな

う 

ワーキンググループ 

地域
ち い き

課題
か だ い

となっている特定
とくてい

のテーマについて検討
けんとう

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

 

ケア会議
か い ぎ
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

 

 

〇地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

については、福祉
ふ く し

の枠組
わ く ぐ

みを超
こ

えた幅広
はばひろ

い連携
れんけい

・ネットワークをより一層
いっそう

強化
きょうか

しながら、主
おも

に次
つぎ

の取組
とりくみ

を行
おこな

っていきます。 

・障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の目標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む

けた取組
とりくみ

 

・相談
そうだん

支援
し え ん

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

相談
そうだん

支援
し え ん

に係
かか

る事業
じぎょう

の中立
ちゅうりつ

・公平性
こうへいせい

の確保
か く ほ

 

・サービス等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

及
およ

び障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
けいかく

の質
しつ

の向上
こうじょう

 

・個別
こ べ つ

事例
じ れ い

の検討
けんとう

による地域
ち い き

のサービス基盤
き ば ん

の開発
かいはつ

や改善
かいぜん

 

・地域
ち い き

移行
い こ う

及
およ

び地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の効果的
こ う か て き

な実施
じ っ し

のための関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

との連携
れんけい

強化
きょうか

 

・施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

及
およ

び精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院者
にゅういんしゃ

の状況
じょうきょう

を踏
ふ

まえた地域
ち い き

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

の開発
かいはつ

 

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

のための関係機関
かんけいきかん

等
とう

との連携強化
れんけいきょうか

 

・障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の進行管理
し ん こ うか ん り

(P D C A
ピーディーシーエー

サイクル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 令
れい

和
わ

６～11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり
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第
だい

３ 理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

                                         

 市民
し み ん

に対
たい

して障
しょう

がいや障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
り か い

を深
ふか

めるための研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

です。 

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６～11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり

 

 

○理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に基
もと

づく合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

推進
すいしん

のため、市民
し み ん

一人
ひ と り

ひとりが障
しょう

がいや障
しょう

がいのある 

人
ひと

への理解
り か い

を深
ふか

めることができるよう、理解
り か い

促進
そくしん

に取
と

り組
く

みます。 

・障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

や障
しょう

がい理解
り か い

のための出前
で ま え

講座
こ う ざ

、地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

だよりの発行
はっこう

、 

市政
し せ い

だより等
とう

を活用
かつよう

した広報
こうほう

活動
かつどう

をしていきます。 

・「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

及
およ

びコミュニケーション手段
しゅだん

に関
かん

する条例
じょうれい

」に基
もと

づき、障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

 

じたさまざまなコミュニケーション手段
しゅだん

の理解
り か い

促進
そくしん

に取
と

り組
く

みます。 

第
だい

4 自発的
じはつてき

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

                                             

 障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
か ぞ く

団体
だんたい

、地域
ち い き

住民
じゅうみん

団体
だんたい

等
とう

の自発的
じ はつ て き

活動
かつどう

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。地域
ち い き

全体
ぜんたい

で障
しょう

がいのある人
ひと

を支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

します。 

 具体的
ぐ た い て き

には、ピアサポートの実施
じ っ し

、災害
さいがい

対策
たいさく

活動
かつどう

、孤立
こ り つ

防止
ぼ う し

活動
かつどう

、社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

活動
かつどう

、ボランティア

養成
ようせい

・活動
かつどう

に対する支援
し え ん

などがあります。 

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

自発的
じ はつ て き

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６～11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり

 

 

○自発的
じはつてき

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

等
とう

活動費
か つ ど う ひ

補助
ほ じ ょ

制度
せ い ど

について、関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

へ分
わ

かりやすい説明
せつめい

、広報
こうほう

を行
おこな

うとと 

もに、市民
し み ん

との交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する活動
かつどう

を紹
しょう

介
かい

し、周知
しゅうち

を行
おこな

います。 
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第
だい

5 相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

                                                

本市
ほ ん し

では、相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

として以下
い か

の４つの事業
じぎょう

を実施
じ っ し

し、障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
か ぞ く

等
とう

か

らの様々
さまざま

な相談
そうだん

対応
たいおう

を行
おこな

うとともに、障
しょう

がいのある人
ひと

の虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

、権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関
かん

する援助
えんじょ

を行
おこな

っています。 

 

種類
しゅるい

 内容
ないよう

 

基幹
き か ん

障
しょう

が い 者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センタ

ー事業
じぎょう

） 

地域
ち い き

の相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

るため、その中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担
にな

う「基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター」を整備
せ い び

する事業
じぎょう

です。 

 

地域
ち い き

障
しょう

が い 者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

においてきめ細
こま

かな相談
そうだん

支援
し え ん

を提供
ていきょう

できるよう

に、市内
し な い

７つの日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

ごとに「地域障
ちいきしょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」を

整備
せ い び

する事業
じぎょう

です。 

 

居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

 賃貸
ちんたい

契約
けいやく

による一般
いっぱん

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を希望
き ぼ う

しているものの、

保証人
ほしょうにん

がいないなどの理由
り ゆ う

により入居
にゅうきょ

が困難
こんなん

な人
ひと

を支援
し え ん

する

事業
じぎょう

です。 

 

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

事業
じぎょう

 「障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」を設置
せ っ ち

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の

虐待
ぎゃくたい

に関
かん

する相談
そうだん

等
とう

に応
おう

じるとともに、虐待
ぎゃくたい

通報
つうほう

や届出
とどけで

を受理
じ ゅ り

し早期
そ う き

対応
たいおう

等
とう

を行
おこな

う事業
じぎょう

です。 

 

 

本市
ほ ん し

では、平成
へいせい

12年
ねん

に「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」を整備
せ い び

し、障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

を実施
じ っ し

しております。平成
へいせい

19年
ねん

4月
がつ

には「居住
きょじゅう

サポート」の機能
き の う

を付加
ふ か

し、住
す

まいの確保
か く ほ

に

係
かか

る支援
し え ん

も提供
ていきょう

しています。また、平成
へいせい

25年
ねん

には「基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

」の機能
き の う

も付加
ふ か

し、地域
ち い き

の

中核的
ちゅうかくてき

な相談
そうだん

機関
き か ん

として位置づけました
い ち      

。 

その後
ご

、市内
し な い

７つの日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

ごとに、より身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における相談
そうだん

窓口
まどぐち

として「地域障
ちいきしょう

が

い者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」の整備
せ い び

を計画
けいかく

し、平成
へいせい

25年
ねん

から整備
せ い び

を開始
か い し

し、第
だい

６期
き

計画
けいかく

期間
き か ん

においては、２ヶ

所
し ょ

増設
ぞうせつ

しました。 

さらに、平成
へいせい

24年度
ね ん ど

に創設
そうせつ

された「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

」が、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

への導入
どうにゅう

が必須
ひ っ す

になったことを受
う

け、「計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

」を提供
ていきょう

する「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

」の整備
せ い び

も進
すす

んでいま

す。  
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本市
ほ ん し

では、以上
いじょう

の「障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」「地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

」「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

」に

よる重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

し、障
しょう

がいのある人
ひと

やその家族
か ぞ く

等
とう

からの様々
さまざま

な相談
そうだん

に対応
たいおう

しています。 

また、平成
へいせい

24年
ねん

10月
がつ

に施行
し こ う

された障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼ う し ほ う

に基
もと

づき、障
しょう

がいのある人
ひと

への虐待
ぎゃくたい

の

防止
ぼ う し

に取
と

り組
く

み、虐待
ぎゃくたい

への早期
そ う き

対応
たいおう

体制
たいせい

を整備
せ い び

するため、同月
どうげつ

、「障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」

を設置
せ っ ち

しています。さらに平成
へいせい

27年度
ね ん ど

に高齢者
こうれいしゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

ネットワークを組織
そ し き

し、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

に取
と

り組
く

む体制
たいせい

を構築
こうちく

しています。 

 

【本市
ほ ん し

の日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

】※会津若松市
あいづわか まつ し

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

８期
き

介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

抜粋
ばっすい

 

日常
にちじょう

生活圏域
せいかつけんいき

とは、概
おおむ

ね 30分
ふん

以内
い な い

に駆
か

けつけられる区域
く い き

とされ、本市
ほ ん し

では地域
ち い き

コミュニティ

の単位
た ん い

である小学校
しょうがっこう

複数
ふくすう

単位
た ん い

を基本
き ほ ん

として人口
じんこう

規模
き ぼ

等
とう

に配慮
はいりょ

して設定
せってい

しています。 

 

圏域名
けんいきめい

 小学校
しょうがっこう

区域
く い き

  圏域名
けんいきめい

 小学校
しょうがっこう

区域
く い き

 

若松
わかまつ

第
だい

１圏域
けんいき

 行仁
ぎょうにん

、鶴城
かくじょう

、東山
ひがしやま

小
しょう

  若松
わかまつ

第
だい

５圏域
けんいき

 一箕
い っ き

、松長
まつなが

、湊
みなと

小
しょう

 

若松
わかまつ

第
だい

２圏域
けんいき

 謹教
きんきょう

、城西
じょうさい

、小金井
こ が ね い

小
しょう

  北会津圏域
きたあいづけんいき

 荒舘
あらだて

、川南
かわなみ

小
しょう

 

若松
わかまつ

第
だい

３圏域
けんいき

 城南
じょうなん

、門田
もんでん

、大戸
お お と

小
しょう

  河東圏域
かわひがしけんいき

 河東
かわひがし

学園
がくえん

 

若松
わかまつ

第
だい

４圏域
けんいき

 城北
じょうほく

、神指
こうざし

、日新
にっしん

、永和
え い わ

小
しょう

    

 

【障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せ っ ち

経過
け い か

】 

  

設置
せ っ ち

時期
じ き

 窓口
まどぐち

名称
めいしょう

 支援
し え ん

対象
たいしょう

小学校
しょうがっこう

区域
く い き

 

平成
へいせい

１２年
ねん

１０月
がつ

 障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 市内
し な い

全域
ぜんいき

 

平成
へいせい

２５年
ねん

１０月
がつ

 第
だい

２地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 謹教
きんきょう

・城西
じょうさい

・小金井
こ が ね い

小
しょう

 

平成
へいせい

２９年
ねん

１２月
がつ

 第
だい

５地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 一箕
い っ き

・松長
まつなが

・湊
みなと

小
しょう

 

令和
れ い わ

 ５年
ねん

 １月
がつ

 第
だい

３地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 門田
もんでん

・城南
じょうなん

・大戸
お お と

小
しょう

 

令和
れ い わ

 ５年
ねん

１０月
がつ

 北会津
き たあいづ

地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 荒舘
あらたて

・川南
かわなみ

小
しょう
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６～７年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

８～11年
ねん

度
ど

 

基幹
き か ん

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（ 基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

） 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センタ

ーの設置
せ っ ち

の有無
う む

 

有
あり

 

（機能
き の う

付与
ふ よ

） 
有
あり

 

地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

地域障
ちいきしょう

が い 者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

整備済
せいびずみ

の圏域数
けんいきすう

 
６ ７ 

居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

 実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり

 

障
しょう

がい者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

事
じ

業
ぎょう

 
実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり

 

 

 

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・基幹
き か ん

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

）について、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを

設置
せ っ ち

するまでの間
あいだ

は、障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

へ基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

を継続的
けいぞくてき

に付与
ふ よ

し、引
ひ

き

続
つづ

き、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

に取
と

り組
く

みます。今後
こ ん ご

は、基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターの設置
せ っ ち

のあ

り方
かた

等
とう

を研究
けんきゅう

し、設置
せ っ ち

に努
つと

めます。 

・地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

については、今後
こ ん ご

も、残
のこ

る未整備
み せ い び

圏域
けんいき

への地域
ち い き

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の整備
せ い び

に努
つと

めます。 

・居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

については、今後
こ ん ご

も、その機能
き の う

の維持
い じ

に努
つと

めます。 

・障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

事業
じぎょう

については、今後
こ ん ご

も、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

した障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

を実施
じ っ し

します。  
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第
だい

6 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

                                       

 知的障
ちてきしょう

がいや精神障
せいしんしょう

がいにより、判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な人
ひと

の権利
け ん り

を擁護
よ う ご

する成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の

利用
り よ う

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。申立者
もうしたてしゃ

がいない方
かた

の市長
しちょう

申
もう

し立
た

てや報
ほう

酬
しゅう

の支
し

払
はら

いが難
むずか

しい方
かた

への

補助
ほ じ ょ

、法人
ほうじん

後見
こうけん

を行
おこな

う団体
だんたい

の支援
し え ん

などを行
おこな

います。 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

成年後見制度法人後見
せいねんこうけんせいどほうじんこうけん

支援事業
しえんじぎょう

 実施
じ っ し

の有無
う む

 
有
あり

 

 

○成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・会津若松市
あいづわかまつし

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に基
もと

づき、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

が必要
ひつよう

な方
かた

を

早期
そ う き

に発見
はっけん

し、その方
かた

の人
じん

権
けん

を守
まも

ることができるよう、会津
あ い づ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

・成年
せいねん

後見
こうけん

センタ

ーなどの関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、制度
せ い ど

の広報
こうほう

や関係者
かんけいしゃ

に対
たい

する研修
けんしゅう

等
とう

の取組
とりくみ

を行
おこな

います。 

・成
な

り手
て

不
ぶ

足
そく

解
かい

消
しょう

のため、市民
し み ん

後見人
こうけんにん

の育成
いくせい

や法人
ほうじん

後見
こうけん

の支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 
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第
だい

7 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

                                               

１ 手話通
し ゅ わ つう

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

 聴覚
ちょうかく

、言語障
げんごしょう

がい、音声
おんせい

機能
き の う

その他
た

の障
しょう

がいにより、意思
い し

疎通
そ つ う

を図
はか

ることに支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

のコミュニケーションを支援
し え ん

するため、手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

を派遣
は け ん

する事業
じぎょう

です。 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

手話通
し ゅ わ つう

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

手話通
し ゅ わ つう

訳者数
やくしゃすう

 １７ １８ １８ １９ １９ ２０ 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ８０ ８２ ８２ ８５ ８５ ８７ 

手話通
し ゅ わ つう

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

件数
けんすう

 1,530 1,550 1,550 1,600 1,600 1,620 

 

２ 要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 

聴覚
ちょうかく

、言語障
げんごしょう

がい、音声
おんせい

機能
き の う

その他
た

の障
しょう

がいにより、意思
い し

疎通
そ つ う

を図
はか

ることに支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人
ひと

のコミュニケーションを支援
し え ん

するため、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

を派遣
は け ん

する事業
じぎょう

です。         

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 １ １ １ １ １ １ 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

回数
かいすう

 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

 

３ 手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほ う し い ん

養成
ようせい

事業
じぎょう

は日常
にちじょう

会話
か い わ

の手話
し ゅ わ

表現
ひょうげん

技術
ぎじゅつ

を習得
しゅうとく

し、聴覚障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

との交流
こうりゅう

促進
そくしん

を

担
にな

う「手話
し ゅ わ

奉仕員
ほ う し い ん

」を養成
ようせい

する事業
じぎょう

です。会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

では「手話
し ゅ わ

講習
こうしゅう

会
かい

」の名称
めいしょう

で実施
じ っ し

しており、

その内容
ないよう

は「入門
にゅうもん

」と「基礎
き そ

」の 2部
ぶ

構成
こうせい

となっています。 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

手話
し ゅ わ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

受講者数
じゅこうしゃすう

 50 50 50 50 50 50 

うち修了者数
しゅうりょうしゃすう

 10 10 10 10 10 10 
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４ 点字
て ん じ

講習会
こうしゅうかい

実施
じ っ し

事業
じぎょう

 

 本事業
ほんじぎょう

は点字
て ん じ

の技術
ぎじゅつ

を身
み

に付
つ

けるとともに、学習
がくしゅう

を通
とお

して視覚
し か く

障
しょう

がいや視覚
し か く

障
しょう

がいのある人
ひと

への理解
り か い

を深
ふか

めてもらうための事業
じ ぎ ょ う

です。  

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

点字
て ん じ

講習会
こうしゅうかい

 

実施
じ っ し

事業
じぎょう

 

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

受講者数
じゅこうしゃすう

 10 10 10 10 10 10 

 

○意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

派遣
は け ん

事業
じぎょう

については、手話
し ゅ わ

を言語
げ ん ご

とする聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

の高齢化
こ う れ い か

が進
すす

み、医療
いりょう

・介護
か い ご

 

関係
かんけい

の通訳
つうやく

派遣
は け ん

が増
ふ

えることが予想
よ そ う

されます。またそれを担
にな

う手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

の高齢化
こ う れ い か

も進
すす

んで 

いることから、新
あら

たな登録
とうろく

手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

の確保
か く ほ

や育成
いくせい

にかかる体制
たいせい

づくりに努
つと

めていきます。 

・タブレット等
など

を用
もち

いた遠隔
えんかく

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

のさらなる活用
かつよう

に努
つと

めていきます。 

・手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

および要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が制度
せ い ど

を利用
り よ う

できるよう、意思
い し

疎通支
そ つ う し

 

援
えん

事業
じぎょう

のさらなる周知
しゅうち

を図
はか

っていきます。 

・手話
し ゅ わ

奉仕員
ほ う し い ん

養成
ようせい

講座
こ う ざ

については、希望者
き ぼ う し ゃ

が参加
さ ん か

できるよう、事業
じぎょう

の周知
しゅうち

に努
つと

めます。併
あわ

せて、 

手話
し ゅ わ

サークル等
とう

の活動
かつどう

への促
うなが

しや、県
けん

が主催
しゅさい

する「手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

養成
ようせい

講座
こ う ざ

」など手話
し ゅ わ

に関
かん

する 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行い、手話
し ゅ わ

学習
がくしゅう

に対
たい

する関心
かんしん

を持続
じ ぞ く

できるよう工夫
く ふ う

していきます。 

・手話
し ゅ わ

奉仕員
ほ う し い ん

養成
ようせい

講座
こ う ざ

修了者
しゅうりょうしゃ

を対象
たいしょう

とした「ステップアップ講座
こ う ざ

」を実施
じ っ し

し、手話
し ゅ わ

学習
がくしゅう

の機会
き か い

の

継続
けいぞく

に努
つと

めます。 

・点字
て ん じ

講習会
こうしゅうかい

については、周知
し ゅ う ち

方法
ほうほう

の工夫
く ふ う

や内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

りながら、より多
おお

くの市民
し み ん

に障
しょう

が 

いや障
しょう

がいのある人
ひと

への理解
り か い

を深
ふか

めてもらうことができるようにしていきます。 
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第
だい

8 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

                                        

 障
しょう

がいのある人
ひと

の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の便宜
べ ん ぎ

を図
はか

るため、介護
か い ご

・訓練
くんれん

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

などの購入
こうにゅう

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。 

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

 

○日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・今後
こ ん ご

も分かりやすい
わ        

情報
じょうほう

提供
ていきょう

に努
つと

めるとともに、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の利用
り よ う

希望者
き ぼ う し ゃ

や対象者
たいしょうしゃ

への

周知
しゅうち

に努
つと

め、障
しょう

がいのある人
ひと

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

の利便性
りべんせい

の向上
こうじょう

に努
つと

めます。 

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の性能
せいのう

向上
こうじょう

や新
あら

たな品目
ひんもく

などの情報収集
じょうほうしゅうしゅう

を行
おこな

い、利用
り よ う

希望者
き ぼ う し ゃ

や対象者
たいしょうしゃ

のニ

ーズを踏
ふ

まえた助成
じょせい

対象
たいしょう

品目
ひんもく

の見直
み な お

しや追加
つ い か

を行
おこな

っていきます。 

 

 

 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具費
よ う ぐ ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

介護
か い ご

・訓練
くんれん

等
とう

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

 件数
けんすう

 ９ ９ ９ １２ １２ １２ 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 ３ ２ ３ ３ ３ ３ 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

 件数
けんすう

 １１ １３ １３ １５ １５ １５ 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
とう

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

 件数
けんすう

 ２０ ２２ ２２ ２３ ２３ ２３ 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

情報
じょうほう

・意
い

思
し

疎
そ

通
つう

 

支
し

援
えん

用
よう

具
ぐ

 
件数
けんすう

 ３０ ３５ ３５ ４０ ４０ ４５ 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

排泄
はいせつ

管理
か ん り

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

 件数
けんすう

 2,925 2,978 3,031 3,054 3,085 3,138 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 125 128 131 135 139 143 

住宅
じゅうたく

改修費
かいしゅうひ

 件数
けんすう

 １ ２ ２ ２ ２ ２ 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計
ごうけい

 件数
けんすう

 2,996 3,059 3,112 3,146 3,177 3,235 

うち児童分
じどうぶん

 件数
けんすう

 135 137 141 145 149 153 
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第
だい

９ 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

                                                 

 社会
しゃかい

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な外出
がいしゅつ

又
また

は余暇
よ か

活動
かつどう

等
とう

の参加
さ ん か

のための外出
がいしゅつ

をする際
さい

に、移動
い ど う

の介護
か い ご

が必要
ひつよう

な障
しょう

がいのある人
ひと

で、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの対象外
たいしょうがい

の人
ひと

に対
たい

して、ガイドヘルパーを派遣
は け ん

し、

移動
い ど う

の支援
し え ん

及
およ

び移動先
い ど う さ き

での必要
ひつよう

な介助
かいじょ

を行
おこな

う事業
じぎょう

です。一人
ひ と り

を個別
こ べ つ

に支援
し え ん

する「個別
こ べ つ

支援型
し え ん が た

」

と複数
ふくすう

の人
ひと

を同時
ど う じ

に支援
し え ん

する「グループ支援型
し え ん が た

」を行
おこな

っています。 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

（ガイドヘルパー派遣
はけん

事業
じぎょう

） 
令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 ９(２) ９(２) ９(２) 10(２) 10(２) 10(２) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 90 92 92 92 94 94 

うち児童分
じ ど う ぶ ん

 5 5 5 5 5 5 

延
の

べ時間数
じかんすう

（時間
じ か ん

） 3,750 3,830 3,830 3,830 3,910 3,910 

うち児童分
じ ど う ぶ ん

 156 156 156 156 160 160 

○移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に向
む

けて、報酬
ほうしゅう

単価
た ん か

を国
くに

の報酬
ほうしゅう

改定
かいてい

に合
あ

わせて見直
み な お

すとともに、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

などを活用
かつよう

し事業所
じぎょうしょ

相互
そ う ご

の連携
れんけい

強化
きょうか

や、質
しつ

の高
たか

い

サービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

ります。 

・特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

への通学
つうがく

練習
れんしゅう

の利用
り よ う

など、事業
じぎょう

の利用
り よ う

方法
ほうほう

について周知
しゅうち

を図
はか

ります。 
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第
だい

10 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

                                        

 障
しょう

がいのある人
ひと

に、創
そう

作
さ く

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

を提供
ていきょう

し、社会
しゃかい

参加
さ ん か

、交流
こうりゅう

促進
そくしん

を図
はか

る事業
じぎょう

です。事業
じぎょう

内容
ないよう

によってⅠ型
がた

からⅢ型
がた

までの３つの類型
るいけい

に分類
ぶんるい

されます。 

 

類型
るいけい

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 実利用
じ つ りよ う

人数
にんずう

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

 

センターⅠ型
がた

 

 創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
き か い

の提供
ていきょう

に加
くわ

え、専門
せんもん

職員
しょくいん

を配置
は い ち

し、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、地域
ち い き

との連携
れんけい

強化
きょうか

のための調整
ちょうせい

やボランティア育成
いくせい

、障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

促進
そくしん

を図
はか

るための普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

等
とう

の事業
じぎょう

の

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

を併
あわ

せて実施
じ っ し

します。 

実利用人
じつ りよ う に ん

数
ずう

20 人
にん

以上
いじょう

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

 

センターⅡ型
がた

 

 創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
き か い

の提供
ていきょう

に加
くわ

え、機能
き の う

訓練
くんれん

、社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

、入浴
にゅうよく

などのサービス

を提供
ていきょう

します。 

実利用人
じつ りよ う に ん

数
ずう

15 人
にん

以上
いじょう

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

 

センターⅢ型
がた

 

 創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

などの機会
き か い

を提供
ていきょう

します。 実利用者人
じつ りよう し ゃじ ん

数
すう

10

人
にん

以上
いじょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-137-



 

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

    ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

Ⅰ型
がた

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 ０(１) ０(１) ０(１) ０(１) ０(１) ０(１) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 1 1 1 1 1 1 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

（人
にん

日
にち

） 269 269 269 269 269 269 

Ⅱ型
がた

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 １(０) １(０) １(０) １(０) １(０) １(０) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 34 34 34 34 34 34 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

（人
にん

日
にち

） 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 

Ⅲ型
がた

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0（1） 0（1） 0（1） 0（1） 0（1） 0（1） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

（人
にん

日
にち

） 350 350 350 350 350 350 

合計
ごうけい

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1（2） 1（2） 1（2） 1（2） 1（2） 1（2） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 40 40 40 40 40 40 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

（人
にん

日
にち

） 3,919 3,919 3,919 3,919 3,919 3,919 

 

○地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスにおける日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスでは対応
たいおう

が難
むずか

しい利用者
り よ う し ゃ

のニーズに沿
そ

っ

てサービスが提供
ていきょう

できるよう、支援
し え ん

体制
たいせい

の維持
い じ

を図
はか

ります。 

・他
た

の日中
にっちゅう

活動
かつどう

との機能
き の う

・役割
やくわり

を整理
せ い り

しながら、適切
てきせつ

なアセスメントによって必要
ひつよう

なサービスが提
てい

供
きょう

できるよう今後
こ ん ご

も取
と

り組
く

みを進
すす

めていきます。 

・重層的
じゅうそうてき

支援
し え ん

体制
たいせい

整備
せ い び

事業
じぎょう

の地域
ち い き

づくり事業
じぎょう

に位置
い ち

付
づ

けられていることから、センターの在
あ

り方
かた

について検討
けんとう

していきます。 
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第
だい

11 その他
た

の事業
じぎょう

                                                

－訪問
ほうもん

系
けい

－ 

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

 

 居宅
きょたく

で入
にゅう

浴
よく

することが困難
こんなん

な身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

などに対
たい

し、ヘルパーと看護師
か ん ご し

が移動
い ど う

入浴
にゅうよく

車
しゃ

で

居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、専用
せんよう

の浴槽
よくそう

で、入浴
にゅうよく

介助
かいじょ

のサービスを行
おこな

う事業
じぎょう

です。 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 2(0) 2(0) 2(0) 2(0) 2(0) 2(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 ４ ５ ５ ５ ６ ６ 

うち児童分
じどうぶん

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

延
の

べ利
り

用
よう

回
かい

数
すう

（人
にん

日
にち

） 360 450 450 450 540 540 

うち児童分
じどうぶん

 0 0 0 0 0 0 

  

○訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き利用者
り よ う し ゃ

のニーズを的確
てきかく

に把握
は あ く

し、必要
ひつよう

なサービス提供体制
ていきょうたいせい

の確保
か く ほ

に努
つと

めてい

きます。 
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－日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

－ 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

（タイムケア）事業
じぎょう

 

 障
しょう

がいのある人
ひと

に、日中
にっちゅう

における活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

するとともに、介護
か い ご

を行
おこな

っている家族
か ぞ く

の

就労
しゅうろう

支援
し え ん

や一時的
い ち じ て き

な休息
きゅうそく

の確保
か く ほ

を支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。    

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

 

（タイムケア）事業
じぎょう

 
令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 11(0) 12(0) 12(0) 12(0) 12(0) 12(0) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 79 81 82 83 85 86 

うち児童分
じどうぶん

 47 48 49 50 51 52 

延
の

べ利用
り よ う

回数
かいすう

（人
にん

日
にち

） 6,145 6,304 6,385 6,467 6,631 6,717 

うち児童分
じどうぶん

 3,445 3,524 3,605 3,687 3,771 3,857 

 

○日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

（タイムケア）事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスや障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
し え ん

を補
おぎな

い、家族
か ぞ く

の就労支援やレスパイト等
とう

のための

ニーズが見込
み こ

まれることから、今後
こ ん ご

も引
ひ

き続
つづ

き、提供
ていきょう

体制
たいせい

の充
じゅう

実
じつ

に努
つと

めます。 

・また、障
しょう

がいのある子
こ

どもの利用
り よ う

においては、通学
つうがく

支援
し え ん

や保護者
ほ ご し ゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

などのためのニ

ーズが高
たか

いことから、継続
けいぞく

して提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

や提供
ていきょう

内容
ないよう

の拡充
かくじゅう

に努
つと

めます。 
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－居住
きょじゅう

系
けい

－ 

福祉
ふ く し

ホーム事業
じぎょう

 

 居宅
きょたく

において生活
せいかつ

することが困難
こんなん

な人
ひと

を対象
たいしょう

に、低額
ていがく

な料金
りょうきん

で住
す

まいの場
ば

を提供
ていきょう

し、

日常生活
にちじょうせいかつ

に必要
ひつよう

な便宜
べ ん ぎ

を図
はか

る事業
じぎょう

です。 

 

第
だい

７期
き

計
けい

画
かく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

     ※実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

福祉
ふ く し

ホーム事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 0(1) 

実利用者数
じつりようしゃすう

 1 1 1 1 1 1 

 

○福祉
ふ く し

ホーム事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・本事業
ほんじぎょう

は、精神科
せいしんか

病院
びょういん

からの退院者
たいいんしゃ

など、自力
じ り き

で生活
せいかつ

する能力
のうりょく

はあるが、居住先
きょじゅうさき

が見
み

つから 

ない方
かた

の、一時的
い ち じ て き

な受
う

け皿
ざら

となっており、地域
ち い き

で生活
せいかつ

する場
ば

を提
てい

供
きょう

するために、事業
じぎょう

を継続
けいぞく

し 

ていきます。 

 

－社会
しゃかい

参加
さ ん か

促進
そくしん

事業
じぎょう

－ 

１ 余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

 余暇
よ か

における学習
がくしゅう

機会
き か い

や活動
かつどう

拠点
きょてん

の提供
ていきょう

により、障
しょう

がいのある人
ひと

が主体的
しゅたいてき

な活動
かつどう

や地域
ち い き

と

の交流
こうりゅう

など様々
さまざま

な社会
しゃかい

参加
さ ん か

活動
かつどう

を行
おこな

えるよう支援
し え ん

する事業
じぎょう

です。「余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

センターふら

っと」を拠点
きょてん

とし、障
しょう

がいのある人
ひと

が気軽
き が る

に立
た

ち寄
よ

れる交流
こうりゅう

の場
ば

を提供
ていきょう

するとともに、イベントの

開催
かいさい

や自主
じ し ゅ

活動
かつどう

の支援
し え ん

を行
おこな

っています。 

 

第
だい

７期
き

計
けい

画
かく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

       実数
じっすう

は市内
し な い

のみ、（）内
ない

は市外
し が い

のみの事業所数
じぎょうしょすう

 

余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 1(0) 

延
の

べ利
り

用
よう

者
しゃ

数
すう

（人
にん

） 2,100 2,200 2,300 2,400 2,500 2,600 
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○余暇
よ か

活動
かつどう

支援
し え ん

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・新規
し ん き

利用者
り よ う し ゃ

が参加
さ ん か

しやすくなるよう、引き続き周知活動を行い、地域とのつながりも大切にしな 

がら障
しょう

がいのある人
ひと

の自主
じ し ゅ

活動
かつどう

支援
し え ん

を推
すい

進
しん

します。また、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方にはサービス利用

等の適切な支援につなげるため、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

や障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

との

連携
れんけい

を図
はか

ります。 

 

２ 自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

・改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

 

 身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の活動
かつどう

支援
し え ん

のため、自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

の取得
しゅとく

及
およ

び自動車
じ ど う し ゃ

の改造
かいぞう

に要
よう

する費用
ひ よ う

の

一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

する事業
じぎょう

です。   

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得費
し ゅ と く ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

助成
じょせい

件数
けんすう

 
１ １ １ １ １ １ 

自動車
じ ど う し ゃ

改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

助成
じょせい

件数
けんすう

 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

 

○自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅとく

・改造費
かいぞうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得費
し ゅ と く ひ

助成
じょせい

及
およ

び自動車
じ ど う し ゃ

改造費
かいぞ う ひ

助成
じょせい

について、引
ひ

き続
つづ

き事業
じぎょう

の周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

 

３ 点字
て ん じ

・声
こえ

・手話
し ゅ わ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

 

○点
てん

字
じ

の市政
し せ い

だより、点字
て ん じ

の広報
こうほう

議会
ぎ か い

 

 視覚障
しかくしょう

がい者
しゃ

のうち、希望者
き ぼ う し ゃ

を対象
たいしょう

に、広報紙
こ う ほ う し

（市政
し せ い

だより、広報
こうほう

議会
ぎ か い

）の点字版
て んじば ん

を提供
ていきょう

して

います。 

○声
こえ

の市政
し せ い

だより、声
こえ

の広報
こうほう

議会
ぎ か い

 

 視覚障
しかくしょう

がい者
しゃ

や、パソコン・デジタルオーディオプレイヤーなどの利用者
り よ う し ゃ

を対象
たいしょう

に、広報紙
こ う ほ う し

（市政
し せ い

だより、広報
こうほう

議会
ぎ か い

）の内容
ないよう

を音声
おんせい

で配信
はいしん

しています。 

○手話
し ゅ わ

の市政
し せ い

だより 

 手話
し ゅ わ

を言語
げ ん ご

としているろう者
しゃ

を対象
たいしょう

に、市政
し せ い

だよりの内容
ないよう

を手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

で配信
はいしん

しています。 
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第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各年度
かくねんど

の見込量
みこみりょう

 

点字
て ん じ

・声
こえ

・手話
し ゅ わ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

・点字
て ん じ

の市政
し せ い

だより 

・点字
て ん じ

の広報
こうほう

議会
ぎ か い

 
実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 17 17 17 17 17 17 

・声
こえ

の市政
し せ い

だより 

・声
こえ

の広報
こうほう

議会
ぎ か い

 
実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 28 28 28 28 28 28 

・手話
し ゅ わ

の市政
し せ い

だより 実施
じ っ し

の有無
う む

 有
あり

 

○点
てん

字
じ

・声
こえ

・手話
し ゅ わ

の広報
こうほう

等
とう

発行
はっこう

事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・点字
て ん じ

、声
こえ

の広報
こうほう

等
と う

発行
はっこう

事業
じ ぎ ょ う

については、視覚障
し か く し ょ う

がい者
し ゃ

の情報
じょうほう

取得
しゅとく

のため支援
し え ん

体制
たいせい

を維持
い じ

しま 

す。点字
て ん じ

や音読
おんどく

に係
かか

る人材
じんざい

確保
か く ほ

や提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

と、事業
じぎょう

の周知
しゅうち

に努
つと

めていきます。 

・手話
し ゅ わ

の市政
し せ い

だよりについては、令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

から実施
じ っ し

しています。今後
こ ん ご

も、手話
し ゅ わ

を言語
げ ん ご

とするろう 

者
しゃ

の情報
じょうほう

取得
しゅとく

と市民
し み ん

の理解
り か い

促進
そくしん

のため事業
じぎょう

の周知
しゅうち

に努
つと

めていきます。 

 

－就 業
しゅうぎょう

・就労
しゅうろう

系
けい

－ 

障
しょう

がい者
しゃ

ワークシェアリング事業
じぎょう

 

 市
し

役所
や く し ょ

において、障
しょう

がいのある人
ひと

に職場
し ょ く ば

体験的
たいけんてき

に働
はたら

く場
ば

を提供
ていきょう

すると共
と も

に、労働
ろ う ど う

対価
た い か

を支払
し は ら

い、就労
しゅうろう

意欲
い よ く

の喚起
か ん き

を図
はか

るための事
じ

業
ぎょう

です。  

 

第
だい

７期
き

計画
けいかく

における各
かく

年度
ね ん ど

の見込量
みこみりょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

ワークシ

ェアリング事業
じぎょう

 
令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

7年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

8年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

9年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

10年
ねん

度
ど

 令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

 

実利用者数
じ つ り よ う し ゃ す う

 60 60 60 60 60 60 

延
の

べ時
じ

間
かん

数
すう

（時間
じ か ん

） 720 720 720 720 720 720 

○障
しょう

がい者
しゃ

ワークシェアリング事業
じぎょう

の必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

と取組
とりくみ

の方向
ほうこう

 

・業務
ぎょうむ

の固定化
こ て い か

の問題
もんだい

を解消
かいしょう

し、積極的
せっきょくてき

な参加
さ ん か

や事業
じぎょう

の周知
しゅうち

を進
すす

めていきます。 

・障
しょう

がいのある人
ひと

の就労
しゅうろう

意欲
い よ く

の喚起
か ん き

や活躍
かつやく

の場
ば

の確保
か く ほ

、さらに一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を促進
そ くしん

するため、市
し

 

役所
や く し ょ

における障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

推進
すいしん

体制
たいせい

の連携
れんけい

強化
き ょ う か

を図
はか

り、市
し

の障
しょう

がい者
し ゃ

雇用
こ よ う

のあり方
かた

について 

も検討
けんとう

していきます。 
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第
だい

６節
せつ

 関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

との連携
れんけい

に関
かん

する事項
じ こ う

   
 

 第
だい

７期
き

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

３期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

を実施
じ っ し

するにあたって、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービ

ス等
とう

を提供
ていきょう

するための体制
たいせい

の確保
か く ほ

が総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に図
はか

られるためには、市
し

の福祉
ふ く し

関係
かんけい

部局
ぶ き ょ く

のみではなく、医療
い り ょ う

、教育
きょういく

、雇用
こ よ う

等
など

の分野
ぶ ん や

を超
こ

えた総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

が不可欠
ふ か け つ

であり、医療
い り ょ う

機関
き か ん

、

教育
きょういく

機関
き か ん

、ハローワーク、その他
た

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

が必要
ひつよう

です。 

 本市
ほ ん し

においては、地域
ち い き

における関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を進
すす

め、「会津若松市版
あいづわかまつ しばん

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステ

ム」の構築
こうちく

に向
む

けて取
と

り組
く

みます。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
ち い き

における関係
かんけい

機関
き か ん

との連携図
れ ん け い ず

 

本人
ほんにん

・家族
か ぞ く

 

○社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 

行政
ぎょうせい

機関
き か ん

 

○会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

 

○会津
あ い づ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

 

◯障
しょう

がい者
しゃ

総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

◯障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

◯相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

 

◯ハローワーク 

◯障害者
しょうがいしゃ

就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

○障害
しょうがい

者
し ゃ

職業
しょくぎょう

センター

（ジョブコーチ） 

 

教育
きょういく

関係
かんけい

機関
き か ん

 

◯教育
きょういく

委員会
い い ん か い

 

◯幼稚園
よ う ち え ん

・保育所
ほ い く し ょ

・認定
にんてい

こども園
えん

等
と う

 

◯学校
がっこう

、特別
と くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 

 

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス

事業所
じぎょうしょ

 

◯訪問
ほうもん

系
けい

 

◯日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

 

◯居住
きょじゅう

系
けい

 

◯相談
そうだん

支援
し え ん

 

◯障
しょう

がい児
じ

支援
し え ん

 

 

○地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター 

地域
ち い き

資源
し げ ん

等
とう

 

◯区長会
くちょうかい

等
とう

 

◯民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

◯共生
きょうせい

福祉
ふ く し

相談員
そうだんいん

 

◯ボランティア組織
そ し き

 

◯ＮＰＯ団体
だんたい

 

◯当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

 

◯ピアサポーター など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療
いりょう

・保健
ほ け ん

機関
き か ん

 

○病院
びょういん

 

○訪問
ほうもん

看護
か ん ご

ステーション 

 

 

○サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

 

○会津
あ い づ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

・成年
せいねん

後見
こうけん

センター

ー 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業所
じぎょうしょ

 

 

 

-144-



 

 

地域
ちいき

における取組
とりくみ

 

◯地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

に基
もと

づき、障
しょう

がいのある人
ひと

が住
す

みやすい地域
ち い き

となるよう見守
み ま も

りや支
さ さ

え合
あ

いの

支援
し え ん

に取
と

り組
く

んでいきます。 

◯区長会
くちょうかい

や町内会
ちょうないかい

、民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

などと連携
れんけい

しながら、障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

の各種
か く し ゅ

行事
ぎ ょ う じ

や地域
ち い き

活動
かつどう

に気軽
き が る

に参加
さ ん か

できるよう地域
ち い き

交流
こうりゅう

を推進
すいしん

していきます。また、災害
さいがい

時
じ

等
と う

の見
み

守
まも

りや声
こえ

かけ支
さ さ

え合
あ

い等
と う

の支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こ う ち く

に取
と

り組
く

んでいきます。 

◯地域
ち い き

のボランティア団体
だんたい

や当事者
と う じ し ゃ

団体
だんたい

、ピアサポーターなどとの連携
れんけい

を図り
はか   

、障
しょう

がいのある人
ひと

のニーズに対応
たいおう

できるよう努
つと

めていきます。また、障
しょう

がいのある人
ひと

がボランティア活動
かつどう

に取
と

り

組
く

めるピアサポート体制
たいせい

を確保
か く ほ

していきます。 

【関連
かんれん

する成果
せ い か

目標
もくひょう

】 

「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

」（P８３） 

「精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築」 （P８６） 

 

関係
かんけい

機関
きかん

における取組
とりくみ

 

◯保健
ほ け ん

機関
き か ん

、医療
いりょう

機関
き か ん

、教育
きょういく

関係
かんけい

機関
き か ん

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

と連携
れんけい

し

適切
てきせつ

な福祉
ふ く し

サービスを提供
ていきょう

していきます。 

◯障
しょう

がいの重
おも

い人でも訪問
ほうもん

支援
し え ん

によって地域
ち い き

生活
せいかつ

が可能
か の う

となるよう、医療
い り ょ う

関係者
かんけいしゃ

や相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

等
と う

における連携
れんけい

強化
き ょ う か

に努
つと

め、地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を推進
すいしん

し

ます。 

◯保健
ほ け ん

機関
き か ん

、医療
いりょう

機関
き か ん

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

など支援者側
し え ん し ゃ が わ

の支援
し え ん

スキ

ルなどの質
しつ

の向上
こうじょう

を目指
め ざ

し、支援者側
し え ん し ゃ が わ

の人材
じんざい

育成
いくせい

、支援者間
し え ん し ゃ か ん

連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
き ょ う か

を図
はか

ります。 

【関連
かんれん

する成果
せ い か

目標
もくひょう

】 

「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

」（P８３） 

「精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築」 （P８６） 

「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

等
とう

」（P９3） 

「相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

」（P100） 

「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るための取組
とりくみ

に係
かか

る体制
たいせい

の構築
こうちく

」（P１０3） 

 

行政
ぎょうせい

における取組
とりくみ

 

◯障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に基
もと

づき、障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

します。 

◯障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

と行政間
ぎょうせいかん

の情報
じょうほう

の相互
そ う ご

提供
ていきょう

及
およ

び共有化
き ょ うゆうか

を図
はか

るとともに、きめ細
こま

か

な支援
し え ん

会議
か い ぎ

を通
とお

して利用者
り よ う し ゃ

のニーズに即
そ く

した支援
し え ん

に努
つと

めます。 

◯第
だい

７次
じ

総合
そうごう

計画
けいかく

や、地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

、高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
けいかく

、子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
けいかく

、健康
けんこう

わかまつ２１計画
けいかく

等
とう

と連携
れんけい

し、調和
ちょうわ

を図り
はか   

、障
しょう

がい福祉
ふ く し

の推進
すいしん

に取り組みます
と  く     

。 

◯地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
し えんき ょ う

議会
ぎ か い

をはじめ、関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

生活
せいかつ

における様々
さまざま

な課題
か だ い

の解決
かいけつ

に取
と

り組
く

んでいきます。 
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○障
しょう

がいのある人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

、子
こ

どもたちをはじめ、誰
だれ

もが、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で自分
じ ぶ ん

らしく暮
く

らし

続
つづ

けることができるよう、本市
ほ ん し

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえながら、「お互い
 た が  

さま」の気持ち
き も   

で地域
ち い き

の全て
すべ   

の

人
ひと

がつながる「お互い
 た が  

さまでみんなをつなぐまち」を目指す
め ざ   

べき姿
すがた

とした「会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

版
ばん

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の充実
じゅうじつ

にむけて取
と

り組
く

みます。 

【関連
かんれん

する成果
せ い か

目標
もくひょう

】 

「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

」（P８9） 

「福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

」（P８３） 

「精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築」 （P８６） 

「相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

」（P100） 

 

 

その他
た

の機関
きかん

における取組
とりくみ

 

◯国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

（障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス審査
し ん さ

支払
しはらい

機関
き か ん

）との連携
れんけい

により、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

の支援
し え ん

内容
ないよう

の質
しつ

向上
こうじょう

に努
つと

めます。 

【関連
かんれん

する成果
せ い か

目標
もくひょう

】 

「障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図る
はか   

ための取組
とりくみ

に係る
かか   

体制
たいせい

の構築
こうちく

」（P１０3） 

 

-146-


